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巻頭図版 1

筆無遺跡遠景

遥か後方に霧島連山を望む.写真‡中央を左から右へ向かい北浦する大淀川の流域には豊かな水田地帯が広がっている.



巻頭図版 2

B区 1号土坑墓副葬品

B区 出土陶磁器 (緑粕陶器 ･越州窯系青磁 ･白磁碗 Ⅰ類)



序

宮崎県教育委員会では､都城束環状線 今町工区 地域連挽推進事業に伴い都城土木事

務所長の依頼を受け､平成15年度から同L7年度の3か年度にわたり箪無遺跡の発掘調査を

実施 しました｡

その結果､礼文時代後期から近世後半に至るまでの数多くの追捕や造物を確認するに至

り､この他において連綿として続いてきた人々の営みを垣間見ることができました｡なか

でも､平安時代末期から中世初頭の掘立柱建物跡や周満墓等の迫構､｢舶｣等の文字が残

る塁智土器､中国から輸入された白磁 ･帝磁を中心とした貿易陶磁なとの造物の存在は､

国内最大の規模を誇った荘園である島津荘が成立する前後の地域的様相を研究する上で'il-

重な資料を提供するものです｡

また､現在の地形からは想像 しがたい尾根や谷が複雑に入 り込んだ旧地形を検出し､造

構等の配置がその地形的制約を受けていたことも明らかになりました｡この事実は周辺地

形等も考慮に入れながら､大淀川中流域の集落展開および土地利用の在 り方を考え､往時

の景観復元を試みる上でも有用な情報となるものです｡

木谷が学術資料として､あるいは学校教育や生涯学習の資料として広く活用され､埋蔵

文化財に対する認織や理解を深めるための-助となることを期待 します｡

殺後になりましたが､調査に御協力いただいた関係諸機関をはじめ､地元の皆様方に心

より厚くお礼申し上げます｡

平成20年 2月

宮崎児埋蔵文化財センター

所長 清 野 勉



例 言

1 本むは､都城束環状線 今町工区 地域連携推進部菜に伴う事前調査として､宮崎リ.も教背委n会が実施

した笹無追跡の発槻調査報告製Fである.調査は､都城土木部務所の依蛾を受け宮崎LF.li教pfF委員会が主体と

なり､宮崎県埋破文化財センターが実施 した｡

2 調査は工群計画とのr;E日系で､羽衣区をA地鳥からD2地点に分けて3か年度にわたり尖施 した｡

なお､各地点の調充糊l;i】は次のとおりである｡

平成】5年11月15日 へ 平成16年 3月25日 (A地点)

平成】6年 1月 7日 ～ 平成16年 3月25日 (Ⅰ∋地点)
平lJX16年 7月21日 ～ IFL成16年12月22日 (C地点)
平lJX16年 6月 7日 ～ IFL成17年 2月25日 (Dl地点)
平成】7年 6月13日 ～ 平成17年12月20日 (D2地点)

また､都城市追跡詳細分布調査報告智の中では､A地点からD2地点は総 じて雑無迫跡となっているが､

A地点とB～D2地点は谷地形を挟んでその様相に相異が見られた｡そこで､本報告むでは都城TfJ教育委

員会の了東を得て､^地点を^区､B～D2地点をD区として報告する｡

なお､年次ごとの関査地点の区分については10Tiの節3B:】を参EKlされたい0

3 本むで使用した位JbL図および地形図はそれぞれ次の地図を基に作成した｡

周辺追跡位'B図 - 国土地理院発行の2万5千分の 1図 F都城』･『山王原』

J司辺地形図 - 都城土木祁務所作成の5百分の1図

4 現地における追捕等の実測図の作成は､A区を川中光､韮留康宏が､l∋区を福tn泰Bk､丹俊詞､柳Lu裕

三､古屋失樹､JL宗田裕一､El市俊子が担当し､甲斐iii充がこれを補助した｡

5 空中写LT槻影および自然科学分qrは次の業者に委託した｡

･空中写丈舶膨 ㈲スカイサー-イ九m .自然科学分qr ㈱古環境研究所

6 造物 ･図面の整月旦作業は垣崎iF.と埋蔵文化財センタ-で行い､図面作成､迫物実測および トレースを福Eq､

丹､桝田が鮭理作某月の補助を得て行った｡

7 本むの軌範は､純文時代を柳肘､弥生時代を丹､古代から近世を福凹が担当し､編兆は編凹が行ったO

また､使用 した写呈j･については､^区の現地における追納等の写共は附小 ･並iiIが､l∋区については福田､

丹､桝田､古屋､El絹､LP田が撮影 した｡

なお､迫物写臼については福田 ･伽凹が船影 した｡

8 調査に際しては匡;土座標邦IT系 (旧座標系)に畔拠した10mグリッドを設定した｡1調2i-では､その座標

杭にアルファヘッ トと整数で名称を与え､それを益畔として追捕等の固化作業を行った｡また､本恕rPの

座標値についても国土座標窮Il系をそのまま使用 した｡

9 本軒で使用した方位は座標北 『CN』が主であるが､磁北を用いた場合には匡仲 に FMN』 と明記 し

区別した｡

なお､笹無追跡が位'Eする宮崎少.も都城市今町付近の磁針方位は西偏約5020′､レ-ル(L)衣示には海抜

絶対高を使用 した｡

LO 迫物観察衣中の土丑護等の色調および土層注記内の土色の衣記は､農林水産'rl13%林水証技術会富糾 i務Jこ)な

らびに財団故人El本色彩研究所監修の ｢新版 標畔土色帖｣に畔拠した｡

日 本群で使用したi改構略記勺は以下のとお りである.

SA 竪穴住居跡 SB 槻立柱支出物跡 SC 土坑 SD 土坑茄

SE 紙状追納 SG 道状追捕 SL 周紙状迫偶 SM JmlVE益

L2 書写易陶磁の分類は､｢大宰府粂坊跡XV 陶磁詐分類編｣(太宰府市教育委良会 2000)に準拠した.

13 恭無E追跡^区 ･ち区に関する迫物および実測図琴は宮崎LF.も埋蔵文化財センターに保管 しているo
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区 】ilJ･2号i段状退純理土堆棚状況 (近世､D 】地点)
区 】ぢ土坑完触状況 (近Lu-､D l 地 乾)
区2-弓土坑完伽状況 (近L:D. 【))地氏t)

区3号 ･4号土坑先槻状況 (近世､D l地点､手前 4号､奥 3号)
区3号土坑床LE)検出状況 (近世､D l地点)
区3号土坑床面検出状況 (近臥 D l地点
区5号土坑茶臼山土状況 (近世､D l地点)
区8ぢ土坑白色粘土充llli状況 (近Lu-.D )池 魚)

区縄文土黙 】知～4知
区鈍文士2f>L5頼
区純文士耶 6勅
区純文士淋7戴1-9軌

区鈍文士AL4頼 ･6類 10類
区石鎖 .スクレイパー 剥片

区石斧 ･石錘 ･i駁石･庶石

区SCl出土遺物
区縄文土が 】軌-3知
区純文士群3類～6教
区純文士黙5獲i(底部)
区縄文土着詰7知～L2知

区純文士耶 5敷 19勅 ･12剃
区石錐 ･石越 スクレイバー 横形石器
区スクレイパ一 ･剥片 ･石核

区打魁石斧 ･脈動石斧
区砥石 ･腰石
区LL<石 ･石ml

A区 ljl土坑韮出土退物 (‡宛)
A区 1il道状退捕出土過物 (63.i.I;台付椀),包含Wl出土迫物 1(mL.柿)
A区包含斤引tl土遺物 2 (pI"i台付牧 E.fi色土器)

区包含層出土遺物 3 (rj台付椀 ･jIと色土詐 ･過11_5土器)
区包含wt.LtI士道物4 (土師謹話 鉢 ･頚)
区包含柄ILtI士道物 5 (土師ボ 鉢 ･紫)

区包含解出土遺物6 (架恵舶 ･越州然系青磁)
区包含屑ILtl士迫物 7 (gl恋着詰 6,.5台付碗 坪 ･蓋)
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区包含固出土遺物 2 (弥生土器
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区包含FlItl土迫物6 (弥生土誰 旺部)
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第 Ⅰ章 はじめに

第 1節 調査に至る経綻

都城土木部務所では､主要地方道都城二束環状線 (総延良195kln)の史脈を中核とする地域迎お宅推進道

路整備不菜を計画 した｡同郡英は､都城市街地中心部の渋滞緩和､交通拠点への連絡強化及び物流の効

率化を図るものであり､竣工後は地域高規格退路として計画されている都城志布志道路の一部に組み込

まれ､中核国際港湾である志布志継と九州縦rf自1軌範道都城 】Cを直組する｡

平成12年 9月12日付けでLF.lt文化耽 (現､｢文化財課｣)に都市計画誹良より都市計画道路変史の協講が

あった｡それを受けてLLl文化牧は､平成12年10月6日付けで予定地内に8純所の周知の埋蔵文化財包蔵

地が所在することを回答 した｡以後､その回答に基づき埋威文化財の保健と開発計画について継続的に

協孫 した結氷､現状保存が困難な追跡については発掘調査を行い記録保存の拭班をとることになった｡

今LgJ報告する姉無追跡は､主要地方道都城東環状線の今町工区内に所在する周知の追跡であり､県文

化冨梨が実施 した確認調査 (平成15年 4月14日～16El 平成15年11月11El～14El)の結米､古代末から中

世初頭を中心に､純文時代､弥生時代､近世の追捕 ･造物が確認された｡

なお､鮮無追跡の本調査は都城土木坤二務所長の依頼日こより､=坤二計画等を勘案しながら平成15年11月

から同17年12月の3か年度にわたり宮崎Lt.ll埋頗文化財センターが主体となり実施 した｡

第2節 調査の組織

範無追跡の朋証紙縦は以下のとおりである｡

宮崎少.3=埋蔵文化財センター

平成15年度

発僻調査 A区 (̂ 地点)IB区 (B地最)

所 長

副所長姫総務耽長

副所長雑‡調査第コ況良

総務釈主幹雑総務係長

調査第二裸調査前三保長

閑査窮二課調査講三係主査 (B地点調査担当)

調査節二言況調査第二係主査 (A地尉調査Jlj当)

調充邦二7況調査il (嘱託)

調奔第二7況調査il (嘱託)

平Iik16年度

発掘.湘充 13区 (C地点､D l地点)
老母作業 A区 (̂地点)･J3区 (B 地点)

所 長

副所長姫総務耽長

副所長雅調査節二言粗品

総務釈主幹雑総務係長

調充邦二7況調変節三保長

閑査窮二課関査講三係主査 (D l地点調査担当)

調査窮二課調査講三係圭司i(C地点調査担当)

調充邦二7況調変節三保主都 (D l地点調奔担当)

調奔第二7況調査il (嘱託)

調査窮二課調査il (嘱育毛)

- 1-

米 艮 弘 康

大 歯 和 博

岩 永 哲 夫
石 川 恵 史

･u 付 和 樹

福 田 藤 娘

ti] 中 光

Tl■ h-; りT <.二

古 屋 美 樹

蛋 Lな .I) -

大 歯 和 博

岩 永 哲 夫
石 川 恕 史

･Ei 付 和 櫛

hl. Ll_ ミ･ LJu

丹 俊 御

伽 田 裕 三

Ilri EIl # -

日 石1 俊 子



平成17年度

発槻調査 13区 (D2地点)

整理作菜 A区 (A地点) B区 (B地点､C地点､Dl地点)

Till L

副所長姫‡調査節二課長

総務改良

総務釈主幹雑総務係長
調査第二課調査芽5‥係位

調査窮二言況調査鞘三係主査 (D2地点調査担当)

調交流二課調査窮三保主都 (D2他長調禿担当)

1
夫

戦
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範
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詞
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俊

園
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t=Jj
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宮

石
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平成】8年度

整理作諸芸 A区 (A地点) B区 (B地点､C地点､Dl地点､D2地点)

報告日作成

Till L

i-l.[所L

副所長雑1調奈第二牧丘
総務改良

総務瓢主幹 (総務担当リ-ダー)

調査窮二課主幹 (調査第三担当リ-ダー)

調充邦二7況調変節三松当主詐 (報告む担当)

調禿第二謙調査前三松当主頚:(報告耶担当)

朗読第二課調査第三担当主lli:(報告里芋担当)

勉

郎

夫

堺

信

範

曲

網

三

倍

哲

正
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寮

俊

裕

野
藤

永
越

山

口
田

川

約
加
岩
宮

市

谷
福
丹
伽

平成19年度

整理作英 A区 (̂地点)IE3区 (B地点､C地点､Dl地点､D2地点)

報告む作成

所 長

副所長

総務瓢長

総務瓢主幹 (総務担当リ-ダー)

調充邦二牧丘
調査前二裸 副主幹 (調査窮三担当リーダー､報告む担当)

調査窮二課関査講三担当主事 (報告む担当)

調査節二課調査第三担当主都 (報告む担当)

勉

郎

尊

信

排

他
詞

三

倍

正
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俊

裕

野
藤
越

山
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1FZ
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宮崎97と教育庁

都築調整担当 (平成15年度～19年度)

文化財秋 埋蔵文化財P_当主査 飯 田 博 之

調査協力 (平成18･19年度､自然科学分析)

宮崎LL詫総合戯非試験場 生物窮境部 本 山 宏

同上

調査指導 (平成18年度､迫物関係)

包崎産薬経′肖大学 柑教授

金沢大学埋蔵文化財調査センター

構 辺 災

柴 Li] 伸 子

山 本 信 夫



第 Ⅱ章 筆無遺跡の調査

第 1節 追跡の位道と環境

都城TTTは宮崎LF.llの硝西部の都城故地に位'EL､詣掠町 ･野尻町 ･宮崎frJ･三股町 ･日柄Tけ･LtSr即rJの

3市3町に隣接する｡昨今の市P7川†合併により平成L8年度に 1市4町が合併し県内般大の面横を締る新

しい都城市となった｡市内を北流する大淀川は､鹿児島LF,も曽於市末吉町にその源を発 し､あまたの支流

を絡めながら隣接する宮崎市をrf流しやがてEl向灘-と注ぐ｡都城祉地は肥沃な大地が広がるLF.t内有数

の.接合地桁であるが､この先観はそれら大小河川のLR恵を受けて育まれてきたものである｡人々は古来

よりその豊かな大地に生薬の場を求め､盆地及びその周辺には各時代を通じて数多くの追跡が存在するo

今回調査の対象となった姉無追跡は､市の中心から南西に約38kql､大淀川に面した低地を西方に望

む標市約155-160mの河岸段丘上に位班する｡追跡の西側に広がる水Ln地桁は大淀川流域に沿って展開

し.治水の歴史をたどりながら豊かな実りをもたらす腿地を確保 している｡この低地には水til追捕を包

蔵する追跡が存在 しており､往時から現在に至るまで迎薪は してJfiE桝の甘みが就いてきたことが考えら

れる｡ したがって､我々が目にする風JJ盲tは､往時の姿を今に写 していると言えよう｡

次に紫黙避跡の地理的環境および追跡の歴史的環境について概述する.

1 地理的環境

都城盆地は東西約25knl､硝北15knLの東西方向に長軸をもつ柿円状を呈している｡北西を務畠山､東か

ら繭にかけて坑塚LIJ系､南北を台地や段丘に囲まれており､比重如勺丘陵や段丘面が希沖である西両方向

のみがわずかにE対けている｡また一般に ｢ソラス｣と呼ばれている姶良カルデラから噴出した大戸火砕

流 (約22000-28000年前)の補機屑がi;i越 していることはよく知られているが､そのほかにも年代指標

となる広域テフラとして桜抽薩摩テフラ (STrS､Pll､約12800年前)､鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah､約

7300年前)､薪崩御池軽石 (Kr-M､約L1600年前)､桜砧文明軽石 (Sz13､P3､AD1471)などの稚機屑も

ELFl脈に確認できる｡

追跡が所在する都城TTT今町は都城故地の南端付近に位pLyEL､大淀川とその支流の栴北川に挟まれた成

層ンラス (二次シラス)台地上にある. この台地のほぼ中火を国道269号が南北に縦rrしており､北か

ら南の方向にかけて緩やかに布くなる標前は､鹿児砧LF.lJjS付近をそのピークとし台地の南側縁辺部とな

るoまた､西側の縁辺部に当たる追跡周辺や鵬北川西1JJ

の台地東側の縁辺部の眼下には2つの川による浸食によ

り発達した河は段丘がみられ､より広い流域面機を有す

る西側の大淀川流域の段丘面の発達が掛我であるo東側

と西側の縁辺和では河川やRJ水による浸食が老しく､そ

の結果として迫状に切れ込んだ地形には台地からの伏流

水を水脈とする水田が展開しており､その近くでは入戸

火砕流椎機物の露亘如 らゝなる塩屋も随所に散見できる｡
大淀川と成層シラスの露頭

2 歴史的環境

本迫糊､では旧石音訓キ代と古lLi時代を除く純文時代後期から近世後半までの迫構 ･造物が断続的ではあ

るが確認されている｡ここでは､それらの時期について周辺の追跡や史跡等をもとに概述する｡
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縄文時代

今回の調兼で確認された追捕 ･迫物は､後期～晩期に相成するものであるが､その大半は晩期である｡

追跡が所在するSWU'1160m前後の台地では､大淀川や梅北川流域に広がる低地を見下ろす縁辺部を中心

に後期～晩期の逝跡が地中する傾向が邪て取れる｡雅無追跡を挟んで台地東側を北流する梅北川流域に

ある玉堤土追跡 (大岩EEl町)からは､晩期終末の突粥文士F.Bや丹塗磨研の壷などが出土している｡中でも

特範すべき点として､晩期の包含屑LPから出土した土F.?片に籾圧痕や米粒が認められ､擦 り切り技法に

より穿孔を施した石庖丁も同時に出土したことが挙げられる｡昨今､同市南横市町の坂元^追跡で晩期

終末の水Lu跡が検出され当地域における稲作の初現を晩期終末に求め柑ることが定説化 したが､これら
エこ3,rlる

の郡実確認は稲作の伝橋を考える上で大きな画期となった｡また､戦士追跡の繭約 1kTuの横尾原遺跡

(大岩田町)では､宮崎市群島の松添貝塚から出土したやや幅広の突柿を口練部に有する松添式土音詩を

埋土中に伴う晩期前半の円形竪穴住居跡 l軒と土坑4基を検出 している｡そのほかにも､近隣では大岩

tu村ノ前追跡､大岩uj上村追跡 (以上､大岩Li]町)､油L11追跡 (五十町)などで後)g)～晩期の迫構 ･迫

物が縫取されている｡

なお､昭和37年 (Ⅰ962)に大岩Eq町で行われた道路拡幅工郡の際に､後に r五+市式土離｣の名で呼

ばれるようになる新来全面に純文を施 した早期の円筒土群が出土 した地点が､大岩凹｣-村追跡にほど近

い国道269号沿いであることも付け加えておきたい｡

弥生時代

この時代の追跡分布状況も純文時代と比 して大きな益苑はなく､これまでの関査報告では台地の縁辺

部付近を中心に屈側 しているものと考えられる｡ しかし､今田J地区周辺の弥生時代の追跡については縁

辺部付近に調速がJJiLPしていることもあって､それをもって当地域-補における弥生時代北港の分布傾

向まで言及することはできない｡これまでのTM奈不例としては､大岩附村ノ前追跡や坂ノ下避跡 (今町)

が挙げられる｡昭和63年に都城TrJ教育委員会により嗣充が英施された大岩EEl村ノ前追跡では､円形プラ

ンと考えられる竪穴住居跡 1軒と前期～中期の土砦語群が確認されているOこれらの弥生土着護は､それま

で扮料的評.棚が乏 しかった前期～中期の地域的様相を解明する上で好材料を起伏することになった｡ま

た､坂ノ下追跡では､不整形な弱い間仕切 りをもつ竪穴住居跡 1軒と前期～後期の土指が出土している｡

これらの中には､瀬戸内系の凹線文土器や鹿児鵜県大隅地方から流入もしくは影響を受けたと考えられ

る鋸歯状の幾何学的文様を布する蓋主などがあり､その存在は地域的交流を物語るo

古代 ･中世

古代における律令制度の下､都城市域は諦LE.主脚=こ属 していたことが ｢和名抄｣等の記録に見える｡ま

た､延宮式の兵部省許国駅伝鴨灸には､｢抽沖駅 駅L.i-;五疋｣と見え､古代駅側においても姿衝であっ

たことがうかがえるOこの島津駅の比定地は現在のところ同市郡元町付近がイ】力となっているが､正細

な位置については未だ特定されていない｡その後､万架年間 (1024-28)には､大事府大監平季基がこ

U)曲沖U)恕主荒地を開発し､大事大式であった藤掠惟鞍を通じて宇治関白蒙の顔;U.ミ蛸適に寄進している｡

これが由雄洋成立の契機となり､畑/̂8年 (lL97)の ｢日向国図Lil帳写｣段階では､一円荘2,020町､

寄耶1,817町､薩摩 ･大隅を合わせると8,560町余りに超する国内]註大の托同規模-と成長していく｡同

区】凹帳には､鎌倉茄府からEl向 ･大隅 薩摩の地頭職を補任された島津 (惟宗)忠久の銘が記轍されて

おり､南九州における勢力地盤を話尖に固めていった姿がうかがえる｡
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この平安から亀美食荊淵=成立前後の時期は､都城TfT域でも調頚･祁例が増え資料的諮偶がかなり進んでき

た時期の一つである｡大鵜白田追跡 (金田町)は9世紀後半からLO世紀前半の在地有力者の居館跡であ

り､平成14年 3月に国の史跡指定を受け整備‖こ向けた動きが現在も継続されている｡紳令体制が変容 し､
- ､′ こ1r･

地方において ｢石森非｣と呼ばれた在他勢力が台軸する時期に当たり､この地域において頒越した経済

力を有 した支配層の姿を垣Fij】見ることができる｡また､この大槌出田追跡の北東約2.5kmに所在する並

木添追跡 (高木町)では､爾来区内をほぼ直線的に延びる約420mの退路状追捕や石鉾 (丸鞠)等も確

惣されている.同追跡から南南西約3km前後には仏経駅
Elヤノ■1

跡の比定地とされるi.li元町 ･早水町があり､迫偶の主軸

等も勘案して古代官追跡との見方もあるokb津忠久の居

館跡である ｢祝吉御所跡｣の比定地も大淀川支流沖水川

左JPのこの祝吉町 ･早水町に隣接するi.li元町にあるoこ

のほかにも､大淀川支流の横市川流域にあるノLi=,渡追跡

(袈U.ミ町)では平安時代の居宅跡が確8,,'J,されており､石

跨 (丸林)･越JJN享黙系廿磁 ･灰軸陶雛 ･緑軸陶経などが

出土している｡

祝言御所跡比定地の石碑

一方､市域南部に当たる範舛追跡周辺の大淀川及びその支流の梅北川流域に目を転 じるとLr,円上忠久に

))llえて平卒去§関連の史跡や追跡が分布 しているOこの分布域は､同じく大淀川流域である鹿児島LF持田於

市末吉町にも広がっており平安から鎌倉にかけての石塔類が数多く伐っている｡
JfL-)

平季益関連では､梅北町大字溢壬rlにある居館跡の伝承地がまず挙げられる｡卒去は万難3年 (1026)

頃に当地に下向し､この益frに居を定め三傑院を領有し

たがその娘姉であった伴雑臼に同院を諏与したとされる.

その後､姫ilのj'EIが肝付氏 ･萩掠氏 ･安楽氏 ･鵜北氏 ･

和親氏を称 した.現在､居館跡の伝承地付近には ｢偶発

燭場｣などの呼び名が残っているがその全容は詳らかで

ない｡また､季益の益との伝承がある五･輸塔がffJf北町の

西隣の安久町正応寺や兼吉町南之郷橋野にある.このう

ち安久耶一正応寺に成る2益の五輪塔は､当地で r屋形石｣

と呼ばれている.その形態から鎌倉時代兼から笠町時代

のものであり季基の墓というより当地における在地も臼主

屑に関連した供壌塔と見るべきである｡ しかしながら､

後世に至っても地域信仰の中に季基が生き続けているこ

とはこの地域との深い結びつきを感 じさせるOこのほか

に､払EI!(惟荒)忠久が祝吉御所造営前に､こu)地に居

を構えた跡とされる ｢堀之内御所跡Jの比定地や卒基が

島津粥一総鎮守として軌E指した神柱宮跡 (現在は小松;閃町

に遷座)なども現存する｡

このように平季迎関連の史跡等は､安/̂町 ･梅北田】付
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丘を中心に数多く散見され.島柑駅の比定他とされる郡元田)･祝吉F)･早水町付近では希沖である｡こ

の地域にその多くが地中することは､仏経荘開発の総を担った卒去⊆が拠点とした地を詳論ずる際に注目す

べきホ尖であり､忠久を和し､とした島津氏の動向として地域的二極化の傾向が石て散れる｡王l乙率基によ

る島神技立券当初の拠点をH.水川左)-1l'の郡元地区周辺ではなく､この他域に求めようとする見jJ-もこの

ような歴史的-I'_f荒によるものである｡

鎌倉時代､続く室町時代になると先述の伴氏一族や藤原姓笛LIJ氏などを始めとする詑氏の所職場得及

び権力地盤の確保への動きが活発化 してくる｡旧来の庄官系在地領主屑は弁済任等の所職に瀬馴壬される

なか､それぞれの本領を守るべく氏族問での対立と和合の流れが複雑化していくoその動きは畑武年FF;1

から南北朝内乱期にかけて特に較老となり､市域各地に城郭を構えての争乱も頻矧 こ起こってくる｡追

跡I7il辺には平季基の居館跡にほど近い仙北町城下にある粘北城跡や周退10flと269号が分岐する大岩田

交差点近くの大治Pl城跡などが戦国期まで存続 した城跡としてよ(知られているo

梅北城跡は平季基が築城 したとの伝碑も放るが､現存

する迫梢を観照する限り職国末の庄内合繊の際に改修さ

れた姿と考えるのが妥当であり､大規模な空#.の存在は

臨戦状態下の緊張を感 じさせる｡城跡は土星の一部が破

壊され､その周囲を巡っていた空堀が埋められたことで

旧状を部分的に失っているものの､紙張 り的には十分'diT

元が可能な状態にあるO この城跡については雄武 3年

(1336)の日下部感連累忠状に r肝付八郎57軽韮以下凶徒

等､ (中略) ､次五月四日自HJl北城凶徒打出之間､

(以下略)｣との記轍が見える.この時期､肝付雑重は南

制方に屈しており､北制カの日向国守迎id山直鎖や薩摩 ･

大隅守富農の鵜稚貝久との関で幾度か対立が生じているO

また､大岩EEl城跡は､大淀川と梅北川の合流点にほど近

い台地縁辺に築かれた城であり､古くは ｢大和田城｣と

も呼ばれ暦応年間 (】338-13Lll)の文空手に度々城名の記

微がある｡現在は主たる曲輪跡は畑地となっているが､

幅約】Omの空堀跡や ｢弓城｣と呼ばれるLul輪跡が現存し
大岩田城跡

ている｡梅北城､大岩Lu城の両城は､交通 ･物流の要衝であった当地域の姿となる存在であり､戦国期

に至るまで王Ji:あるごとに拠点的侶格と機能を与えられ続けた｡
EJんごう

その後､16世紀中頃に北郷氏が庄内-神をqT)え､AL臣政権の影響下にありながらも近世都城領へとつ

ながる新 しい領地継滋の姿が只現化していくに至り､これら各所に設けられた中世の城郭はその役割を

終えることになる｡

近世

茄滞体肘は咽 立すると､都城市域は鹿児島洋の外城の一つとして北郷氏の鎖するところとなる｡元和

元年 (1615)の一国-城令以降は拠点としていた都之城を廃 し､天神LLJ(現在の軍神LIJ､旭丘 神村が鎮

座｡姫城町)から市役所-肺の敷地に政庁を構え政務の中心とした｡その後､北郷氏は寛文3年 (1663)
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に島沖宗家から姓をkbtl!姓に枚するよう命ぜられ､都城島柑氏として領地経営に当たる｡その周辺には

町屋が形成され現在の都城市街の益礎が形作られていった｡一方､範無追跡が所在する今町周辺は､江

戸39日二は五十町分村に属し､中世以来交通の輩/dilで在り続ける｡県境にほど近い今町のイ1塁地区には一

里塚としては九州で唯一国の指定史跡 (昭 和10年】2月24日指定)である ｢今町一里塚｣が今なお現存す

る｡訴府巡見任の過程にも当たり､飲肥帯との御坊である三股町専任に殻でBIされた日州等柱番所 (l調所)

跡などと並んで交易の要衝であった｡また､一男-塚にほど近いrP今町地区には都城市指定文化財である

郷士頭軸格の家柄であった楠見家の正門と土成が妓されており江戸中期の郷士格の屋敷偶えの一端がう

かがえる.この僻見家がある国道269号沿いの中今町地区一桁には上今町 ･下今町地区には見られない

短冊状の地割りが語玖められ､郷士級の屋敷が軒を連ねていたものと考えられる.

日州寺柱番所跡
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筆無遺跡 2 諸麦遺跡 3 都之城跡 4 瀬戸ノ上遺跡

大岩日城跡 6 油田遺跡 7 大岩田村ノ前遺跡 8 黒土遺跡

大岩田上村it跡 10 坂ノ下遺跡 11 鴇尾遺跡 12 今町一里塚

第 1図 輩無遺跡および周辺遺跡位置図 (S=1/25000)
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第 2図 周辺地形図 (S=1/2000)
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第2節 調査の経過

平成15年度にjtYt手 した笹無追跡の調兼は､工祁計画等を勘案 して鯛悲対故範BflをA-D2の5地点に

分割して3か年度にわたって実施 した.(調査時の地点区分についてはPLOの第3図参照)

1 平成 15年度の調査

(1) A区

部桝湖東の枯淡をもとにL5世紀未に降下 した桜島文明軽石 (STT3)の一次確稽屑が部分的に残るレ-

ルまでの裁土及び耕作土を韮機により除去 し､それより下位を人力により捕査する方rJ,･lで作業を進めた｡

生産迫梢 (由跡)の検出からliYF手し､披存状態には耕作等の野田で差邦があるものので調査区の広い範囲

で畝状迫梢を確認 した｡同道椛の固化終了後､調査はその下屑のE.払色土 (箭lLI屑)～凝鵜御池軽石の漸

移眉 (邦IV層)までの掘り下げ作業に移行 し､縄文時代後期 ･晩期から中世の珊丑を行った｡その結架､

迫純としてLO世紀代の土坑墓や道状迫偶を､迫物としては包含屑中から､細文土器､弥生土器､古代の

土師器 ･須恵器などを擁隠 した｡

その後､三信機により務島御地軽石屑の漸移眉までを除去し､iな偶の検出作菜を行ったが同府のレベル

では旧地形は瀬西方向に走る谷地形となっていたことが糾明し､樹機等を含む複数のピットを検出した

ものの性格が明確な迫鱗は兄い出せなかった.

瓜後に諜点,御池軽石屑より下層の文化J巨=こついてその存在の有難を確雷払したが､迫桐･迫物を包牒す

る屑は確認できず､文化屑は存在 しないものと判断した｡平成15年11月10Elに始まった関査は､この作

英をもって平成16年 3月26Elにそのすべてを終了した｡

【A区 調査日誌抄】

rl】51日5 1に機による世乱屑除去作茄l糊始｡(日2】終了)

1121 畝状避偶の関盃に耕す｡(1216に避偶平面及び断面の固化作男まで終了)

L2】0 畝状迫偶の空中写夷扮軌

L2】9 桜島文侭石下Ff(]][屑)の洞炎に射手し､古代の土耶非 才1恕誰､弥生土許を確隠｡

L120 畝状退場の調光に才F手｡(ユ216に退場平LEi及び斬LE)の固化作菜まで終了)

L2】0 畝状迫偶の空中写夷扮軌

L2)9 桜占古文軽石下層 (1】l屑)の胴衣に新手し､古代の土師器･glA恕器 弥生土許を催払

H]6 日3 L号土坑を調札 土坑内から完形の3.5台付椀 (土師謹話)那.Lll土｡土坑基と琶冬瓜

123 無血御池軽石上面で地形図を作成O

2 9 J3地点北tfPJ(13区)に穀粒するココlりfl退路敷設範囲の調査を^区と並行して解手｡(326終了)

212 1開放区粥端部で倹L出した7洗状迫縞の1渦ノ鑑に怒手｡駿化tLiiを砲隠し､iEi状遺構とR.u i;｡

3 3 務占b御地軽石上面の遺構分布状況及び工I拝用退路敷設範児の空r7]写Lr船影｡

326 湘東都耕所等すべてを徴収し瀦査終了｡

(21 日区 (B地岳)

畑地として利用されていた調査対教範朋は起伏の少ない平坦な地形を呈していた｡調査は駅伽調査で

錦吾払されていた由跡を細3,'cJ.する作菜から祥t'手し､桜島文明軽石が混在する屑の上面までを韮機により除

去したOそu)結果､不明瞭な畝状V)退偶を検出したが､包含する遺物や壁TlliV)土層堆欄状況U)観察から

近現代の耕作によるものであることが判明 し､桜曲文明軽石の混在するレベルまでを完全に除去 し､第

IIJ屑 (打を色土)から人力により車I7査していく方向で関査を進めた｡

茄III屑の柿査を開始 して程なく調査区内の北東隅が緑やかな谷地形であること､また中央部付近では

発島御池軽石まで削三拝を受け本来の地形が消失していることが明らかとなった.節IIl屑の屈原は平均し
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て約40cm前後であるが､9世紀後半から12世紀前半の時期幅をもつ土師器､須恵器､緑軸陶臥 中国産

貿易陶磁 (白磁､やJ'磁)などが面槽に比して数多く出土した｡また､それらに混在する状況で拙文時代

晩期のfI7製磨研土器や弥生時代中1g目安半から後Iglの境なども数は少ないながら出土した｡

造物包含屑の伽 り下げが進み､薮崩御池軽石屑 (窮V屑)の漸移屑 (窮IV眉)に近づくと土が僅かに

式色味を手等芋び､追捕が確詑できるようになった｡その結氷､複数のビット､士坑のほかにflY>状追捕や中

世の周flYi去芸などを検出するに至った｡なかでも､調教区の丈のIRで検出した直径80cn前後のピットの配

列が､方形プランを呈する特輿な錘物である槻立柱娃物跡 (SDI)の一部であることが判明したことは､

追跡の性格を考える上からも大きな転機であったoその後､S131に附馳するような位t辻FA係で3問×5

間規模の給仕の触立佳細物跡 (sB2)や出入口に相当すると考えられる階段状の搬り賎 しが確認された

構状迫梢 (SE4)などが次々と検出された｡

調査は､それらの追捕の記録保存終了後､次年度に予定されている東 (D】地点)と宵 (C地虐)の調

査範囲の確罷告等も終え､^区と同日の平成16年 3月26日に終了 したo

【B区-B地点 調査日誌抄】

H】6I7 血機による袈土除去作業脚的｡ (19終了)

1】5 荊】11倍の絹充に解17-｡200月強の古代を中心にした退物を確認する｡

122 斬礼時の先瀧が一3℃｡除満作菜がEl牡となりそうな予感α

123 湘禿区を横断する浦状逝隅 (SE2)を横地｡古代の遣物 (10C代)が埋土中に混在｡

128 白磁が減少傾向に転じ､越州窺系軒磁や､緑軸などが出土し始め､古代の様相を呈してくる｡

2 4 銅盤区の北東隅で中世の周構茄 (SM3)を検LLtt｡

2】3 ビyトの検出を進める中､触立柾畑物跡を構成する柾穴の並びが見え始める｡

3 4 空中写苅擬を爽施.

318 次年度調衣のために座標杭を&'L払

326 関東祈祷所等すべてを撤収し訓禿終了｡

2 平成 16年度の調査

(1JB区 (C地岳)

B地点の西側に広がるA区と対峠する調禿区である｡調査区内には桜h-J文明軽石屑 (第日屑)は部分

的にしか妓存しておらず､昨年度の確詑朋輩でも追納が確認されていないことから邦】Tt屑上面まで丑機

により除去し､その後人力による振り下げに移行 したoまた､^区に向かって張り出した西北部は削平

を受けており､穀⊥直下は瀬島御池軽石屑 (節V屑)であ-)た｡

13地点に隣接する付近は践い窪状の地形を呈し舶り下げに時間を要したが､第1Tl屑の,El主色土からなる

そのU.土中からは､周囲から流れ込んだと考えられる背位や白磁といった貿易陶磁鞍などが細片を含め

て3000点弱楳度出土 した｡迫純としては､ B地点から続く梢状迫構 (SE2､S別)のほか､古代未から

中世初頭の周 構茄､椛状避柄などをその周 りの比較的傾斜が緩やかとなる両で検出したo

A区に向かって張 り出す削平を受けていた酉1粕部の低丘陵上で､土坑やピットを検出したが､伽立柱

組物跡などは碓吾邑できず､大半は退横として認定できないもV)であったO遁物もほとんど確認できなかっ

たが､経状の地形の方向に向かって傾斜する斜面で検出した土坑埋土中からは､純文時代晩)glの土着細く

出土した｡

その後 トレンチを雪lBXL定し､さらに下層の鬼界アカホヤ火山灰の堆棚眉前後で純文時代の文化眉の和光

を確認 したが抜期の出物等を包含する屑は確認できず平成16年】2月22日をもって調充を終了した｡
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【B区-C地点 調査日誌抄】

H)6 72L ITl機による衣土除去作菜阻始｡(723終了)
726 チェ-ンソ-による切り株除去作業r卵白｡g)株内にスズメバチの狼を発見†現船内等轟然lI
8】2 周購状過納を検札
9 9 関東区34itfPJの避物炎中範LBが弱い孜状の地形を3iiL始める｡

927 A地点に向かって頻り出す酉端部の低丘陵上で弥生土許が数多く出土｡
LO l 空中写弟船影を実施｡
LO 6 対仏文時代の土坑を検出｡逆目邦内に晩期の土AL片2個体/I)程度を確駿｡
Ll】2 1洞炎区の北西端部で周構弘を検札
L2】4 空中写訪船影を実施する｡
L2)5 トレンチを設定し鬼淋アカホヤ火山灰の堆棚層前縁で縄文時代の文化屑確琵別乍菜l糊始｡

L222 トレンチ等の埋め戻しをi己TL調禿終了｡

(2) B区 (D l地点)

Dl地点は､調査部務所設荘LZib所や頼両進入経路の確保上の関越から､-度に全面を調空i-することが

取席であったため､調糞区を繭 (約2700rrF)と北 (2600rrF)に分割し排土を反転する力法で嗣充を英施

した｡調兼は先に話手した繭側半分を6-10月､その後プレ-プ等の移設完了後に残 り北側半分と排土

'Bき場としていた北端部分約300】Tfを10月～ 2月に実施 した.

調査は桜砧文明軽石層の堆機が部分的かつ不安定な状況であった第IIJ屑上面近くまで韮機により淑土

を除去し､これまでの調禿 した地点同様にその後を人力による臓り下げ作業としたo

Dl地点は般近まで畑地として利用されていたため耕作の影響をかなり受け､調査区北側はかなり悦

乱が激しかった｡また､レ-ル的に優越する南側丘陵から派生する弱い尾根状地形の項部付近では､古

代から近世までの包含屑が繭NLIIほど削平を強く受け消失していた｡

平Iim5年度に調査を行ったB地点から延びる捕状主な柄の検出及び包含眉の頼り下げ過程で､古代末か

ら中世前半の迫柵 ･迫物が､馴SFを受けた尾根状地形を境とする2ぢ構状迫偶に囲まれた南西方向に広

がる緩斜面及び13地点へ続く平坦面で広がりを見せた｡ただ､Dl地点でも1基検出された中世の周梢

益の位'bLは､この尾根状地形を越えた東側の迫桐がほとんど検出されなかった室包囲であり､益城として

の意職が働いていたと考えられる｡そのほかにも､弥生時代と近世の追捕分布に時代的な地形利用の相

邦が明らかになるとともに､弥生時代の型穴住居跡の残存状況から､二の足板状地形がレ-ル的にそれ

ほど突出せず緩やかに広がっていたことも想定できた｡

調査は崩後の作業となった弥生時代の竪穴住居跡の記録及び地形図作成が終了後､期曲御池軽石眉よ

り下層の文化屑について､任忘の長さで トレンチを設定 し確TiUL.ylを行った｡ しかし､純文時代早期の屈位

まで触り下げたが､迫偶 ･迫物はともに摘三認されず文化眉は存在 しなかった｡

調査はこの確認作業を最後に平成17年 2月25日をもって終了 したo

【B区-Dl地点 調査日誌抄】

H】6 6 7 瓜機による袈土除去作菜F料始o(614終了)

6]5 榊禿開始｡近LLrの遺物が混入する雌土 (桜P.)文明軽石丁托)をもつピット樺を多数検出｡
623 周純益倹Etl｡後にEP央土坑から即,台付椀がItl土｡
629 近世の竪穴状追捕を4基検出｡床TELから威傑嬢の陶お等が出土｡
76 触り下げが進み11】眉中下位から緑紬陶器や越州熱系軒磁などの古代の退物が出土し始める.
8 9 B地点で確恕されていた構状追捕を合わせて.5条の梢を検出する｡
922 ｣二坑内から完形の白磁 (IV頼).土師UL 刀子が出土｡土坑茄と扱芯o
LO l !閑tE区繭や分の空EP写式舶彩を尖施｡
LO 8 北半分の朋充を完了し､プレ-プ等の移伝に向けた畔偏を進める｡
10】2 調光区北tfLlHこ座標杭を設置｡
111 プレハブ等の移転r7G7｡淑土除去作文を開始｡(日5終了)

Ll】6 弥生時代の竪穴住居跡を3軒検出｡(12)OLg)化終了)
L2】3 洪務発生†潜がはれるまでしばら(待機して作業開始｡
L227 今irLの調査終了.事務所に松飾りを付けq=越しの畔上僻｡
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rl17 15 平成17年の関矧朋台｡

12LL トレンチを設起して土偶の稚機状況と凝鵜御地軽石碓棚樹下の文化屑確隈作菜Fタ舶缶｡

220 調光解凍所等撤去及び機材等搬出｡調光終了｡

2 平成 17年度の調査

(1) B区 (D2地点)

範無追跡の調査対象範Bfl東端に位て4'LL､前年度までの確認調査で谷地形と低湿地の存在が確怒 されて

いた｡調査猶'手時糊が梅雨時であったことから､!勇水琴も考頗 して埋没 している谷地形の本格的な検出

作熟 ま鵬雨明けに冨安定 したo重機による表土除去後､Dt地点に隣接する緩やかな傾斜面の調査から開

始 したが､D2地点はこれまでの地点と違い杉林として利用されていたため､伐採後に残されていた杉

根をチェーンソーにより除去する作業に多大な時間を要 した｡

柿盃の結氷､追捕 ･迫物ともこれまでと比 してかなり少なかったが､白磁片や土師器類､谷地形とほ

ぼrG行する方向へ下る浅い措鉢状のピッ トを伴 う道状迫柵などを称号払することができたO しかし､D1

地点で中世の周純益を検出 した地点に近かったことから､さらなる追捕の広がりを期待 していたが同類

の迫梢の検出には至 らなかった.

7月】5日梅雨明け｡緩やかな傾斜面の偶充に一応の区切りがつき､同20日から本格的な谷地形の検出

作菜に新手する｡ 当初175､所と考えていた谷地形は､作業が逃むにつれて明らかになってくる南側丘陵

から派生 した地形に相応 して､もう175､所弱い谷地形が存在することが明らかになったO加えて､低湿

地を形成するrg3水点も確認され､水中ポンプによる排水作英を並行 して行いながらの開発となった｡谷

地形の検出過程では､県内に甚大な被容をもたらした台風147弓の彩響で顛kb御池軽石混 じりの大i誌の土

砂が流入 し水中ポンプが役に立たなくなるなどの市場も発生 した. しかしながら､最終的には人力で可

能な範囲まで谷地形を復元 し､人為的に廃棄されたと考えられる中世初PTiを中心とするi出物の城中出土

も確認できたo

応後に､鬼界アカホヤ火山灰がお出 していた低湿地近くで純文時代早期の文化屑の話無を確恕する｡

その触媒､雷亥期の文化屑は存在せずさらにその下屈でも追捕 ･迫物ともに確認できなかったことから､

平成】7年12月20日すべての作業を終了 したo

【B区-D2地点調査日誌抄】

rl17 6】3 jE機による封土除去作業F糊始｡(620終了)

621 土留めのため植えられていた杉の根をチェ-ンソ-で除去する作薬に時間を要する｡(627終了)

75 座標杭散世作共0

7 6 淡水と降雨の影響で湘査区内に池が3つ出現 †水中ポ/ブフル稼 働 1

715 梅雨明け｡谷地形の本格的な検出作菜を開始｡

8 3 所水周りの柄頚をl那白｡符状のにじみを確認する｡(後に地粥りの痕跡であることが判明)

8】2 低7¥地内のに流れ込んだ寿占L御池軽石に混任して親!文時代晩期の土器片が出土｡

9 6 台風14号が政弘 残髄が一部水没する｡土砂が大玉とに流入し除去作文に時間を要する｡

921 空■い写共槻点き実施｡

LO)2 血機により､谷地形内の稚棚土を除去｡(】OLLl終了)

LO27 湘査区内北側の谷地形内に白磁等を中心として迫物が躯申して出土する範囲を確駄

目25 トレ/チの壁pdT精査で噴砂曳奴を練乳

L127 湖東区内で庇も傾斜が/..･なrVl水周りの土屑を固化｡平均斜度が約90であった｡(lL29完了)

L2】5 湖水区内の埋めJjfL作姓に射手｡

L220 調査和裁所等すべてを撤収し調光終了｡

-14-



第3節 基本屑序

13区のEL]グリッ ド北壁土層LtE槽状況を邦4図に示 した｡今回の鯛悲対故範B削こおける土層の碓機状

況は､桜島文明軽石 (Sz-3､Al)1170)､務島御地軽石 (Kr-M､約4600年前)､鬼界アカホヤ火山灰

(K-Ah､約7300年前)を3つの郎屑とし､谷地形等の特異な場合を除いて各地点ともて大きな盛典は詑

められない. したがって､邦4図は調詐区内の土層堆稽状況を概ね反映 している｡

邦 丁屑は袈土及び旧耕作土で､平均屑J宇60cm前後である｡節目屑は桜枯文明軽石の1位横屑であるが､

A区 ･B区とも耕作等の影響で残存状況は良好とはいえない｡ただ､谷地形を検出したD 2地点では耕

作等の影響をさほど受けていなかったため平均屑厚 L5cTD前後の一次堆機屑を擁護告できた｡節tJl屑のIlミ色

土は中世から刷は 時代後)g)･晩Jglの文化屑である｡平均屑厚70cm前後であり､屑の中位から下位にかけ

て邦V層のAr曲御地軽石堆棚層及びその上層の漸移層の影響を受けわずかに荊色味を稚びる｡迫物の包

含は上位ほど舵である｡第IV眉は#鵜御池軽石の上層に位'Bする漸移眉である.同屑中で禰隠された迫

物はごくわずかで､クラック等による混入によるものである｡節V屑は湖鵜御池軽石の､一次堆機屑で

ある.同軽石は調査区及びその周辺の露頭の観照においても安定 した堆機状況が綿雪払できる｡平均屑犀

が35C】Ⅵ前後である｡低湿地に沈入 して水LPに稚楢 していた同軽石は灰白色 (Hue7Y2/1)を呈 していた｡

節Vl眉は平均屈原45cm前後の安定 した堆瓜状況を示すill<色土であるが､迫構 ･主な物等は稲ききできなかっ

た｡第Ⅶ屑は鬼非アカホヤ火山灰の上屑に位'Rする漸移屑である.第Ⅷ屑は鬼卯アカホヤ火山灰の一次

堆桜眉である｡眉中下位には火LLJ豆石が明瞭に砕誰できる｡節IX屑は純文時代早期の迫構 ･造物の文化

屑に相当する屈位である｡同府の中位から下位にかけて約7500年前に降下した桜払嫁坂軽石 (Sz-Ym)

に由来する哉招色粒子が確恕できる｡

荊1臓 拘灰色枚乱1-(HueLOYRl/1)

J～七 (J井作土)

荊rr層 Ul灰色軽石 (Huc25Y6/3 Sz-3)
桜Fb文明軽石の-次碓積層｡桝Llの彬骨を受け部分的に頒存｡

前川屑 過物包含眉｡2月削こ細分
llla屑 p-もell-(Hue)OYR2/I)

火IL日長ガラス成分をわずかに含む.RL砂.
Lr]b層 .li色七 (HuclOYR2/L)

晒地色七 (HuclOYR3/3)が荊】V層に近づくにつれ倣軽に
加わする.LL).1月削こ比して火11日斑ガラスJ&J/)を多く含む｡

節JV屑 暗牲〉色⊥ (llu(･LOYFi3/4)
有島御池軽石 (KrM)の細粒30%船艦含む｡淋移眉｡

荊V層 Ul地色軽石 (Hue)OYR5/8 KrM)

芳島御池軽才Tの一次堆耕脳｡屑rrlド位には5-LOⅧ】前後の粒
子が安Jt'して唯榊｡

荊Vr屑 鉄Lf色土 (HuelOYlモ2/I)

火LIJJ叔ガラスIJX分及び弥陀色の微細粒をわずかに含む｡粗砂｡
苅lⅦ層 昨他色上 (Hue75YR3/4)

鬼非アカホヤ火ILJ灰 (KIAh)の淋移屑｡Bal炭層柿1Tの肱文
状のにじみが細説できる｡

邦IJJiiIN炎糊色土 (JluclOYr‡6/8 K-Ah)
鬼界7'カホヤ火山の一次1位横層｡屑中下位に火LJJ豆才丁が軌こ
椎榊｡

荊】x眉 ,IxI.色上 (日uelOYll)7/))

桜曲線坊怪石 (SZーYm)の5EKdTllr後の胡f迂色松子が20%松庶

混在｡火IIJf収ガラス成分を多く含む｡

第4匡】 B区土層堆積状況 (EHgrld北壁､S=1/30)
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①G7gnd(B区)における土層堆積状況

範血道跡の周辺では､広域桁trtテフラである桜丘b文明軽石 (Sz-3､P3､AL)147))､瀕占IJ御池軽石

(Kr-M､約4600年前)､鬼淋アカホヤノく山灰 (K-Ah､約7300年前)が安定して唯棚している｡

③019grld(B区)における土層堆積状況

②は地すべり等が要因で正絹に堆fJ?していた鬼界

アカホヤ火IJJ灰等の碓機屑がブロック状に遜離し､

そのFl;】隙に下層から噴き上がった入戸火砕流稚捕物

が入り込んだ:唯fJ-f状況である｡また､@では噴き上

がった同火砕i#LltE付i物が桜島文明軽石の一次Ltt棚眉

にまで適している｡

いずれも r噴砂現叙｣による土層堆欄状況を示す

②H13gnd(B区)における土層堆積状況 ものであると考えられるo



筆無遺跡 A区



第Ⅲ章 A区の調査

第 1節 経文時代の迫物

本追跡では拙文時代後期前非から突柿文期にかけての出物が出土した｡出物の出土層位は11la～川b屑

であるが､同屑およびその下眉に位位する節IV屑､節V屑 (彩鵜御池軽石 Kr-M)で検出された迫梢

は性格不明のピットが大半であり退物を伴 うものはなく､出土迫物はすべて包含屑LPからのものである｡

なお､整理段階において出土迫物の層位および分布の十分な傾向分析はできなかったため､ここでは

出土迫物を土器 ･石砦護ごとに器機および君詩形等に一定の分放基王位を設けそれに基づき説明を力lJえる｡

縄文土着引こついて

^地区で出土した孤文士箸別こついてこれまで研究されてきた土器編年を基軸に分難作業を行った｡形

態的特徴によりl果鉢形 (第 【推)と按鉢彬 (第u群)に大別 し､文様 ･器形といった個々の属性の分棟

作菜から節 l群を1類～6類に第u群を7類～10類に細別 したO分類された土器群について､以下説明

を行う｡

第 l群 深鉢形土器

深鉢形の形態を呈する土群であるOこれらを文様を中心に分類すると有文 ･無文に大別できる｡和文

土群は凹線文や沈線文を施す土耶群と突神文を施す土群畔とがあり､雅文は揃製と粗割の土器畔に各々

細別できる.rL_q線文や沈線文の士耶群は l軸-3頬､炎てi'(文士郡群は6類､無文士詐群は4類～5類が

それに相当する｡

1類 (第 1図､ 1 ･2)

口綾部に肥Jmi'Iを萌 し､その肥LP:I削こ文様を施文する土器である｡ tは肥LP:1削こ縦位2段の刺炎文を

施し､その下部に横位の凹線を施す｡ 2は肥厚手削こ横位の沈線を施し､その下部に貝殻脱緑刺突文を述

gLして施す.整形のための調整力法は粂痕である｡

2頬 (第 1図､3-5)

口綾部が直立 し凹線文等の文様を施す土器である｡4は胴部片であるが凹線文から3と同類のものと

考えられよう0 5は凹線ではないが､肥J軍神をもたず直立気味の口緑部から2頬に分類 した.口唇部に

は刻みElを施し､ロ緑下部に横位の沈線文を施す｡整形のための術整方法は灸痕後ナデである｡

3頬 (第 1回､6-10)

口綾部が逆 ｢く｣の字状に屈曲し､口緑部に2条から3灸の沈毅を有する土器である｡6は3灸の沈

毅文を横位に施す｡ 7I8は6に比べやや践い2条の沈線を施す｡ 9･10は調整 ･色調 ･胎土等から8

と同-個体と考えられる｡整形のための調整方牡は粂娘か条板後ナデである0

4芙El(第 1E9､日 ･12)

ミガキ調軽の柿劉深鉢形土器である. 11は､口綾部が直立し､頚部がやや窄まり､胴部が張り出す形

態を呈している｡底部は､小径の平底である.野1部外両の浅い横線とは対蝦的に､郡部内面には明瞭な

稜を持つO煤の付qJL範囲は外面が胴部中位付近を除く部分に節状に付新し､内面は逆に胴部中位部分に

煤が付話 し､一部に附 すと考えられる炭化物も付怒 している｡】2は11と同一個体と考えられる｡
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5類 (第2図､13-21)

条板調整の粗製深鉢形土F.Bである｡完形復元できる個体がないため全体のプロポーションを把握する

ことは雌 しいが､やや外反するロ綾部と外側に張り出す胴部を持ち､やや額まる郡部により明瞭な屈曲

を呈するようである｡整形のための調整力法は横力一向の粂痕である｡接合面に粘土叩の痕跡が較掛 こ詑

められる｡

6頬 (第 3･4図_22-32)

条板調整の粗製の深鉢形で突符文を有する土邪である｡ロ緑部膨脹と突粥の施文節所により4櫛に細

分できる｡

･口綾部が外反 し､口縁下鰍 こ突前文を施すもの (22-23･26)

･口緑部が外反 し､口練部と突子持文の境が不明瞭なもの (2Ll～25･27･29)

･口綾部が内湾 し､口綾部下部に突前文を施すもの (28)

･口綾部が内湾 し､口綾部と突桁文の境が不明脱なもの (30)

また､内湾する口綾部形態に接合する胴部片は､31･32のように突神文を屈EIl嫡lに布する器形が想定

される｡32は胴部上位が粂痕調整､下位がナデ調整で､さらに長軸11cm程度の木非の任椴もみられる｡

また､底部は伐存 しないが22の胴部外面中位に節状に煤が兆中して付洋t'している｡内面の煤はわずかで

ある｡

第lほ¥ 浅鉢形土器

深鉢形の土許とは異なり践鉢形の形嘘を呈する土器である｡ ミガキ朋盤の絹製土許と粂痕調整の粗刺

土誰に大別され､士暑語群を文様偶成と形憶により細分する｡

精製浅鉢形土器

7類 (第4図､33)

ロ緑部が比較的短 く､胴部と暫i部に屈曲をもち空行部からロ緑部にかけて外反する.ロ緑部形態は不明

である｡内面には粗いミガキ調整を施す｡

8頬 (第4図､34･35)

口綾部が比較的長 く､胴部が屈曲し､野滑;から口綾部にかけて外反する｡口緑E:.ht部に施文がない34と

端部に膨らみをもち口綾部がやや短い35がある｡

9頬 (第4図､36-38)

口綾部が比較的長 く､野滑;から口綾部にかけて外反 し､さらに口緑端部にかけて立ち上がる036･37

は､口縁端部の立ち上がりに沈線を施す038は､沈線は見られないものの口緑端部に月巴厚桁を有 し､頚

部に焼成後の穿孔を1jする｡

粗製浅鉢形土器

10芙El(第4 5回､39-41)

口綾部が直立 して立ち上がり､Wi部がなくロ縁からそのまま平底の底部-と連続する者達形を呈するO

39の底部は中心部がやや上げ底'fL味になり編布の圧痕が伐る040は全体のポ形は不明であるが､編布の

圧痕から10類に分耕 した｡LHは口綾部に刻El突粁文を施し､胴部の屈曲部から底部にかけて肥厚する傾

向が告邑められる｡39I40は胴部外面上位からロ緑部にかけてI等芋状に煤が付怒する｡ しか し､内面の煤の
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付gJHまわずかである｡

円盤形土製品 (第5図.42)

器としての機能をもつ粘土製品である土器とは異なり､土器の砕片を二次的に力日工した土器製品 (42)

が 1点のみ出土している.周辺を打ち欠いており位軸 ･短軸ともに約4cm､J誌大幅08cm､並さ137g

である｡

小紙～A区の縄文土器～

細別 した土F.Bを型式学的な編年序列にJJS約して小結としたい｡

探鉢形土器 ,1類 1は電ノ迫式､2類は指宿式､3頼6は三万Li]式､それ以外は中岳 u式､4矧 ま入

佐式､5難は訊き川式､6実削ま無刻目突肪文､浅鉢形土器 ,8類は入佐式､7難 ･9鞍は具ul卜式､10難は

刻El突子羊芋文に相当すると考えられる｡

石器について

純文時代後期から突粁文期に相当すると考えられる石解について､型式学的器種を基軸に分類作菜を

行い､出土した石雛を石器製作から剥片石器と棲塊石経に分類 した｡剥片石雛は石鍛 ･スクレイパ- I

打刺石斧 ･石核 ･剥片等が出土しており､錬塊石部は､磨劉石斧 石錘 ･依石 磨石が出土しているO

以下､鋭明を行 う｡

石i妹 (第6Eg)､43･44)

打敷石妹が2点出土している.いずれも一部を欠航しているが､基部形態は深い凹基で平面正三角形

(43)と楽材剥片の周辺部のみを怖単に盤形した略五lLl形 (LI4)のものがある｡石材は､チャ- ト (LI3)

と腰岳産黙畔石 (44)である｡

スクレイパー (第6図.45)

大きさは石鞍と大差なく絹円形に近い平面形で､縁辺に迎縦する剥離を施 し刀部を形成 している｡石

材はチャー トである｡

剥片 (第6図､46-49)

打面形成を行った後､縦長に剥片剥離 している剥JIpLである｡石材は腰岳産TiJも柏!石 (46･LIβ)･チャー

ト (47)･凝灰岩 (L19)である｡これらの多(は､石鱗等の トウール救作に関連したものと想定されるo

石核 (第 6回､50-51)

石材が流紋岩 (50)とチャー ト(51)で最終形態が小型の形億を呈する石核である｡剥片剥離の方向

も打両転移を行いながら複数方向から剥片を作出している｡

石斧 (第6回､52-55)

石斧は4点出土しており､その内訳は打数石斧が3点､磨劉石斧が 1点である｡石材はホルンフェル

スであるOいずれも欠航晶であり全体の形態は不明瞭である052は自然両を多く鎖し､側線和から細か

い剥離調整を施す｡肩部から刃部にかけて光沢が宅しく､刃部U)撚娘が著しい｡53は欠航が宅しいが､

刃部の操子妓等から52に近い形態のものと想定される.5LIは窄まった基部のみ禎存 し､lJIIJ辺部から細かい

剥離調整を施す｡基部端部に擦痕が覇取されるOこれらはJa終形値に研磨､擦痕が観察される個所が､

柄の法名'部分や摩滅 した刃部にあたることから使用,良と考えられる｡55は断面形や整形方牡から､基部

に向かってやや帝まる磨製石斧と捉えたい｡側辺部を中心に敵fr痕や剥離痕がみえ､搬打痕の著しい功
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第 1図 A区包含層出土遺物実測図1 (縄文土器､S=1/3､炭化物付着状況 S=1/6)
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第2図 A区包含層出土遺物実測図2 (縄文土器､S=1/3)
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第3図 A区包含層出土遺物実測図3 (縄文土器､S=1/3､炭化物付着状況 S=1/6)
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第4図 A区包含層出土遺物実測図4 (縄文土器､S=1/3､炭化物付着状況 S=1/6)
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第5図 A区包含層出土遺物実測図5 (縄文土器.S=1/3.炭化物付着状況 S=1/6)

所は榊の装X.I-個所の可能性があるO

石錘 (第 6Eg)､56)

自然面の長軸方向の端部に切り目をいれる砂岩製の切El石錘である｡ただ､背面の上端は切りElの周

辺に剥離痕がみられる｡切りElを施した後､使用三割こより剥離 したものであろう｡

鼓石 ･磨石 (第7図.57-60)

57-59は砂岩製の敵石､60は凝灰岩製の磨石である｡依石をサイズにより大小の二つに分類する｡57

は親指と人差し指で固定可能な小サイズ､58･59は準大の大サイズである｡いずれも側辺部をラウンド

して畝打している｡

小糸喜～A区の石器～

組成と石材についてまとめ､小結としたい｡石砦護の割合は均一 しているものの､ トr)-/L/類には石斧

ス､磁石 ･磨石には砂岩といったJ'7i】辺で雑考‡i可能な石材に偏りがみられる｡その他､チャー トの出土古土

が目立ち､石塔等の トクール轍から剥片 ･砕片 ･石核が存在が確認できるため､周辺で石砦語数作から一

部においては使用までの工程が窺える.流紋岩については､石核 1点のみと少なく対応する トウールが

見られない｡腰岳産FIを唯石は､石核が確認できないが､縦位剥片を剥離した後､石蝶を製作するまでの

作菜=篠が想定されるO



⊂:⊃
第6図 A区包含層出土遺物実測図6 (石器.S=1/2)
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第7園 A区包含層出土遺物実測図7 (石器､S=1/2)

第8図 A区石器組成 第g図 A区使用石材組成
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第 l表 A区縄文土器観察表

第2表 A区石器吉十測表

[.t▲- 2EIl lP .･- ..･1■･･L･- ･･･ .L･･L

第3表 A区器種別使用石材構成



窮2節 古代か ら中世の追捕 と迫物

A区では古代の追捕として土坑A芸1立ちと近状追捕 】条を､LPlitの追捕としては15世紀後半に降下した

桜島文明軽石により埋没あるいはその後に復旧したと考えられる畝状追捕 (出跡)を確認 した｡迫跡周

辺では後世の開墾等により桜島文明軽石の稚例状況は良好ではないが､A区は嗣禿31yj手時点の地形とは

異なり､旧地形ではN-]6olWの方向で弱い谷地形が存在 していたため､その地形を反映 したレ-ル

的に低い谷地形中火部付近を中心に畝状追捕は妓存 していた｡

迫物についてはその主たる包含屑である桜Lb文明軽石稚横屑下層のf.I.i色土 (節ITTa屑､邦】TTb屑)で､

9tLf-紀からL3tLf-紀代までの迫物が出土したが､その出土範囲は弱い谷地形の傾斜に相応 していたo槻立

柱細物跡やIlYl状追捕などの生活空間を想定させる追納も^区では検出されていないことから､これらの

迫物は隣接地からの流入制 こよる可能性が高いと考える｡

第11図 A区遺構分布図 (古代 中世､S=l/400､等高線は第Ⅳ層上面)
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1 遺構

1号土坑墓 (第12図.SDl)

F6グリッドで検出された古代の出隅である｡枯査段階での見極めが遅れたため､本来の凝り込みレ

-ルより下での検出となった｡検出された追捕は検出面で長軸約147m､尾大短軸約07m､最深部で

約012mを測り､主軸方位をN-約38olJ三にとる｡平Id形鳩は樹状を呈すが､坑の短軸般大幅付近か

ら一方の端部が纏やかな円弧を拙く｡坑内には､被葬者の郡部から肩部付近と考えられる位でElにほぼ完

形の碗2個体がシンメ トリーな位位F美J係で出土した｡これらの迫物はよl.i褐色土 (Hue25Y3/])の主事互一

理土中の底面よりやや浮いたレ-ルで出土 してお り､片方の塊が逆さまになっていたことなどから埋納

峠の原位置は止めていないと考えられるb

退梢内に埋納されていた迫物を第12匡】に示した｡

6L･62は完形の椀であり､法出的にも技法的にも似通っている｡外方に向かいわずかに内湾しながら

直線的に開く休部を布し､底部外面は切り離した後にT寧なナデ調整を施 しているo底部のLg]転台から

の切り離 しは-ラ切り技法によると考えられるOまた､底部外面にはともに-ラ状工具による刺共鳴が

認められる.この刺突板は回転台から切り離した後に､-ラ状工具を回転台との間に差 し込んで取り上

げる際の-ラ起こし椴と考えられるO

打
鋼

一一牽 = ≡空7--一 軒卸脚 L=1545m

二

第12図 A区 1号土坑墓 (SDl.SニI/20)及びi土構内出土遺物 (S=1/3)
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1号道状遺構 (第11図.SGl)

調査区の西端に当たるB2グリッドで検出された古代の追捕である｡同グリッド付近は杉を植林する

際の造成及び耕地健保のために加削されており､鬼卯アカホヤ火山天の稚価層レ-ルまで削iFLされてい

たことから地形の改変が我しく､検出時点で迫梢の上W.hlは既に消失していた｡

検出された迫梢は確を琵できた宰BBflで総延長約105m､妓存 していた下端で幅約15mを測る｡迫梢の

延長主軸はN-約80-Wであり､隣接する杉林の方向から西側の低地に向かい緩やかに傾斜 していた｡

当初､隅状追捕と考えていたが､底面で硬化面が検出されたことから近状迫桐と忽定するに至った｡

追捕内からは第】3図の高台付椀の底部 (63)と土師器の細片

が出土しているo底部内面を平滑に広く柵催し､外方に向かい

浅い111度で開く体部を有する箸別仔が想定できることから高台付

Jl】Lと考えられるofl占り付けられたTF.7J台には内外両とも丁寧な回

転ナデによる調整がyt.Ulめられる｡

＼∈昆 3
0 5cA)
:....:

第13回 A区l号道状遺構出土遺物

畝状遺構 (第14図､昌跡)

桜払文明軽石が降下した15世紀後半の腿桝に関連する中世の迫鱗であるO

確認された迫梢は削平を受け部分的に消失 していたが､妓存 していたその広がりは約6667mL A区

調査面倒の約277%を占める｡検出された迫偶を概観すると､L33グリッドからE4//リッド方向-の

広がり (A群)､F5//リyドからG7グリッド方向-の広がり (B群)､G7 E9 ･EIO//リッドで

検出された部分的な比較的狭い範囲の逝捕 (C群)に大別できる.以下､検出された畝跡について主軸

方位､軸位と配位､埋土の補機状況の3つの観点から考察を加える｡

畝立ての主軸方位

これら3群の主軸方位を比較するとA群がN-約250-E､Eき群がN-約3LO-1三とさほど大きな相

異がないのに対 し､C群のE8･E9グリッド付近で検出された追捕はN-約220-WとA群 ･B群

に対して曲尺状に近い位位F$l係を保っていた｡この位把関係の和男を生み出す要因として､#砧御地

軽石稚機層上Jdの地形として袈れた弱い谷地形 (第11図)を反映した節川a屑の堆横状況が考えられ､

傾斜を意和しそれにはばJG交させて畝立てしていたことが分かるo

なお､r:4グリッド南端とG7グリッドの調奈区外周に沿って主軸方位を炎にする迫梢が一部検出

された｡これらは､E4グリッドの迫f削ま13群､G7グリッドの迫書掛まC肺に包括されると考える｡

畝跡の単位と配置

迫鱗をf附戎する畝跡 11削立レ-ルの比較では､A群が1主事皇位の長さが10mを起ぎえる規模の畝を地列

させる庶己'Eになっているのに対し､Bボ=では平均 して2m前後の小さな畝を1単位として一定方向に

迎雛させる配位偶成となっているOさらに､A群が直線的かつ整然とした配位であるV)に対して､B

畔の畝の配'Bがやや不統一であることもその相lyeとして際立っている｡また､J3畔の畝の配'Bには､

F5グリッドにみられるような畝立ての方向と直交する宙図的に配置した区画的-AT紫を併せもつFI'n偏

が砕㌍でき､rl脚立-小ブロック｣という鰍Jjl畜職が垣間見えるO

なお､C群については完全な畝跡 1単位を検出できなかったため比較の対象から除外する｡
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畝跡の埋土堆積状況

埋土の断面観索の組姓では､桜枯文明軽石と節THa屑の,I.Eも色土の混濁が強いA ･C群と桜kb文明軽

げたような稚棚状況を呈していたのに対し､B群の残存状況が良好な埋土では､桜&lJ文明軽石の微細

粒が埋土中下層に斬我に惣められ､,I.Ⅰも色土が水成作用によりそのrEl】隙に混入した様子が観照できた｡

以上､観点別に比較を行ったが､主軸方位については軸組に地形的制約によるものと考えることが自

然でありそれ以上の言及は避ける｡しかし残り2つの観点から､13椎は桜鵜文明軽石の降下による埋没

状睦､^群 ･C群は同軽石降下後の復旧という時期差が想定できるo

なお､^抑 ･C桝については近世以降の退梢である可能性も否定できないが､A区においては近世の

迫純 ･迫物が確認できなかったこと､埋土の稚機状況から桜鵜文明軽石降下から時間的経過がさほど大

きくない時点での所産であると判断したことを根拠に中世の追捕としてここで取り上げた｡
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2 遺物

層位的には基本屑序における節EIIa屑が古代から中世の迫物の主たる包含屑である.

出土状況としては第】5図に示すようにC3･C4Il)4の3グリッド付近にやや地中する傾向が見ら

れたものの､追捕に伴うものではなくその多くが包含屑からの出土である｡谷地形の開放部の益点付近

に当たり地形的要因による流れ込み等の可能性も指摘できる｡迫物の大半は食膳よとしての土師F.?杯 ･

椀､弟､炊ilとしての土師器の範である.そのほか､須恵F.Bの壌 ･小型韮なども出土している.

ここではそれらの迫物について粥穣 ･調整などの特徴観察をもとに分類し､若干の罷免明を加える｡

なお､個々の迫物の詳細については迫物観察薮を参照されたい.

10 20m
ここ 二二

第15回 A区遺物分布図 (部分､古代 ･中世､S=1/400)



土師器 (第16-18図.64-87)

皿 (第16図､64-67)

すべて-ラ切り離 しの底部を有する皿である｡口径は64が約85cm､65-67は95cm前後､底径は67が

やや小さいが､いずれも65cm前後である｡6LI･65は口唇部をシャ-プに､66･67はやや丸く収める.

また､67は底部から体部-の立ち上がり付近に!3i3し､屈曲が認められる｡個体問の形値差は小さい｡

柿 (第16図､68-72)

68は直線的に外方に開く休部を有する｡やや風化が進んでいるが底部は-ラ切り離 しの後にT寧なナ

デ調整が施されている｡69は口径､底径ともにやや大きめの杯であるo器壁が比較的厚 く休部は緩やか

な膨らみをもって立ち上がり口唇部丸く収める｡70･7】は-ラ91り離しの底部片である｡70は68に､71

は69に類する群形と考えられる｡72は硬く焼き締めた手性ねで成形された小型の坪である｡

円盤状高台塊 (第16回､73-76)

73-76は円盤状TJ.7i台塊の底部一括資料である｡いずれも底部外面には-ラ切り離 しの後に丁寧なナデ

調整を施 している｡7Ll･75にはLgJ転台から収り上げる際のヘラ起こし娘が㌍められる｡75-77の7.17台周

縁は丸く収めるのに対 し､76はソヤ-プである｡75の内面には内側に向かってi5FJく突出した段が認めら

れる.休部がやや緩い角度で外方に向かいF消き､底径も他と比 してやや大きい｡

高台付椀 (第16図､77-87)

77はポ表面がやや風化気味であるが内外面ともに丁寧なLgJ転ナデにより成形されている078はやや肉

犀の市一石台を有する底部である｡T!.1台外面には､わずかであるが外反傾向が㌍められ､内面は緩やかに膨

らんでいる.82-87は内外面のほぼ全面に及ぶ丁寧なミガキによる詐表面調整､白磁離IV頬の五線口綾

に似た肥厚するロ綾部､退化傾向にある低い高台､これらの3要素を有するもしくはそれに類する一群

である｡音詩表の色調はいずれも淡炎色もしくは桟難色を呈す｡79は詐表面は内外面ともに丁寧なミガキ

を施しているが､やや風化気味であり単位が判然としない｡休部は緩やかに膨らみながら立ち上がり口

綾部付近でわずかに内反する.退化 した低い高台は外方に向かい鋭くE対き､内面から外面ともにT寧な

回転ナデ調整で仕上げる.80は79と比して直線的に外方に開く休部を毛する｡口練熟付近の内反は認め

られない｡8】は断面が正三JiJ形に近い直立する低い高台を有する底部である｡79に類する緩やかに膨ら

みながら立ち上がる休部を布する岩話形が想定できる｡

傾向が認められる｡86は小さく丸く収める玉線状を呈する｡87は内外面に丁寧なミガキを施す端反りの

口緑であり､i-,ミ色土砦護̂ 類 (内Ilミ)に属する9L･92の口綾部に頻するo

黒色土器 (第17匡L 88-93)

いずれも内面のみに打を化処理を施すA類 (内Flを)の資料である｡88は外方に向かい班線的にE消く休部

と前さのあるしっか りした訂台を1]する｡市も台は接地面から周縁にかけてやや浮き身となる｡内面のミ

ガキは口緑部付近から底部内所仲 央に向けて兆約されるように密に施される089･90は88と同じく外方

に向かい直線的に朋く休部を有する個体であるO89は器壁がやや内原であるO9]･92は内外面ともにミ

ガキが施される端反 りの口綾部であり器壁はやや滞手である093は丁寧に成形された底部である｡内面

の風化が老しくミガキの脚立は不明である｡
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墨書土器 (第17図､94･95)

94は杯もしくは椀の体熱､95は杯の底部である｡94は13区で大出に確認されている ｢山｣と ｢水｣の

合わせ文字 ｢光｣が読み取れる｡95は文字あるいは記号の一部である｡

なお､娘半F土許にむかれた文字や記鞍についてはB区の出土i出物も合わせて参照にされたい｡

鉢 (第17図､96-101)

胴部に膨らみを有きず底部から外方に開く器形から鉢と考えられる｡ロ綾部のヨコナデ､内面のロ綾

部から胴部-の屈曲部以下の粗いケズリ､外面のナデ調整は各個体とも共jBlしている｡

96-99は底部から口縁部までやや直立/気味に直線的にF淵く砦護形を呈する｡96は口綾部の外反傾向が弱

いが､97･100･101は水平方向に近い角度で側方-とF削 ､ている｡いずれの個体にも強弱の和男はある

が､口緑部内両から胴部内所への屈曲部に明雌な稜が静められる｡

襲 (第17･18匡】､102-109)

口綾部の外反傾向と胴部の張りが顕著である｡102･103はやや直立Zxit味に立ち上がる砦護形を有する｡

102の口綾部内面には籾圧椴が伐る｡104-108は口綾部の-括資料である｡104は緩やかに弧を描きなが

ら外反する.推壁がやや薄手で口緑端部は丸く収める｡105I106は外方に向かって立ち上がり､内面の

口綾部から胴部への屈曲部に明瞭な稜を有する0108の個体は口綾部がやや肥厚する傾向にある0109は

小型の喪である｡ロ綾部から底部まで器壁の厚みはほぼ均一である｡各個体とも調掛 ま鉢と共通する｡

須恵詐 (第18回､110-117)

柿 (第18回.110)

休部から口緑部にかけて外反する群形を翁する杯である｡底部は-ラヴ)り離 しである｡

高台付椀 (第18図_111-113)

Hlは鰍 が寺に変形 し､外方に開くやや薄手の体熱中位から口綾部にかけて波状に変形している.調

整は内外面ともに回転ナデでT率である｡高台は接合面から接地面までがほぼ同じJPみを話 し､外面に

ELFl脈な横が訟められる｡接地面の周縁はンヤープに仕上げるol12は直線的にE対く体部を有 し口緑端部

は肥厚 し丸く収める｡113は休部下位で一度弱く屈曲し､さらに休部上位で外反傾向が総められる.

棄 (第18図､114)

弱い外反傾向が馳められる婆の口綾部であり､端部を平滑に仕上げている｡確認できる禰実な調整は

壷 (第18図､115-117)

いずれも小型の丑である｡H5は口綾部から刑部を失 う姿料であるが､逆 ｢く｣の字の受け口状の口

緑を布すると考えられる｡底部外面には記号と考えられる r+｣の刻彬が昏巳められるbl16･日7は短朝

生である0116のlZFEU.石が117をやや上回るが個体差は小さい.

陶磁器 (第18回､118)

越州文系背磁伽の口緑郷であるO大事J何分粁V)l-1a頬に相当するO

鉄製品 (第18図､119)

119は刀子である｡腐食が激 しいが､形状をよく止める｡妓存Ja大長約145cm､gf丑177gである｡
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第Ⅳ章 B区の調査

序説 B区の地形的概要

A区の東側に谷地形を隔てて広がり､その東側から南側にかけて調査区を取り巻くように位荘する比

布差】Om前後の台地丘陵裾部までがB区 (B～Dl地点)である.平成】5､】6年度に1調奈を実施した3

地点 (B･C･Dl地点)は､瓜近まで耕地として利用され平坦な地形を呈していた｡また､平成】7年

度に調査を実施したD2地点は畑地としての利用が早い段階に赦来され一部の植林を除いて大半は荒地

であった｡ しかし､B区の本来の地形は調査範囲が広がるとともに次第に明らかになり､迫構 ･迫物の

分布状況は谷地形等が複雑に入り組んだその地形的制約を大きく受けていたことも合わせて明らかになっ

た｡そこで､追捕 ･迫物の詳述に先立ちB区の地形的概要をここで述べることにする｡

なお､13区の地形全体の様相については迫梢分1f)図 (P4L･42､第 1回)を参照されたい｡

J3区の良市標点は純文時代の土坑 (SCl)が検出されたD5//リッドの南西に隣接するE4グリッド

で､海抜絶対P.石約1557mである.次いで兼蛇のS18グリッドの約1555mがそれに続くO調査区内の比

布差は埋没谷を検出 したJ18グリッド付近の谷筋のレベル約15LOmと比較すると約6mである｡ しか

し､この埋没谷には大血の流入士が稚拙 し793水も生じたことから谷底のJa深部を綿雪払するに至っておら

ず､実際には6m以上の比両差があることは確実である｡さらに､当初比較的平坦な地形を想定してい

たJ3･Dl地点には関査区南側の台地丘陵から派生する弱い尾根状の地形が北北西の方向に張り出して

いたことが判明した｡この弱い尾根の張 り出しは､M13//リyド付近で現地表面下約-OLlm前後で検

出され､基本屑序窮V眉の潜島御池軽石の一次稚機屑より上位の屑まで削三拝されていた｡表土から同軽

石補機屑より上位屑までの補機屈原が本追跡内では約15m､尾根地形の検出レ-ルが約】5Ll5m前後で

あったことを考え合わせると地形の改変以前はL56m近いレ-ルを1]していたと想定できる. しかしな

がら､後背の台地丘陵と比するとかなり低いレ-ルであることから､その軸部付近から緩やかに派生し

た幅広の舌状を呈する尾根地形であるといえる｡この弱い足根地形上で弥生時代の竪穴住居跡が3軒検

出されたことも､一定両横を毛するなだらかな平坦面が展開していたことをポ付けるものである｡

古代から中世の追納 ･退物の分布状況はこの尾根地形を境にしてその西側と東側で大きな相邦を見せ

るo腹立柱組物跡や梢状迫偶等の主たる迫純や冨亥期の迫物の分相範囲は尾根西側の標市1532-】510m

の範囲にほぼ限定され､それ以外の範囲では希縛になるo尾根の東tLIIJに至っては､性格が明らかな迫偶

は周丁凝A芸]去』と践いピットが連なる追状追捕 1灸となり､迫物の出土数も激減する｡尾根地形東側のこ

のような迫構 ･迫物の分和状況を生み出すもう一つの地形的な堅田として､尾根地形とともに検出され

た谷地形と問断なく生じていたriTJ水があげられる｡本追跡近くの台地丘陵裾部には､季節により水位の

変化があるものの今なお793水が生じ小沼となっている場所 (P9､節 l章節2園の ｢★｣地点)もあり､

調査区内で砕き払した沸水も台地が蓄えたFf-1水が屑界から溶出していることに起因すると考えられる.

しかしながら､尾根V)西側U)土層碓横状況と谷地形U)埋没状況を観察した際､1471年前後に-Jtlの時

期幅をもって降下したとされる桜曲文明軽石の一次堆機屑は､屈位的レ-ル差はあるものの2つの場所

ではともに谷地形等を反映せずに水平に堆梯していた｡こられらの土層堆機状況を一つの根拠として､

15世紀後半頃までには谷地形も徐々に埋没 し､現在我々がElにする現地穀両に近い比較的起伏の少ない

地形-と変貌していたと推察することができる｡

-LI5-



第 1節 礼文時代の迫梢と迫物

13区では靴文時代の後期から晩期の土坑 3進が検出され､組文時代早期 ･後期荊盛から晩期後半にか

けての出物が出土した｡主監柄はC地点に限定され少数であるのに対し､迫物は断絶的であるが幅広い時

期の資料が出土している.早期の出物はC地鳥･D2他烏の急斜面に散逸 して出土しており､そのほと

んどが周辺からの流れ込みの可能性が高く原位位を保ってはいないと考えられる｡また､崩も多い晩期

の迫物については､晩期の土坑が検出されていることから､当舷糊において何らかの土地利用が考えら

れるが､ピットや十生格不明の落ち込みといった小規模な追捕 しか検出されなかった｡以下､追捕と迫物

について説明を行 う｡

1 遺構

B区ではV層で土坑3基を検出した｡ 1ぢは窪地の地形の

方向に向かう傾斜面で検出した｡土坑内からは晩期の迫物が

出土しているが､2号 ･3号は迫物が検出されなかった｡ 2

月 ･3男は､検出面がV屑と古代以降の迫構検出面より深い

検出面であることから､迫物は検出されなかったものの当該

期に帰属する迫柵の可能性が市いと考えられるO

土坑

1号土坑 (第3回､SCl)

平面プランは捕円形で,長軸約 0 97m ､短軸約 0 82m ,深

さ約 0 50m である.迫桐埋土の中位より第 2図に示 した 1-

4が出土している｡追捕内の出土土給は全て淡鉢で個体数に

して3個体分に相当するが､ 】の土IWif片が多数放っていたの

IS〔壷 ｡､

黙枯色｣ (HLN'751Lは/L) Kr日の粒 仁をわすかに缶tr.ぱくしょっている.

帖他色J:(HLN2751R2/3) 2上りやヤしまりが幼い.Kr11のYとイの含イI叫は2に比し

軽い.

bi他色J:(HLN2751R2/3) Kr11のYとイ古生HL的に含みしまっている.

茄払色土 (H叫75Yrは/2) Kr-11の沌了を全体的に含む.Jに比してべ川PLよりが出い.

F8hl色J_(HLN･15YLミ2/3) 3とたし戚的には近似.Kr一㌧1のI立Tをわすかに介tE.

加地色土 (H叫75YL(2/2) Jと近似するが Kr11の沌了を全体的にhitに含tI.

hi色J (II此75Y陀/)) Ltりがありやわらかい.Kr-＼Iの投了をごくわすかに怨む.
黒色 L川LH'75YR2/)) Kr-日の粒 仁を多Aに食み 非常に潔くしよ･?ている.

～,V

-- 〆 ゝき

∴ ･∴
一､･∴ 一㌧ _了

0 2m

第3図 B区1-3号土坑実測図 (縄文.SCI s=1/20､sc2･sc3 S=1/40)
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■'二 ｣.こ_

第4図 B区 1号土坑出土遺物実測図 (縄文土器 ･石器､S=1/3)

第 1表 B区 1号土坑出土遺物観察表 (縄文土器)

" ･EZ 三三 ･Ll･"I

に対し､2と3はロ緑部片のみと流れ込みの可能性が古いO )は口綾部外面に 】条の沈線が巡り､ロ緑

部から胴部まで椀状の形嘘を呈している｡ ロ綾部の外面上部にはイrf状に炭化物が著しく付話 し､胴部内

面中位以下に残る謂=状の煤と対偶的である｡

4は母岩の縁辺のみを粗く打ち欠く円盤状石砦護で､長軸約86cn)､短軸約765cTu､厚さ約L15cTD､韮iik

約1281gである.石材はホルンフェルスである0

2号土坑 (第 3図_SC2)

平面プランは良梢円形で､長軸約L53m､短軸約072m､深さ約020mであるo床面には硬化 した部

分がみられるが､土坑の使用に伴うものか地質的姿園によるものか判断し難い｡迫物は出土しなかった0

3号土坑 (第3回､SC3)

平面プランは長柄円形で､長軸約122m､短軸約051m､深さ約018mである. 2ぢ土坑同様､床面

に硬化 した部分がみられた｡造物は出土しなかった｡

2 遺物

包含屑の主な物について諦条件から層位及び分布的主監物の傾向を把握することができなかったため､こ

こでは一定の分難益鞭に準じて各項目別に記述することとする｡
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縄文土器について

13地区で出土した組文士紺について^区と同様の立ち判別こより探鉢形 (邦 l肺)と践鉢形 (節IT鮮)に

大別し､文様 .器形といった個々の用他の分類作業から第 】群を 】放～6類に､第11餌を7類～12類に

細別した｡分軸された土器群について以下鋭明を行 う｡

第 l群 深鉢形土器

探鉢形土器を文様を中心に分類すると､有文 ･無文に大別できる｡有文士音詩は拙文や刻みを施す土着語

群と凹線文や沈般文を施す土F.?群とがあり各々細別できる｡

拙文や刻みを施文する土器椎は l･2頼､凹線文や沈毅文の土器椎は3･4類､無文士洪群は5･6

鞍がそれに相当する｡

l類 (第3B]､5･6)

胴部に組文を施す土砦護である｡微隆起の突符に刻み目を施 し､その下部に結節拙文を縦方向に施す｡

内Jdi調整は5が粂焔調整､6はナデである0

2類 (第3Eg)､7)

胴部片で4灸の粂椴を横方向に施 し､粂娘下部に微細な刻み 日を施す｡内面調整はナデである｡

3類 (第3 4回､8-22)

凹線文を施す一群である｡ロ綾部形態と文様の施文等により大きく3種に細別できる｡

･口綾部が肥厚かつ小さく外反 し､口綾部付近に難文柿をイjするもの

1)Wl部から胴部にかけて文様を施すもの (8･9･11)

L))口唇部に刻みを施し､斬新から胴部にかけて文様を施すもの (12)

･ロ綾部が肥厚せず外反し､ロ綾部付近に無文ポチを有するもの

1)鞘部から胴部にかけて文様を施すもの (13･15)

･ロ練熟は肥厚せず､わずかに内湾兄妹に外方にE淵くもの

1)口唇部直下から胴部にかけて文様を施すもの (10･L4-18)

19-22は胴部片でいずれかの分類に届する｡文様モチ-フも直線的なlL_q線や凹線階段状のものなどヴァ

リエーションがみられる｡

4頬 (第4回､23-28)

られる｡27I2引ま胴部片である｡27は斯部屈曲部にあたり､連続する刺突文の下部に横位の沈脱文を施

すo内面屈曲部の稜線が明瞭である｡28は胴部屈曲部下位にあたり拙文を施 した後､沈線文を施す｡

5頬 (第4･5匡L 29-34146-54)

粂椴やナデ調整の粗劉深外形士邪である｡29I31-34は胴部で､30･46-54は底部及び脚部である0

29I30は深く粗い粂痕調整を内外耐 こ施しており同一個体と考えられる.3】～34他はナデTml整であるが､

形膿は29に類するもV)と想定される.底部の形膿は､底端が丸いもの (46-L19)､底端が突出するもV)

(50-53)とがある｡底部には網代の圧姓tがみられるものがあり､土器製作時の使用によるものと考え

られる054は台付IIIL形土器の脚部で透かしの痕跡もみられる0

6類 (第4 5回､35-45)

粂痕調整の粗製の深鉢形土器である.完形品がないため全体のプロポ-ンヨンを把握 し耗いが､やや
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外反するロ綾部と外側に張り出す胴部を持ち､やや確まる軌部により明瞭な屈曲を呈する署話形が想定で

きる｡整形のための調整方法は横方向の条板である.接合面に粘土補の椴跡が蛾話に認められる｡

35-39はロ綾部､40-45は胴部である｡ 口綾部形憶にもいくつかのヴ7リエ-ソヨンがみられるが､

大別すると直立する35-38と微妙な肥L9:1-1'tを毛する39とに分けられる｡41I42I44･45の4点は色調 ･

胎土 ･調整方法から同一個体の可能性が高い｡また､顔料が塗彩される点から践鉢形の可能性もある｡

L13は調整方法から5類より6類に近い胴部片と考えられる｡

第II群 浅鉢形土器

l果鉢形の土器とは炎なり浅鉢形の形憶を呈する土器である｡^区とは舛なりミガキヨ調整の柿製土着旨の

み出土しているo形旗により践鉢形の7難～】0類と椀形の日類～15鞍に大別され､さらにこれらの土丑旨

群を文様梢成と形態により細分する｡

7頬 (第5回､55･56)

口綾部が比較的長 く､胴部が屈曲し､野泊;から口綾部にかけて湾曲する土鮎である(.55は口緑端部が

直立する056はWl部から口綾部にかけて大きく軌 的するが､口緑端部に細沈線を施す程度である｡内外

面はミガキ調整を施す土器である｡

8類 (第 6Eg)､57-64 66)

ロ綾部が比較的長 く､胴部が屈曲し､顕熱から口綾部にかけて外反する土器である｡57-59は口緑端

部が肥厚 し､明確な沈線等は施されない｡60-63は口綾部外面に沈毅文を施 し､口緑地部が小さく立ち

上がる066は内面に沈線を施し端部を直立させている｡

9類 (第 6図､65)

ロ綾部が比較的短 く､胴部と郡部に屈曲をもち､頭部からロ綾部にかけて外反する｡ロ緑端部には施

文等はないがT寧なミガキが施されている｡外面及び鞘部内面付近の二次的被熱比熱による剥落が栽し

い｡外面下部に一部煤が付瀬している.

10頬 (第 6図､67･-69)

口綾部が短く､胴部と郡部に屈曲をもち､胴径が口径を上回る土器である｡67はロ糸蒙部にヒレ状突起

をもち明瞭なミガキ調整である｡68･69はT寧なナデ調整である.

11頬 (第7回､70-73)

横をもたず､丸く膨らむ湾曲した胴部に外反する短い口綾部がつく上器である070I71は口緑部内面

に沈線を施す｡72は無文で胴部の湾曲の度合いが小さい｡

12頬 (第7回､74-76)

稜を持たず､胴部が鈍仰 こ内側に向かい屈曲する土器である｡74は口綾部外面に明暇な沈毅を施す｡

75･76は胴部片で不明細であるが屈曲の度合いや接合痕の形態からあえてこのカテゴリーに分類したO

小結～B区の縄文土着引こついて～

細別 した土群を型式竿的な編年序列に錐約 して小結としたいO深鉢形土器 ,1煩は平柵式､2矧 ま塞

ノ神式､3類は指宿式､4類は中岳r]式系､そのうちく28〉は納曽式､く27〉は西平式､5頬は後期の無文

士群､6鞍はnUH式､浅鉢形土器 ,7斯 (践外形)･11類 (椀形)く71･72〉は入佐式､8斯 (践外形)I

11難く70･73)･12耕 (椀形)はiTIJH式古段階､9類 10類 (技鉢形)はiTIJll式新段階に相当すると考え

られる｡
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第5図 B区包含層出土遺物実測図 1 (縄文土器､S=1/3)
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第 6図 B区包含層出土遺物実測図2 (縄文土器､S=1/3)
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第7図B区包含層出土遺物実測図3(縄文土器､S=1/3)
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第 8図 B区包含層出土遺物実測図4 (縄文土器､S=1/3)
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第 9図 B区包含層出土遺物実測図5 (縄文土器､S=1/3)
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第2表 B区縄文土器i見察表 1



第3表 B区縄文土器観察表 2

第10回 B区石器の罪種別構成比較 第1日g] B区使用石村比較



石器について

拙文時代から弥生時代に相当すると考えられる石2馴こついて､JB式学的昔謹櫛を基軸に分類作英を行っ

た｡迫物は､拙文時代後期から中世までを含むIII屑を中心に出土 していた｡形憶的特徴から純文時代か

ら弥生時代の石器と古代以降の石器を弁別 した｡しかし､純文時代から弥生時代の石器については､個々

の石箸旨から時期差を兄いだすことができなかった｡そこで､石老護については時代的区別による報告を行

わず便宜的に一括 して取り枚 うこととした｡

T3区で出土した石砦淫を石F.?製法作から剥片石器と僕塊石紺に分類 した｡剥片石器は､石鍍 ･右足 ･スク

レイパー ･打数石斧 ･石核 ･剥片等が出土 してお り､僕塊石告別ま､磨劉石妹 ･幽艶石斧 ･石錘 ･故石 ･

磨石 ･台石が出土しているo以下説明を行 う｡

石鍍 (第12回､77-85)

打判石妹が多く､Jこ)部戯敷石鞍が 1点､戯剃石妹が 1月がみられるo石材は､腰応産【I.を昭石やチャー

ト･fI岩 ･ホルンフェルス ･玉髄があり､特定石材に偏ることはない｡

石鉄は､韮部形態から深い凹基 ･浅い凹基の2種に分けられる.深い凹益には､平面正三角形 (77I

78)と平面五角形 (81-83)のものがある｡JulJ部磨敷石鞍 (8Ll)も平面正三角形に近く､穀材剥片の周

縁部のみを簡単に発形している｡浅いlu基には平面JT=三角形 (79)と平面五角形 (80)がある｡磨製有

珠 (85)はロ岩浪で打剃石錐と比べ2倍近い大きさであり格段の走がみられる｡

石匙 (第12回､86･87)

86はff岩製の石匙で欠如が著しい｡射JJTを劉離 した後､縁辺に加工を施 している｡87はチャ- ト製で

横長剥片を剥離した後､側線に加工を施 している｡

スクレイパー (第12図.88･89)

88はチャ- トを石材とし一部欠航が見られる｡小型であるが縁辺に))日工を施 している｡89は安山岩炎

で横長の大きい剥片を剥離した後､側辺に))ll工を施 している｡

撰形石器 (第12図､90)

90は腰岳産Tgも柏!石で縦長の小型剥片を剰離した後､両面からの剥離調整が見られる｡

剥片 (第12･13匡】_91-101)

打両整Jr3を行った彼､縦長あるいは横位の剥片を剥離している｡石材には､腰岳産E.I.帥磁石 チャー ト

権化木 ･ホルンフェルス ･砂岩がみられる｡兼図化ではあるが姫Lb産T%磁石の砕片も出土している｡91

-94は縦長剥片､95-LO】は横長剥片である.その殆どが石徴等の トウ-ル畢望作に関連 したものと想定

されるo横長剥片の100は自然面を残 しfr面整形した後､剥離を行っている｡10Ⅰは横面に煤が観察され､

赤化している点は中世の石解にもみられ注意を安する｡100 101とも縁辺に使用娘が見られる｡99の石

材は桂化木であり､珍しい｡

石核 (第13Eg､102-106)

石核の大半は103を除き瓜終形態が小型である｡自然面を有することと､打Jd拒形の後に剥離調整を

行っている点は全ての石核に共通する｡また､打両転移を行いながら複数方向から剥片を作出している

こともIjt･適 しているが､103のみに自然画から佼状に剥離羽柴が行われていることが薪lRできる｡中近

世の火打ち石の可能性もあることを指摘 しておく｡
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石斧 (第13-15図､107-117)

石斧は全部で11点出土しており､打製石斧が10点､暦数石斧が 】点出土している｡欠別品が多く全体

の形態は不明瞭である｡嫉存する形態から短冊形と有JId形の2価に大別できる.短冊形は､fin岩船ホル

ンフェルス (107)と安山岩 (108･109)がある｡安山岩製は､扇平な剥片を作出し側辺部に剥離調整

を施している｡有肩形は百岩源ホルンフェルス (日0･1日)と頁岩 (lL2)とがある.

その他､欠刷が著 しく全体像が不FLFl瞭であるが石斧と想定されるlL3･114I115もこのカテゴリーに

含めた｡日2･116は石材と碓僧土壌の件質により鉱物性付ayJt物が捻められ剥離の状況が不明脈になって

いる｡これらの打劉石斧は､残存する刃部の牒減や研磨娘の方向等から､視yL.ylできる擦伯は使用による

ものと捉えたい｡庶剃石斧とした1】7は､刃凱のみ残存している｡刃部に研磨痕や側辺和琴に敢打痕が

見られる｡

穀石 ･磨石 (第15･16回､118-128)

サイズにより大 ･中 ･小の三つに分類するが､研艇の有無や畝fr狼の残存部位などの使J7m戊にヴァリ

エーションがある｡ 119-12】は親指と人差 し指で固定可能な小サイズである.1】8IL22-12Llは雄大の

中サイズである｡日8は形態と研磨狼から磨製石斧を転用 した赦石と考えられる｡123は表面の赦打によ

る凹みが老しい｡124は欠航が著 しく穀両の中央部のみ依打がみられる｡125は磨石である0126-128は

乳房状の形態で韓大以上の大サイズである｡いずれも長軸の緑iZZ部に赦fr椴が見られる｡

台石 (第16Eg)､129 130)

129は33536gの魂虫があり安定している点から台石としての機稚両が強いと考え､このカテゴリ-

に含めた｡130は堤軸030m､並放8250gと大型で正く､表面の献打痕も著 しい｡衣摘 が艶やかである

が使用による研磨等ではなかろう｡

小結～B区の石器について～

組成と石材についてまとめ､小結としたい｡署Ii種と石材の割合についてはほぼA区と同様の内容であ

る. A区と炎なる点として､石匙､磨製石鉄の音詩補が増える点と､東九州の姫鵜産T%暇石と都城市母智

月産の輝石安山岩の石材が豊Tllになる点 (藤木2005･都城TrJ教委2007)があげられる｡ A区と比べて耶

郁 ･石材がfmJ)目することは､純文時代早期 ･弥生時代前中期といった迫物包含屑内の時期幅の増力lJに相

関すると想定される｡そこで､都城盆地内の追跡と比較すると､戯製石妹 (85)や幅広の有瓦i石斧 (110)

は後述の弥生時代に帰尿するものと考えられ､ 第 5表 B区石器の器種 石材構成表

船出産,I.tも郷石は純文早期の所産とも捉えられる｡
輝石安山岩は対仏文後期から弥生時代後期まで使

用されてお り時)glの特定はできないo B区でも

腰岳産土fI.曜石の剥片石昔話が多数確3,,'C).されたが､

都城盆地内では弥生時代以降にiI主砲;石の使用は

なく､砂岩 ･頁岩 ･チャー ト･女LLr岩などの周

辺石材に偏る傾向にあるため､この腰岳産糾曜

石興の石音詩は純文時代後期から晩期の時期のも

のとみて大過ないと考えられる｡
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第12図 B区包含層出土遺物実測図6 (石器､S=2/3)
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くこ=二つ
第13回 B区包含居出土遺物実測図7 (石器_S=2′3､101はS=1/2)
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第14図 B区包含層出土遺物実測図8 (石器､log-111はS=l/2､112･113はS=2/3)
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第15匡I B区包含屠出土遺物実測Eg)g (石器t114･115はS=l′2､116-125はS=1/3)
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第16図B区包含層出土遺物実測図10(石器
､
S=1/3)
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

1 遺構

竪穴住居跡

1号竪穴住居跡 (sAl､第17回)

検出面から床面までの深 さ約0.4m､一辺が約 4mの隅丸方形プランの竪穴住居跡である｡遺構の一

部を償乱による振 り込みで失っていたが､住居内の中央で東西方向に並ぶピット2基を確認することが

できた｡この他にピットを確認できなかったことからこの2基のピットが主柱穴で､2本柱の竪穴住居

であったと考えられる｡ 2基の柱穴は上端の計測値で長軸約0.45m､短軸約0.3mの楕円形であり､深

さが約0.85mといずれも深くしっかりとしている｡ ピットのやや北側で炭化物が集中して出土する部分

があったが､掘 り込みなどは確認されておらずこの部分が炉の役割をしていたかは不明である｡また､

住居跡の北西部分でも少丑ではあるが炭化物が出土 しているO

追構内から出土した遺物は少なく､住居跡の北西部分から弥生時代の土暑豊 (131-133)が床面からや

や浮いた状態で､磨石 (134)が南壁中央付近のピットの西側の床面に置かれたような状況で出土 した｡

磨石の出土状況や検出状況から考えると､このピットは後世のものではなくこの住居跡に伴 うものであ

3 2 154.Orn

1 .l.tt租色土 (lluc7.3Ylモ2/2)

2 F.I.!伯色土 (11ueLOYl12/3)
3 射褐色 t･_(HucLOYR2/3)

4 出梅色上 (Hue7,3Yl13/1)

5 )Ill.伯也上 (llue7.3Ylモ3/2)

6 I.法帖色土 (Hue7.3Yl13/2)

芳心御池蛭4'Jの10【山を血える枇了せ 倣世に含むが.

ややしまりがない｡

5-8mm大の相子をわずかに冊む.

謡曲'm池慌茄の3-以 P.'の加担を多(含む .

5nmJ;のブロックは10%粒JR｡

3に類似しているが､ややかたくしまっている｡

群島御地畦JjJのlOmnl以下の枇了を多丑に含み.

しまりがありかたい,

一次fqI;土である.アカホヤに起田する光拍色粘土

と3に放似した l:を含む｡

7 )Ill.褐也上 (Huc7.3YR3/2)

8 t1.1.悔色土 (Huc7.3YR3/2)

9 封褐色 t･_(Huc7.3YR3/2)

10 )i.tt他色上 (llLJeIOYl12/3)

日 出梅色土 (llue7.3YR3/2)

12 ～.法帖色土 (lluc7.3YR3/2)

● 炭化物躯申箇所

0 2m
ト｢-｢-｢-｢一一トー一一一一一一一1

3胤似しているが.甥FJl御地板石の粒子がさらに小さい,

肺栂色の粘照土に挺LJlL､わずかに沸色をmぴる｡

5■大の枇+を多く含む.やや しまりがない.

6と批似するが､那褐色プロyクは含ま1亡い｡

讃砧御地帳4'の位 Fを全体的に食む｡山引まど抱 f･の命有邸

が耗(､非常にかた〈しまっている.

8に軸似している｡ しまりがなく12と噂を鵬てず流入した

ものと号えられる｡

6と同じく-改印土である.謡曲御地畦Jh'の5■大の粒子

を含む｡ややかたくしまりでいる｡

第17図 B区 1号竪穴住居跡実測図 (弥生､S=1/60)
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第18図 B区 1号竪穴住居跡出土遺物実測図 (弥生土器､S=1/3､石器.SニI/2)

ると考えられるが､撹乱により破顔されている部分が多く不明な点が多い｡

131･132はWl部以下を失 う下垂傾向が見られる盃の口綾部である｡13】は口綾部の内側がやや突出す

る特徴をもち､ナデにより調整 した後にミガキを施 している｡口唇部はヨコナデで面取 りされ端部にlt_q

線状の窪みが見られる0132の口綾部は逆 L字状に下垂し､口唇部には131と同じ弱い珪みが見られ､そ

の角に-ラによる刻 日が施されている｡口唇部の上面から内面にかけてはナデのあとミガキを施してい

る.133は壷の胴部上位から底部の資料である｡平底の底部から外力-向かい直線的に立ち上がり､胴

部で屈曲させ内湾 しながら直線的に立ち上がる｡胴部の屈曲部付近には断面が三j勺形状を呈す2条の鮎

付け突子持を施す｡胴部上半からロ綾部までは､SA3から出土した135と同じような器形を呈するので

はないかと考えられる｡外面に/､ケEl､内面には指オサ工と部分的にナデによる調整が見られる｡

なお､133の壷はSA3の南で検出した 1号土坑 (SC 】)から出土した壷の破JTと按合 したことか

ら､ここで取り扱いSClでの再掲敬はしない｡

2号竪穴住居跡 (SA2､第19図)

昨今の振り込みにより退純中央を削平されていたが､一辺約 4mの隅丸方形プランの竪穴住居跡であ

るo東西方向に主柱穴と考えられるピットを2韮碓訟することができた｡他にL}ットが催告さできなかっ

たことからSAlと同様に2本住であったと考えられる｡2基の主柱穴は上端の計測値で長軸が約05

m､タ歪軸約04mであり､深さ約 1mといずれも深くしっかりとしている｡この住居跡の上端のほとん

どは後世の杖ほしにより消失 しており､出入口などを硝認することはできなかったo住居跡の床Jdの北側

と中央がやや低く検出両からの深さは約05m､繭側と東西の壁際のU字状の約 1mは検出両からの深

さが約04mで-没前い構造 (-ット状)になっている.-ット状迫梢を持つ住居跡が砕き畝できたのは

3軒の住居跡U)うちSA20)みである｡また､住居跡U)中央V)やや南よりV)床iHTが低い部分に直径が約

09m､深さが約05mの浅い蝋り込みが確艶できたOこの淡い掘 り込みは炉的な役割をしていたのでは

ないかと推測できたが､炭化物や焼土等は確認することはできなかったため炉として駆職するには至ら

なかった｡
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第19図 B区2号竪穴住居跡実測図 (弥生､S=l/60)

SA2からの出土迫物はほとんどな(､土器片が数点のみ床面からやや浮いた状態で埋土中から出土

している｡造物は弥生時代に帰尿することは確かであるが､暑旨種や器形などは不明である｡

3号竪穴住居跡 (SA3､第20図)

SA I 2とは舛なり一回り規模が大き(､55mX5mの方形プランを呈する竪穴住居跡である.検

出面からの深さは削平の影響で約03m､東西方向に主柱穴と考えられるピットを2基確認することが

できた｡ 2基の柱穴はともに長軸約08m､短軸約OL15mであり､深さが約11mといずれも深くしっか

りしている｡また､住居跡の繭東の壁が米側に飛び出している状況で検出され､当初は後世の迫柄かと

考えられたが､掘 り進めると住店跡から約06mほど東に突出していた.住居跡U)床桁lから約01mほど

の段差でF.]Jくなる不整:形な平坦両が存在する階段状の迫柵であることが判明したことから､この部分が

出入口ではないかと考えられる.また､主柱J/A(のほかにも硬化 した床面の範囲 (破線ライン)の四隅に

4基のピyトが確認でき､出入口付近のピットだけが出入口の邪魔になるためか壁側にずれている.こ

の壁側にずらしたピットは出入口の支えの役捌をもしていたのではないかと考えられる｡さらにこの四
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第20図 B区3号竪穴住居跡実測図 (弥生､S=1/60)
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第21図 B区3号竪穴住居跡出土遺物実測図 (弥生土器､S=1/3)

-67-



隅のピットの内側でも4品のピットが検出されている｡出入口の 1鉱は後世の撹乱により大半が破腰さ

れているが､これらのピットは住居空rlりを考えるとスペースが狭くなるが､SA3は規模が大きく竪穴

住居の構造上､主柱穴以外に屋根を支えるための桜が必要であったとも考えられる｡床面の観察では主

柱穴の頼 り力を切る形で住居の中火に深 さ約01mほどの淡い折 り込みを確認することができたが､煉

土や炭化物などは確認できず､炉などの役割をしていたのかを確認することはできず佃格は不明である｡

住居内から出土 した迫物を邪2L図に図示 した.136は底部を失 う壷である｡西側の主柱穴内の床面か

ら約04mの深さで出土した｡胴部に2条､弼部に3灸の断Id三JIl形を呈する貼付け焚書等芋をもつ｡至内部

は直線的に立ち上が りながら､口縁部に近づくにつれて外反する.口綾部はやや下垂する逆 し辛状を呈

し､口唇部には 1灸の沈線が巡る｡口綾部は内側にもやや突出 し三JIJ形状を呈すo外面調整はナデ､内

前珊整は指オサ工のあと､ナデにより丁寧に整形されている｡ SAlから出土した133は焼成や胎土な

どから同一個体の可碓伯三がある｡】35･】37は住居の埋土中から出土したoL37は立の胴部上位から頚部

付近にかけての沿料であるo野i部付近には5条の断面三角形の鮎付け突符を施 し､胴部上位には円形浮

文を施す｡外面はナデのあとミガキ､内耐 ま指オサ工のあとナデにより調整されている｡135は婆の底

部から胴部にかけての資料である｡底部は平底で外方にやや湾LuJLながら立ち上がり､胴部は張らず上

方に向かい立ち上がるO外面調整はナデのあとハケEl､一部にミガキが見られる｡内面は指オサ工のあ

と､ナデにより調光されている｡

土坑

1号土坑

長軸約08m､短軸約06m､深さ約025

mの不整形な楯円J形を呈す士坑であり､

sA3の南東側で隣接して検出された｡

133の壷の破片が検出時に確認 され､

SA lから出土 した135と接合 したこと

から同時期の延縄と考えられる｡住居跡 154in

のすぐ近くに位で毘することから､貯蔵穴

などの侶格が想定できたが､土砦謹片以外

@ 斗

~て プ 訂 ｡ Sk｡

は確認できず､その性格については言及 第22図 B区 1号土坑実測図 (弥生､S=1/20)

できない｡

2 遺物

出土した弥生時代の造物はほとんどが包含眉より出土している0第IIIa眉中からの出土造物が大半で

あり､古代u)土群とほぼ同一レベルで出土した遁物もあったOここではそれらu)弥生士群について､然

様ごとに者達形的特徴等をもとに若干の鋭明を加える.

棄 (第23-26回､138-158､164-168)

138-140は ｢く｣の字状の口緑と新和に 1条の貼付け突符を特徴とするO突子削こは刻 日が施され､口

唇部はヨコナデにより面取りされ凹線状の窪みをもつ｡外面には-ケEl､内面は指オサ工や ミガキによ
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第23図 B区包含層出土遺物実測図11(弥生土器､S=1/3)
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る調整が見られる｡Ⅰ38の口唇部には刻日が施されている｡11】は口緑部が直立し口唇部には刻日を施す｡

ロ綾部は小さな断面三Jll形状を呈し､突補の位fEtはL38-L40に比べて下がる｡珊盤は内外面にミガキが

見られる｡L42-141は口綾部がやや内湾気味に立ち上がり､口泉柔和に粘土を付け足し外側-開く逆L字

状となる｡口唇部にはrL_Tl線状の窪みが見られる｡また､3-4灸の断面が三角形を呈する貼付け炎柿を

有するが､接合が粗い｡調整は外面はミガキ､内面は指オサ工のあとナデである.)L15はロ緑部をやや

外反させ､その端部に粘土紐を足L小さく下垂する口唇部を作 り出し刻Elを施す｡また､断面三1勺形の

不均一な縦横方向の貼付け突補を有するが､接合が極めて粗い｡

1L16-149は厚みのある北壁と､突出する発達した口綾部と貼付け突Tjを告詩形的特徴とする.lLI6-LLI8

は内湾しながら立ち上がり､端部を平治に収める断面台形状の口綾部をイiする.146･lLI7の口緑鰍 まや

やJ=向き､148･149の口練部はほぼ水平方向に開く｡146-148には口緑端部にヨコナデによる凹線状の

窪みがみられるが､日9には同様の窪みは認められないoL46-148の口綾部上Jdはヨコナデ､ナデによ

り平滑に仕上げる,lLlgの口綾部上面は平附Zxit味に仕上げているが､緩やかに窪んでいる.これは調整

の際に親指の脱でヨコナデを施したことに起因すると考えられる｡

150-156は138-149とは光なり､突桁を持たない淡の一群である｡150-】55は ｢くJの字状に屈曲し外

方に向かいFPlく口綾部を有するoT率なナデ調整を施し､その端部は面取りされ平滑気味にf｣上げられて

いる｡内外面ともにハケ目調

整を施す｡152の胴部は緩や

かではあるが張り出しが他と

比して強く球胴を呈する｡155

のロ綾部は150-】5Llと比して

附き角が大きく､外方に向か

い水平近くまで外反する｡わ

ずかな反りが認められ､その

断面形状には北部に向かって

穏やかに肥厚する傾向が茄取

できるoL56は水平にF淵く口

緑部と張りLuきずに底部に向

かい績やかに窄まる胴部を訟

形的特徴とする｡口綾部直下

に桁広の凹線状の淀みが周回

し､胴部位上位に明蹴∈な棲有

する｡】57の口綾部上面は1L19

と同様に緩やかに窪んでいる｡

158の胎土には砂粒および微

lI鮎 う み姓虞もJl好でLく ｣ _ _ _

焼き締まっている｡郡壁もや

やJPく特異な個体である｡ 第24図 B区包含層出土遺物実測図12(弥生土器､S=1/3)
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第25図 B区包含層出土遺物13(弥生土器.S=1/3)

164-168は底部の一括資料である｡L6Llは上げ底の底部であり､外面に-ケEl調整が見られる｡L65は

Jg_みのある平底の底部である｡底部外周級付近に指オサ工で調整 している｡L66の外周級はわずかに外

側-張り出しその端部を丸く収める｡調整は風化が我しく不明である｡167は発達した脚台状の底部で

屈曲部から外方へ直線的に立ち上がる.外周練に 】条の沈線を施す0168は外方に向かい直線的に開く

詐形を才jする｡底部のLP:みは比較的沖い｡風化が老しく調盤が判然としない｡

壷 (第26図､159-163.169･170)

L59-16Lは野繍lから口綾部にかけて緩やかなカープを描いて外反する器形的特徴を有する｡】59は胴

部からgJi部への変化点付近に2灸の沈線が巡る｡口唇部はヨコナデによるT率な調整が施され 1条の沈

親が施される｡160はは胴部から郡部の変化点に 】条の貼付け実子等芋を巡らす｡口唇部に凹線状の窪みが

周Lg]する.16】は口緑部外面直下に下垂する1条の貼付け突芥を巡らす複合口縁を有する｡】62･】63は

は立の胴部であるb162はk:i部分に櫛描き波状文を施す｡L63は直線的に外方にF淵き上が り､胴部の崩大

幅直下に2条の貼付け突桁が綿駆できる｡

169 170は底部の-持た料であるOともにやや上げ底気味の底部であるO

高坪 (第26Eg､171)

L71は師部と底部を失 うfN'J杯の脚部のみのYr料である.ほぼ直立する脚であるが､上方から下方に向

かってわずかにF消く｡裾部から底部-の変化点付近に円形の透か し穴を施す0
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第26図 B区包含層出土遺物実測図14(弥生土器､S=1/3)
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第3節 古代から中世の迫梢と迫物

t3区で検出された退職 まその大半が古代から中世に帰属する.主な迫梢としては､掘立楳姐物跡5棟､

紙状迫偶6条､道状迫偶2条､用紙溢3基､土坑益 】基､周紙状避柄 1基､二l一坑57基である.また､出

土造物の様相は9Lu-紀から16世二組代までの時期幅を呈するが､i出梢とのTil適から見ると9-12世二絶代に

追跡としての恥隆糊を見出すことができる｡

以下､個々の追捕 ･迫物について若干の脱明を加えるが､追捕相互の併存r英J係や供伴迫物などから椎

羨できる時期的rLLl題については邪V準で詳述することにする｡

1 遺構

堀立柱建物跡

1号掘立柱建物跡 (SBl､第28回)

ll9･】9グリッドで検出された3問×3F;jJのほぼ方形の平面プランを呈する形態的に特炎な組物跡

であり､その周朋に16基のピットが巡る｡

方形プランを偶成する柱穴跡の間隔は一定ではないが､12基の柱穴跡が対辺の柱穴跡と均整よく対略

して配置されているO柱穴跡の穀椴は上端長軸の測定値で平均約08mを測り､SH7を除いてほぼ円形

のプランを呈する｡また､SH2･SH4･SH5･SH8･SHLO･SHllの6去巨の柱穴跡は途中に三日月状

のテラスを有する2段ピットであることが確駆された｡

柱穴跡の埋土状況の観照では､12去⊆中8基で柱痕跡が確認されている.その8基の柱穴跡のうち6基

は2段ピットの柱穴跡である｡12益の仕穴跡は埋土的には大きな差異は認められなかったが､2段ピッ

トの桂穴跡で佳痕跡がよく残っているという観察鶴紫から考えれば､柱材の入れ替えや補修に際して生

じた形使差とも考えられる｡また､すべての心穴跡において根固め等の建築技法は認められず､頚仙御

地軽石屑を榔り抜き､その下屑のしまりのある安定した黒色土 (窮Vl屑)を基底とする｡柱痕跡周囲の

埋土は一様に固くしまっていた0

3FET】×3rli】の組物跡の周囲を巡る16進のピットについては､身舎を巡る四面庇を偶成する柱穴跡と詑

徹 していたが､北東〔隅Jtlと南西糾fflで枝穴跡を検出することができなかった｡このホ英から､(丑庇を偶

成する佳穴跡､(診巡 り廊下状の施設の東柱跡､③鮎括弧状に配'Bされた塀もし(は柵を梢成する柱穴跡､

という捉え方も考えられることから､庇以外の構造物が存在した可能性も指摘 しておきたい.

なお､身舎の柱穴跡からの出土i出物は埋土中に混在する土師老護の細ノキが大半であったが､SH4から

白磁碗lV粉の休部片と土師音詩杯の細片が出土している0

2号掘立柱建物跡 (SB2､第29回)

[8II9グリッドで検出された3間×5関の総柱放物跡である｡S131の西側に位'EL､主軸方位

た5枚V)僻立位組物跡V)中では尾大を的る｡

住穴跡の平均柱r糾ま､個々の迫柵の下端主中央を測点としてそのF;j】偏を引測すると約186mであるが､

実際には約14L1-212mのばらつきがあり､SH3-SH21の東西軸を境としてその北側の柱Fmが広くなっ

ている.その中でもSH1-6の硝北軸とSH14-24の繭北軸の比較において､SH3-6､SH2)-2LIまで

の柱rli】に対 し､SH1-3とSH19-21の柱穴跡の間隔が広くなる傾向が蹄若に認められる｡その理由は
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明確にはできないが､SH3-SH2】の東西軸以北については増床等の可能性も指摘できる｡また､梁の

方位軸から明らかにずれているSJI18 ･SH9 ISH11については来任として槻えられた桂跡と見ることも

でき､全体的な構成を勘案するとそのほかにも同様の役割を担 う侶跡が含まれていると考えられる｡

3号掘立柱建物跡 (SB3､第30図)

HlL l11グリッドを中心に検出された2rLり×3rEl】の総柱aZ物跡である.SB】の凍洲にやや離れて

位'Bするが､主軸方位N-58-WはSB】と同一主軸方位である｡

柱穴跡の配iEfを見るとSH7のみが桁の方位軸からわずかに振れている｡また､SH2-SHIOの東西軸

とSHt～SH9のj托西軸の桁方向の柱間はやや広めになっているなどの一部不均等な配'Bも見られるも

のの､全休的には均整のとれた桂穴の配置になっている0

4号掘立社建物跡 (SB4､第31B])

[9グリッドを中心に検出された l間 ×3間規模の組物跡であるoSB)の南側にイ立tBL､桁方向を主

軸とする方位はN-910-Wであり､S131の主軸方位とほぼ直交する位'B関係を保つo

僻略的に捉えるとSBlの東西軸とほぼ並立することから､規模的にはかなり小さいもののSlilの附

属建物という見方ができる｡

5号掘立柱建物跡 (sB5､第31Eg])

19 iJ9グリッドで検出された 2問×3間のほぼ方形プランを呈する放物跡である｡吏担物跡の南側

と西側で､南北方向にSHll～SH14 (総延長約62m)､東西の方向にSH14-SH19 (総延長約95m)の

おおよそし辛状に配された塀もしくは柵と考えられるビット列が検出されたO しかし､両側のビット列

がほぼ一定F汀目指を保っているのに対し西側のビット列はその間隔が不揃いである｡特にビット列のSH13

とSE一日Llの関は約376mと極端に広くなっていることから､両ピット問については相互のピットを迦拙

させずに開放空間であると想定 し､SHH～SHL3 (約265m)･SH14-SH19という2つのビット列とし

て捉えることが自然;であろう｡また､この鯉物跡の平面プランをSBlの対州 ii】の距P椎を 1として比較

してみると､SDI SB5- 1 087となりやや小振りながらも両追捕は比較的近い規模を有している

ことが分かる｡ 3附 ×3Ili】と2F汀】×3rli】という構造上の相異は地物の平面機規模に起因するものの､性

格的には似通った苦味をもつ姓物跡として考えてよいであろう｡

SBlからS155の 5棟の掘立柱姓物跡について､柱穴跡から普護種及び仰属年代が推定可能な迫物が出

上した追納はSBlのみであるo Lかし､柱穴跡や梢状追納の均l上をもとにした比較 -分類ではSBlか

らSB4の4枚がLPlit､SB5の 】糠が古代に帰属する追納と考えられる.

第6表 B区掘立柱建物跡計測値一覧 (古代 ･中世)

追捕祷ヰ;. 奴 偽 軒了行;HJ 数行(m) hjl.4(rrT) 備 考

SL31 N-5日-W 4.9LL 1.68 23.I ).0.1

SB2 3 】×5 】 N-4l-W 8_76 6.02 53.I )rLL6 総lj:畑物体

SE33 2 JX3 】 N-5●-ヽⅤ 5.98 3.49 20.9 I.71 総性旭物跡
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1号溝状遺構 (SEl.第27･33図)

LILOIII1Lグリッドで検出された避梢で､走向軸をN-820-Wにとる｡主監梢規模は検出範uFの巌大

値で総延長約138m､上地Ili】約138m､深さ約018mである.断面形状は逆台形を呈す｡追捕が検出さ

れたEIO･Ellグリッド付近は北から南に向かう緩やかな下り勾配であるが､iEi梢の底面はほぼ水平で

あった｡また､平拘な底面から迫的な憎格も考えられるが､調兼段階では明瞭な硬化Idh一等が確怒できな

かったことからi荘状迫梢との怒職でとどめておく｡

迫構内からは､J6-両よりわずかに上のレ-ルでよu色土昔話のTt.'J台付椀の底部片 (第60図375)と白磁碗

IV鞍の底部片 (未匡】化)が出土している0

2号溝状i副群 (SE2､第27･33･34･35匡】)

検出した6条の構跡の中では尾大の規模を祈るが､西端のG7//リッド付近は132乱により消失､南端

のM】0･MLlグリッドより先は調査区外のため全体像を確昏払するには至らなかったo

綿雪払できた範囲での総延長は約845mであるが､主なf削まLll･Mllグリッドとl-Ilo//リッドで緩やか

に2度方向を変え､(E-750-N)- (N-99-W)- (N-840-E)と走向軸を変化させる｡この

走行軸の変化は､迫牌が繭側の台地丘陵から派生した前述の尾根地形の西側裾に沿う形で設けられたこ

とに起因するものである.また､ 日0グリッドでは 日 1グリッドの方向に向けて緩やかな下り勾配とな

る約32mのT字状の分岐も細3,'cJ.されている｡

迫構内から出土した地物を第3Ll･35B)に示したOここではそれらの造物について群形 ･調整等の特徴

観察をもとに若干の鋭明を加える｡

なお､図化した迫物のうち底面付近で出土した迫物は184I189である｡

L72-175は土師音詩である｡L72･173は皿である｡L72は底部から外方に向かい直線的に立ち上がる器

形を話する.173は172と比してやや大きめの口径と肉JPの耶壁を有し,休部外面の下半分には回転ナデ

調整の9.号の明瞭な稜が幾丑にも放る.底部はともに-ラ切り離 しであるが､L72の底部には切り離 し後

の丁寧なナデ調整が施されている｡174は-ラ切り離 しの底部をイjする杯である｡口緑部から休部中位

を失 う資料である｡】75はロ綾部を失う高台付椀である.休部中位にijPJい屈曲が怨められるものの､外

方に向かい直線的に開く器形を有する｡休部同様に外方に向かい直線的に開くF])台は､その接地Jdを平

附に仕上げる0

176･177は過払土器である｡176の文字は完全ではないが r山｣と ｢水｣の合わせ文字 r米｣と判就

できる｡177は r水｣の文字の第4面目の終節部と考えられる0着旨種はともに土師鮎の杯である｡L78は

胴部内面の繊維圧新旭が明帆 こ残る布痕土器の口練熟である｡】79-】82は土師器憩の口緑部から胴部上

位にかけての資料である｡179は強く外反する口綾部内面から胴部-の屈曲部に明瞭な稜を有 し､胴部

中位が弱く球状に張 り出す雛形を想定できる.]註大径は口綾部にあると考えられる｡180は179と比して

内所Jの俊V)明瞭さに欠けるが群形的にはより外方にLJnく張り出す器形になると考えられる｡181I182は

外反する口綾部から胴部-の屈曲部以下を失う資料であるが､友娃存する胴部の形状から外方にさほど張

り出さず直線的な胴部になると考えられることから鉢の可能性も指摘できる｡

183-186は邪恋郡の婆である.183-185は外反 しながら外方へと閃く直口緑と荊部に]註大径を有する

詐形的特徴を北端する｡また､器東面謝盤の観照では外面に格子 Elタタキ (183) ･平行タタキ (18LI･
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185)という相異があるが､内面には郡部からJTf部にかけて同心円当て具痕､それ以下に平行当て只痕

が詑められ､当て只を使い分けていることも共通している.)86はL83-L85に比して大JBの境であり､

外方に緩い角度で開く受け口状の屈曲した口綾部を有する｡器表面調整としては外面に平行タタキ､内

面には新都から胴部中位までに同心円当て具痕､それ以下に平行当て具痕が妓る｡当てlj,痕は調整後に

ナデ消され比較的滑らかな甜袈面に調整 している｡訟形的には冒刻切の個体としては長胴である｡

L87-192は貿易陶磁である.187-189は越Jll群系轄礎の椀である｡ 3点とも大事府分類の l-18類に

相当する.190-192は白磁の椀である｡ 190はXT類の底部である｡鮒調は淡い水色を呈 し､調整も丁寧

で端正な作りである｡Ⅰ91はV-la頬の口綾部､192は】Ⅴ一La類の底部に相当する｡

3号溝状遺構 (sE2､第27･33回)

J8グリyドで検出した総延長は約105m､走向軸をN-8Llo-Eにとる追捕である｡調査区内のJ

9//リッドとの境界付近でSGlを切った後は不明瞭となるが､｣7グリッドより先に追捕が残存 して

いることは確実である｡1Fi一層のLlB旦土はSE2に近似し､土師器細片がわずかに混在 していた｡

4号溝状遺構 (sE4､第27 32･33 36Eg])

走向軸をほぼ南北軸に近いN130-Eにとる椛跡で､ET7- ∫7の5つのグリッドにまたがり検出

された迫鱗である｡総延長約365mは良さではSl三2に次ぐ追納規模であるが､柵幅は検出時の上矧1円で

応大約288mと6条の梢跡の中では応も広い｡

断而形状は逆台形状を去巨木とするが､上方で一度角度を変え外方に向け大きく閃く｡この角度変化に

ついては､埋土観察の結果から第 1屑と節 2眉の屑非が比較的平坦になっていたこと､節 1屑がそれ以

下の堆機屑と比べて短時Ili】に埋め戻されたような状況が恕められることから､逆台形状のレ-ルまで埋

没した後も時期を隔てて再度機能していた可能性がある｡その際､紙幅の拡幅が行われたことも考えら

れ､瓶の壁面が当初から ｢く｣の字状の角度変化を有していたかについてはf:,]及できない｡

耶32図はJ7グリッドで検出された追捕の一部である｡触り鎖すことによって造り出された階段状の

施設と左右対称に位JHする2進のピットが検出されているO梢跡の底面は基本層序の郡VI層に相当する

去Ilt色土を益底とするが､この範囲についてはそのレ-ルまで頼 り下げずにあらかじめ触 り鎖 して削り出

したと考えられる｡ したがって､当初からこの場所にこのような施設を殻fbLする捕憩をもってtfYの桝削

第32回 B区4号溝状遺構実測図 (部分､S=1/40)
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が進められたと考えるのが妥当であり､同時性を指摘できる城東柱組物跡等を含めた位て正的な関係も視

野に入れて検肘する必要がある｡また､追捕の底面は通路として機能していたことも考えられたが､硬

化面等の痕跡は検出されず､底面の傾斜が 17グリッドのこの門跡と考えられる追捕を境にして硝北方

向-と緩やかな下り勾配となっていたことが確詑された｡

なお､この階段状の施設についての考索は荊Ⅵ帝を参照されたい｡

追捕内から出土した迫物を節36図に示 した｡ここではそれらの迫物について訟形 ･調整等の特徴観祭

をもとに若干の鋭明を加える｡

なお､図化 した迫物のうち底面付近で出土した迫物は2日の白磁片が 1点である｡

193-201は土師若芽である0193は脚台付JTrLの脚部である｡内外面ともに調整は丁寧である｡194-】96

は坪である｡195は円躯状の底部から一度外側-解り出し外方へと立ち上がる｡196はやや張り出した底

部側線に回転ナデでT率に調整した跡が認められる｡ともに-ラ切り離しの底部を布する｡L97･L98は

円盤状t])台椀である｡】97は安定した底部から緩やかに膨らみながら立ち上がり､口綾部付近でわずか

に外反する｡520の緑軸陶邪の椀に近似した器形を呈する｡198は円触状の底部の周縁に-ラ切り離し後

に粗くナデ上げた痕跡が妓る｡休部の調整に比して底部の調整が粗い｡199は高台付塊の底部である｡

やや淡い角度で外方-と開く休部と接地面を平附にナデで仕上げた7.17台をイjする｡200 201は-fllf色土邪

であり､雑種はともにT的台付塊である.201はやや退化傾向にある低い砧台を有する.

202-204は出郡士邪である｡202･204にむかれた文字は ｢淡｣と判読できるが､203 205の出郡は文

字と駆職できるが判然としない.

206-209は節恵那である｡206I207は械瓶であり､調整等から同一個体と考えられる｡胴部は両端那

平滑面にならず楕円状になる｡器炎面は外Idを格子Elタタキで調整し､内面には同心円当て只痕が認め

られるが内面の当て具痕は解表面調整時にナデ消されている｡208は壷のロ綾部と胴部を失 う資料であ

る｡器東面は外面を平行タタキで調整､内面には同心円当て只痕と指オサエ痕も部分的に認められる｡

受け口状の口緑部と平底を有すると考えられる.209はLPlit須恵音詩のF.好鉢であり､内面には6粂 】中位

の幡Elが認められる｡外面をT率なナデ､内面を-ケメにより調整する｡肥後系の個体か｡

210-213は陶磁9.%である.210は貿易陶磁の陶製壷で糾調は帽緑炎色を呈する｡肩部に横方向の四耳

を有する耳立V類に相当する｡211･2L2は白磁碗】V類に相当する02日は底部内面に有する段の特徴か

らIV-1b頬にFEl当する0212の玉緑口緑は断i7iLがシャープな三JllJri状を呈する｡器壁が比較的砕く､口綾

部外面の玉緑直下には器波面調整による凹線状の窪みが認められる｡2】3は元未明初のアラ-スク文様

を描いた脊花腕である｡呉豹は深い脊みを帯びた美 しいコバル ト色を呈す｡

5号溝状遺構 (SE5､第27･33回)

K875､らKIOプリyドで東西方向にE-7o-Nの走向軸を保ち検出された.検出できた範囲で総延

長約162m､]il大幅は約095mである.迫梢哩土中には土師邪の細片がわずかに混在 した程度で時期を

神道する遁物は砕認できなかったoBJi土的にはSE2に近似することから古代V)退偶と考えられる｡

6号溝状遺構 (SE6､第27･33図)

JIOプリyドで検出された走向軸をE-loo-Nに保つ極めて小規模な迫梢である｡規模的には検出
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rLr-＼1抽了をわずか含む.

qi砂.

｣型

_-二..｣

l 射払色土 (HL叩25Y2/L) し*りがなく●こらかい Kr-＼1f正了を全体的にわーrかに.

2 桝他色J:(HLKl0YR2/L) 1に似るがやヤ他色をdfぴ トJ-ll相子の別人岬がAい.

3 Tli他色J:(HLN225Y2/L) 1にRt以するが Kr＼1柑 TのiFt人岬が tに化して爪い.

LI かCLL HLN'75YRl7/)) Krl1位 /女ほとんど介付しILい軟骨.Iである.

LT.lJ...ll.

5 淋私色J_(HLN･25YFと3/L) Kr-＼1托 Tが多く搬入している.軟TJである.

6 射払色土 (HL叩25Y3/L) は<しまっていろ.全作的にkr-＼1杓了i:含む(

7 1什オリ-プMl色 l (HLN225Ya/3) 全休的にKr lゝ柑 fを乍tpが Kr＼川上イのお人

1上り他い.

8 岨オリ-プ†8色 l (HLN'2511/L) Krl1位 /の恥入仰がれい.

SE5

- -＼-⊥-/~ 亨E五色 k (Hd O,m′2, ;-bL:nL -I .㍗ - Lに

SE伝

- ~ ーここ=r

-1m

第33図 B区溝状遺構哩土状況実測図 (古代 ･中世､S=1/40)
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て=コ 二二三プ 宅喜言 ≡ヲ ＼て∃=:ク ＼ 占 或

軒蟹:72 感174

I･:＼l

第34図 B区2号溝状遺構出土遺物実測図1 (古代.S=1/3.183-185はS=1/5)
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第35図 B区2号溝状遺構出土遺物実測図2 (古代､186はS=1/5､187-192はl/3)
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豊 慧 撃5惨謬 6

0 10 ZOc山 0 10cm
ヒ ニ = エ===d ========= ヒ=コ=ここ=ヒ=

(206-208) (193-205､209-213)

第36図 B区4号溝状遺構出土遺物実測図 (古代､S=1/3､206-208はS=1/5)
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道状遺構

1号道状遺構 (SGl､第37図)

J8IK811グリッドで検出された迫梢である.走向軸をN-350-Eにとり､緩やかなカ-プを細

く｡平均で約055m幅の連続する明瞭な硬化面を確総できた｡SE3に一部を切られることから同迫梢に

先行する古代の追捕であると考えられる｡追捕埋土中には土師老謹細片が混在 していた｡

2号道状遺構 (SG2､第37図)

ML6グリッドで検出された14益のごく浅いピットが連続する追捕である｡ E-120-Sの走向軸を保

ち､洩水が生じた谷地形の傾斜に直交し約99の勾配で下っていた｡ピットの底Jdには暗赤褐色を呈す

部分的な硬化面が語玖められたo迫梢埋土中にはSGtと同様に土師署旨細片が混在する稗度であった｡

- 1∴ :. ∴ ･

L 二

第37図 B区 1号 12号道状遺構実測図 (古代 ･中世､S=l/30)
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周溝董

土塀とその周tEFlに巡る楕円形周flYLの組み合わせを立ち木プランとする追捕である｡検出された3進の追

捕はすべて南側の台地丘陵から派生した弱い尾根地形の北側及び束側に位置 していた｡尾根地形を空Fm

の境界として利用 し､槻立柱組物跡や粥状逝梢が検出された尾根地形西側の空rli】と明らかに隔絶しよう

とした昔職が働いていたと考えられる.

なお､各追捕の規模等の詳細は第7丑至を参帽されたい｡

1号周溝墓 (SMl.第38図)

切り合い関係がなく､3基の周消去の中では唯一完全な形で検出された迫梢である(.周梢と土塀の主

軸にはやや相邦があるが､土塀の主軸を追捕としての主軸として考えるのが妥当であろう｡土塀は隅九

位九IF2プランであるが､南東側の一辺がその対辺よりやや長桝 こなっている｡

土塀内からはその底面直上で底部を失 う約1/2個体の土師器競 (第41図､2)4)が出土 した｡迫物の位

'Blま被葬者の頭部付近と考えられ､放りの破片が土城内から出土 しなかったことから約1/2個体の幾が

仇として使用された可能性を指摘できる｡

も ､ sMl

b

｢ 訂 ~~｢蓮㌻~｢雫-

第38図 B区 1号周溝墓実測図 (古代､S=1/40)
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2号周溝墓 (sM2.第39図)

1号J̀別段茄と比べてやや細長い長楕円形の周隅を有する｡一部を後世の佼乱土坑に切られていたが全

体のプランは明瞭に把握できる｡やや不老形な中火の土塀と用紙の主軸は揃っており､全体としては均

整のとれた追捕である｡ しかし､拡木屑序の窮11la眉の黒色土と出隅埋土の黒色土が近似しており､そ

の判別が遅れたため本来の掘り込み レ-ルより下位での検出となった｡

なお､土塀及び周71掟の埋土には土師器の細片が混在していたが副葬品として詑織できる迫物は確認で

きなかった｡

sM2 ℃ でl

第39回 B区2号周溝墓実測図 (古代.S=1/40)

第7表 周溝墓測定値一覧 (古代)

検 出 位 置 9 ドll L15.M15

上 塀 1蔓 佃 .75 1.47 1.74短 軸 .65 0.5▲】 0.83

一票 さ ー28 0.12 0.26

H fキ 外接 戊拙作 3 6 3.38 1.08

短軸1 266 2.26 2.92

内縁深 戊軸1 232 2.35 2.98



3号周溝墓 (sM3.第40図)

1号 ･2fl周構益と一雄れた尾根地形東側で検出された｡同追捕の検出によりJ7il辺に益城が広がる可能

性が考えられたことから､放似する出隅の検出に努めたが3号用ilTl益は蝉独で存在していた.

逝梢は3益の周ナ1%‡の中で尾大の規模を萌し､周梢外線の良軸が4mを超える｡また､周梢と土鳩は

ともに後世の追捕に切られていたが均整のとれた全体プランを確捻できた｡土塀のプランは隅丸の長方

形で､被非省の頭部側になると考えられる位位の57-g.HTr近に土師昔護の高台付塊 (節ll)図､215)が副群

されていた.やや退化傾向にある低く幅の狭い高台を有し､昔泣虫面は内外ともに榊らかで､密にミガキ

を施 していたと考えられるが上Ii位は判然としないol.11色土昔話̂ 難である387(第59回)と近似する砦護形

を萌し､時期的に併行する個体と考えられる｡また､周将の埋土内からは216の土師器の鉢が出土して

いる｡ レ-ル的にはJ̀別席の底IdrLからやや浮いた状態であった｡

...

.'J
I
い

A

.∫

.
I

..
I.t

-
-

~頂 =｢ .特 出ノ 宵 一 法 た ま m

桝色J (IILqll()YF†2/1) Kr-ゝlの1-人のI立Tを多く介tE.
那erl (‖LJCl()＼R2/】) KrMの1-3■人の粒イを汝itに告tl.
黙色 L川LN'10YR2/J) Kr-ゝlの5■#億の粒fを全作的に含tp.

界色l HLJC75YFW ]) Kr 1ゝの l～5■大の仲Tを全仏的に*tr.
淋色J (IILNll()Yl†2/1) 朴IIト位にKr-＼tの3-5-人の性Tが^ Vに加1生.

水色上 (‖LLCl()YF†2/1) kr-11のiI奴をごくわずかに含tl.

(HLN175YFだ/)) Kr-11の 1-人の性fi:20%松Lt令tT.

(LILJC75＼FW )) Kr＼1の1-2■大の粒 fが全体的にiu人,

(HLN'75YR2/)) Kr＼1の3-15■,tの位/を20%推tr含L･.

(LILJC75＼FW )) Kr＼1の■粒をごくわずかに*tl.kL成的には6と川甘.

(HLN1101Fq/1) Kr-11の l-5-火のはTと小プFJプクをわずかに介tT.

(HLNllOYT柁/1) kr-＼1の 2■人の帖丁をわずかに含む.

日1LN110YT招/H Kr-＼1の2-5-人のtZfを30%松Lt含む.

第40図 B区3号周溝墓実測図 (古代､S=1/40)
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第41回 B区周溝墓出土遺物実測図 (SM1 214､sM3 215･216､古代､S=1/3)

周溝状遺構

1号周溝状遺構 (sLl､第42図) SLl

D7グリッドで検出された追捕でありt主軸方位を

N-3lo-Eにとる｡

同グリッド周辺は削三拝が我しく､検出面は発払御池

軽石の椎機層がほぼ挺出している状況であったOさら

に複数のピットと後L叶の操乱にり)られ追捕は部分的に

消失していた｡

検出時点では周構墓の土塀が削平で消失 したとも考

えられたが､検出したJ訓祥墓の⊥蛾は3基とも用手符よ

りさらに低いレ-ルを底面としていたことから土塀は

存在しないと判断 した｡また､追捕プランから弥生時

代に帰属する追捕の可徳竹三も考えられたが､埋土中か

ら古代の答i恵器､土師音詩の細片が出土したことから官亥

期の周椛状避柵と馳走した｡

避梢規模はいずれも)'註大仏で､で周溝外縁U)長軸約

383m､短軸約25m (推定)､内線の長軸約282m､

短軸約164mである｡

-9】-

第42図 B区1号周溝状遺構実測図
(古代､S=1/40)



土坑墓

1号土坑墓 (SDl､第43図)

J9グリッドで検出された中世の遺構であり､主軸方位をほぼ座標北にとるC遺構規模はいずれも検

出時の最大値で､長軸約2.27m､短軸約1.07m､深さ0.38mである｡平面プランは不整形な隅丸の長方

形であり､断面形状は逆台形を呈す｡遺構は南東の隅角付近を後世の土坑に一部切られていたが､全体

のプランは明瞭に把握できる｡

追構内からは副葬品である土師器皿 2点 (217･218)､白磁碗 1点 (219)､刀子 2本 (220･221)が

ほぼ一箇所に集中した状態で出土した｡おそらく迫物が集中していたこの付近が被葬者の頭部から肩部

付近に相当する位置と考えられる｡

出土した遺物の出土状況の観察では､220の刀子が白磁椀の下に､221の刀子が217の土師器皿の下に

なる位置関係を保っていたOまた､220の刀子は白磁碗の底部に接 し､その切先が上方に持ち上がった

状態で出土した｡埋葬時点で刀子の上にこれらの遺物を添え置きしたとは考えにくく､この状況からし

て刀子以外は棺蓋上に置かれた棺外副葬であり､一定の時間が経過 した後に棺蓋が腐食 し副葬品が落下

した状況を呈していたと考えられる｡

217は-ラ切り離 しの後にナデを施 した底部を有し､部分的に板目の圧痕が認められる｡また､底部

内面中央のごく狭い敢闘にナデを施 し凹凸を成形 している｡218は糸切 り離しの底部を有する｡底部外

面以外の調整はすべて回転ナデである｡底部内面に有する平坦な段は217と同様に成形時の凹凸を平滑

にした際にできたと考えられる0219は肥厚 した玉縁の口綾部と底部内面に1条の沈線を有する岩形的

特徴から白磁碗Ⅳ-1a類に相当する完形の個体である｡

220･221は刀子であるC220はその切先が失われているが､その欠損部分付近には布の付着が認めら

れる (下写真参照)C残存する刃部の曲線からカマス切先の形状であったと考えられる｡軟X線で確認

したが茎の目釘穴は判然としなかった｡221は茎の端部を失 うがほぼ完全な状態で出土した｡茎を中心

に木質の遣存が認められた｡

なお､2本の刀子の大きさは残存する計測値で以下のとおりである｡

220:最大長約15.8cm/最大幅約0.4cTn/重丑約31.2g

221:最大長約18.3cm/最大幅約0.3cm/歪塩約39.6g

上 :刀子 (220)

写真の円内に和が付着している｡

右 :刀子に付着した布の拡大写真

平織りの布は､細い繊維から紡がれた糸で織られて

いる｡糸および刀子のもつ光沢は処理に用いた薬品

によるものである｡
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IfFオリ-プ他色J (IILC25Y3/3)
iq池FHlの投了を多く缶み Qくしまって

いる.拝しQ.
Al粕CL上 (‖LH!25Y3/】)

t t lIIH̀ K;lljと.上.†▲lL.plLl.
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第43図 B区1号土坑墓 (S=l/20)及び遺構内出土遺物実測図 (217-219はS=1/3､220･221はS=1/2､中世)
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土坑 (sc､第8表､第44図)

13区では78基の士坑を検出したが､完掘時の士坑形状や埋士状況の観察砧兆から樹枝等の可能性が高

い迫梢を排除し57基を土坑として認定した｡そのうち迫構内から器櫛等が判別できる迫物が出土した4

鉱を除いては追捕のW,属時期まで言及できない｡ しかし､出物が出土した4益の追捕1壁土を-つの判断

基月毎とすると概ねJ0- 12世代の時期幅に収まると考えられる｡

57基について概観すると規模的には長軸の平均他が約118m であり､全体的には 】nl前後規模の迫梢

が大半を占める｡長軸が 2m を超えるSC ) ･SC40のような大型の土坑も2去⊆検出されてはいるが､長

軸が】5m を越える規模の退場は全体の約 123% 松度に過ぎないo

追捕プランとしては円形 ･楕円形 ･隅丸長方形などが認められるが､それ以外の不整形な形状の土坑

がまた､長軸の伯を短軸の他で除した形状比の平均値は139であり､数値上からは長軸が短軸をやや上

回る楕円形もしくはそれに判室じるプランが主となる傾向を示す｡ しかし､先述 した不整形なプランも含

めた平均伯であり､追跡内で検出された土坑のプランにおける相対的な傾向を反映するものではない｡

57基の土坑の分布は､谷地形や793水点が検出されたD2地点が地形的な制約を受け希非であったこと､

C9グリッド付近でやや鮭(1コする範囲があったことが確認できた. しかし､C9グリッド付近で姓申し

て検出された土坑にプラン的にJI,通性はなく､あわせて意B:】的な配位状況も覇取できないO

第8表 土坑計測値一覧 (古代 .中世)

SCIk 艮仙(rn) 短仙ill-i 深 さ;HJ 形状比 備 考 SCrh &*b(∩) 虹仙(m) 深 さ;HJ I㌧lllt 怖 々

1 2.29 ).Lは Or28 1_55 3l I.01 Or9.1 0.35 l.07

2 ;H 0.97 0_3) 1.14 32 0.87 0.79 0.18 l.】0

3 1.48 0.79 0.l7 1.87 33 0.9′】 0.77 0.18 l.22

4 1.3l I.l2 0.l9 1.17 34 I.l9 0ー84 0.28 l.42

5 0.98 0.97 0一日 】.0】 35 0.91 0.76 0.27 l.20

6 1.09 0.6ー1 Or28 1.70 36 1.29 1.03 0.63 l.25

7 I.45 0.91 0.21 1.59 37 0.96 0.93 0.35 LOB

8 0.9Lt 0.72 0_23 1.3】 38 0.65 0.35 0.12 L.86

9 I.l6 0.7,I 0.33 I.57 39 ).61 0.77 0.,日 2.09

】0 0.9Lt 0.7.I 0.29 1.27 40 2.57 1.28 0.3】 2.01

日 1.03 0.78 0.32 1.32 4l 1.l5 1.0) 0,16 L]4 柿

)2 0.83 0.7′】 0ー28 1.12 42 ).25 0ー99 0_3】 l.26

‖ 1.53 0.98 1.03 1.56 43 ).32 0.9,I 0.25 L.,lO

)4 I.23 0.69 0.21 1.78 4LL ).LO 1.02 0.2】 L.08

】5 1.15 0.63 0.l3 1.83 45 ).27 1.L7 0.3) l.09

ー6 0.8L 0.71 0_l3 1,ll 46 1.29 1.L2 0.22 L]5

】7 1.18 ).06 0_l6 ll 47 】.06 1ー02 0.26 L.04

】8 1.26 0.98 0_4,I 1.29 48 ).41 1.25 0.25 l.】3

】9 0.79 0.75 0.l9 1.05 49 0.78 0.77 0.16 l.01

20 0.98 0.86 0ー柑 1.14 50 ).28 1｣5 0.17 l日

2l 0.93 0.73 0｣7 】.27 5l I.62 0.66 0.19 2.45

22 0.64 0.61 0_22 1.05 52 1.01 0_59 0.36 L7)

23 1.22 ).08 0ー33 1.13 53 ).38 0ー62 0.34 2.23

2LL 1.2l 0.77 0ー32 1_57 54 0.79 0.76 0.22 l.04

25 I.lO 0.86 0.22 l.28 55 LL5 0.95 0.25 L2l

26 1.OL 0.77 0.l8 1.3) 坪 56 ).05 1.02 0.日 LOB

27 0.99 0.86 0_l7 1,15 柿 .鉢 57 1.LL6 Or51 0.23 2.70

28 1.59 】.03 0_66 1_5∫】

29 1.6l 0.80 0.28 2.0】

30 1.12 1.02 0_22 1.10
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第44図 B区土坑実測図 (SC7･26･27･29･30･41･51･56･57､古代 ･中世､S=1/30)
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迫構内から出土した図化に耐えうる造物 7点を窮LI6図に示した.このほかの土坑のFIR土にも土師器の

細片等が混在していたが訟稀等の判別が可能な個体はわずかであった｡

222-226は土師者賢の坪である｡このうち222-224の3点はSC26(第LILl園)から出土 した一括資料で

ある｡迫梢内のほぼ同じ位芯でこの3点の迫掛 ま確認されたが､完形に街元できる個体はない｡

3点の迫物のうち222･223の2点は糸切り底である｡224の底部は切り離しの椴をナデ1日しているが､

-ラ切り離 しによるものと考えられる｡222はやや内原の底部から上方に向かい鋭く立ち上がる昔詩形を

有する｡223は222と比して休部の立ち上がりのJll度はやや緩くなるが､口径と底径の大きさは近似する｡

22LIは体部体熱の横が明脱であり､外方に向かい鋭くFA(砦話形を有する｡調整は内外面ともにT率であ

る0225はSCdlから出土した完形の佃休であり､-ラ切り離 しの痕が明帆 こ成る｡口緑部の歪みは焼成

による影響も多少受けているが成形段階によるところが大きいと考えられる｡226は楕円形を呈する-

ラ切り底を有する(.底部内Jdには底部外面を平田に仕上げる際のナデが明脈に放り､外面にはその際に

敷いていたと考えられる板目の圧痕が残る｡SC27から出土0227は土師器の鉢である.SC27から出土｡

口緑が外反 し､胴部の破断面から下位は破やかに内側へと収束する群形が想定できることから鉢と考え

る｡胴部内fErにはケズリによる調整が認められる.228は白磁碗】lT類の底部である.SC27から出土｡破

折した個体の底部周縁を打ち欠き円触状にJ)ll=している｡使用 目的は不明O

- .___ ー ‥ ll~｢~丁~ー

断 簡 224

p･一 {~ -■■■

'･･誓芦.～望
p w ■■-I

lIt

一 ㌦

第45匡】 B区土坑内出土遺物実,RIJ図 (古代 ･中世､S=1/3)
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2 遺物

層位的には益木屑序における節II]a屑が9世紀代後半から12世紀代を中心とする古代 ･中世の迫物包

含屑である｡造物の包含状況としては同眉中の中位 レ-ルにその大半が姓申し､避俄検出面となる第

ulb屑に近づくにつれて希沖となる｡出土 したおもな出物としては､土師器 (杯 ･椀 ･高台付椀 ･競)､

塾空き土F.?(杯 ･高台付椀)､古代邪恋訟 (境 ･壷 ･横軸)､中世邪恋訟(北橘系但鉢)､国産陶器 (灰軸 ･

緑軸)､貿易陶磁器 (白蔽 ･青磁 ･i!l'花 ･褐軸陶訟)､村石剖石鍋､石敷鈴虫などがあげられる｡

なお､迫物の分布状況としては､次の5つの地中区が怒められた (P43･44､邦2区卜参照)｡

第 1集中区 (E7･E8･F7･F8グリッド付近)

古代の土師器､須恵丑旨､陶磁器 (越州銀系符磁)が数多く出土 したo地形的には西から東に向かって

標高約1532-】540m附で平均斜度約110 の下り勾配となる斜面から標高約1532mの平坦な地形に変化

する付近であるoこの地形は調査3tYj-手時点では埋没した状態であったため､その旧地形を検出する過樺

の埋土中に多忘との迫物が混在する状況であった｡

なお､B区で出土 した越JJH無系脊磁腕については､この兆中区においてその大半が確認されているO

第 2集中区 (HBグリッド付近)

Mllグリッドから緩やかに西方向-と展F消するごく弱い谷地形の北部付近に位挺するO古代の土師邪

が中心であり､特に布痕土器の出土はこの付近にほぼ限られていた. 2号紙状迫梢 〔Sl:2､苗代)の端

部付近とも茄なり､周囲と比較して原詩.WJにも低い範朋であるO

第3集中区 (EIO･EH Fllグリッド付近)

古代の2ぢJ剛Jq義‡(SM2)が検出された付近である.朋禿区内ではそれほど明瞭ではないが､この付

近から束北東Tに向かって開qrによる谷地J杉が開放していく基点付近に当たる｡昨今の地形改変によりこ

の谷地形は埋め立てられ宅地の一部となっているが､かなり急な傾斜を布する谷地形であったことが刑

禿区外の現地形から判断できる｡この範用からは雛半F土器が多く出土した｡

第4集中区 (J12グリッド付近)

中世の3ぢ伽立柱組物跡 (sB3)が検出された付近である.先述した古代の2ぢi推状迫偶 (SE2)の

東側縁辺に沿って点々と迫物の触中が見られた.ST三2の検出に至るまでの包含屑LPから出土した迫物で

あり､中iitの白磁碗lV･V頬を中心とするその迫物構成は第 1-3弘中区とは様相が炎なる｡

第5集中区 (H15グリッド付近)

1g3水が生じたD2地点の谷地形の斜面で検出された地中区であり､出土した迫物の帰属年代は邦4地

中区と同じであるb しかし､調査区南側の低丘陵裾部から派生する弱い舌状の尾根地形の北側に位'Bす

るこの周辺に追捕は存在せず､廃棄等による人弟的弊園からJ;)所的に弘中する状7兄を呈 したと考えるの

が妥当であろう｡

以上が迫物の炎中が見られた範囲の概嬰であるが､全体的にみると調査区内で大きく弧を柵く2号椛

状避梢の内tRHに造物分布範囲は偏併し､調査区南側u)低丘陵裾都から派生する弱い舌状V)足根地形の北

側及び複雑な谷地形を検出したD2地点は迫物が希音符であったOこのことから苗代から中世にかけての

生活空間が地形的制約を大きく受けていたことが分かるが､重吉を返せばこの地形を有効に活用し､柵等

の迫梢を所々に配置することによって巧みに区画 していたと考えることもできる｡
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第47図 B区古代 ･中世の主要遺物分布状況2 (部分.S=1/200､1grld辛 10mxlOm)

-99-



Ⅰ6 ロ 斗

第48回 B区古代 ･中世の主要遺物分布状況3 (部分､S=1/200､1grld⇒ 10rnxlOm)
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第49回 B区古代 ･中世の主要遺物分布状況4 (部分､S=1/200､1grld⇒ 10rnxlOm)
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第50図 B区主要遺構 ･遺物分布図 (部分､古代 ･中世､S=1/400)
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包含層からの出土遺物

追捕に伴わず包含屑から出土した迫物を邦5L～74図に示した｡以下､出土した迫物についてF.?郁 ごと

に放別 し若干の説明を加える｡

なお､個々の出物の詳細については出物観舞表及び計測表を参照されたい｡

土師器 (第51.-58図.229.-299)

皿 (第5ト-52図_229-253)

229は休部にわずかな膨らみを打し､ロ繰端部を尖り気味に鋭く仕上げる｡230･23】は外方に向か

い直線的にr朔く体熱を有し､口綾部直下で弱く屈曲が認められる｡口緑E:.ht部は229と同様に鋭く仕上

げる｡232-238は口縁端部に認められるわずかな肥JPと弱い外反傾向を特徴とし､-ラ91り底の底部

は､やや神事の個体と比較的厚みを有する個体に分かれる｡239-2L12は直線的にF淵く比較的厚みのあ

る休部を有する(.底部内Jdから休部内面-の変化点がやや唆妹である｡213-217は口線描胤 を丸く収

め､休部の厚みがほぼ均一である｡248･249は体熱が弱く膨らみ､緩やかに上方に立ち上がる器形を

有する0229-249の底部はすべて-ラ切り底である｡

250-253は糸切り底の底部を有する個体である｡252の休部下位には回転ナデにより生じた接が掛

野に煉る｡糸切り底の底部を布する個体が全附 こ占める割合は低い｡

高台付皿 (第52図.254-256)

254は外方に向かい緩い角度で直線的に閃く休部を有 し､口緑端部を丸く収める｡底部内面はT率

なナデにより平滑に仕上げる.休部はほぼ均一な厚みを和し､内外両ともに回転ナデによる1-寧な調

整を施す.安定した高台端部は接地面付近でごくわずかに外反する｡255･256は平滑に成形された底

部内面に和日の圧痕が認められる｡

脚台付皿 (第52図.257)

脚部の資料である｡調整は内外面ともに丁寧な回転ナデである｡255-257と比して高さを萌し､接

地面に向けて緩やかに広がる充実した脚部を有することから脚台付皿として分類した｡

坪 (第53-55図､258-299)

258-264は弱い円盤状の底部から外方に向かいr淵く休部と底部から休部へ変化点付近に告さめられる

外音詩Jdの弱い屈曲を特徴とする.休部には､中位が弱く膨らむもの (258･259･260･262･263)と

JG線的に外方に捌くもの (26】 264)がある｡258･259は法出的に他と比して小さく､調整が丁寧で

ある｡底部はすべて-ラ切り底である｡

265･266は安定 した底部から外方に向かいやや立ち気味に開く器形を有し､休部下位には弱い膨ら

みがyL.ytめられる(.休部の立ち上がりが他と比してわずかに強くお前も市い｡底部は-ラ切り放0

267-269は群形的には258 259と近似するO底径がやや小さく休部の立ち上がりもやや緩やかであ

る｡267は外器面の調整がT率であり､成形時に生 じた休部外面の稜をLgJ転ナデにより1FLiLている｡

群市に茄Elすると265I266と比してやや市めである｡

270-276は15cm前後の口径を有する杯である｡底部外Jdiに見られる成形時の回転台からの切り離し

娘は､270-273が-ラ切り､274-276が糸切りである｡270は口綾部に歪みが見られるが､成形時の

調整はT率であり歪みは焼成によるものと考えられる｡底部外耐 こはその内面をナデにより調整 した

際の抑圧によると考えられる板El圧痕が妓る｡271は法論的に応もノトさく､外力に向かい比較的淡い
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第51図 B区包含層出土遺物実測図15(古代 ･中世､S=1/3)
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第52図 B区包含層出土遺物実測図16(古代 ･中世､S=1/3)

角度でF消く器壁の厚い休部を布する.底部の周縁までT率な回柾ナデにより調整を施 している｡272

は26JJ;土坑 (sC26)から出土した杯 (224)に近似する｡224と比べて底径がややノトさいが-ラgJり

離しの痕をナデ消す等の調整は共通する｡273は底部から一度側方に向かって開いたあと､緩やかな

カープを描きながら立ち上がる器形を有する｡274I275は広く確保した底部から立ち気味に上方に向

かう体熱を有する.署Ii表面はくすんだ灰l炎色を呈す.276はやや上げ底気味の底部であるが､取り上

げもしくは焼成前乾燥段階に生じた形状であり､意図的成形によるものではないと考える.

277-299はロ綾部から体熱と底部の一括資料である｡277は267-269､278は265I266に類する口綾

部である.279は破断面付近に休部から底部への変化点が認められこと､推定口径がやや大きめであ

ることから270-276に類する】5cm前後の口径を打する杯と考えられる｡280-297の底部片は､その砦詩

形的特徴から280 28)が258-26Ll､282 283が265I266､284-29LIが267-269､295-297が270-276

に類する.298は老詩形から杯として分類 したが本来は高台付塊の底部である｡早い段階で貼 り付けた

市台が剥離 したと考えられ､その剥離Jdを調整 した1戊跡が昏巳められる｡299は糸切り底を布する底部

片である.焼成が艮好であり硬く炊き締まっているo
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第53図 B区包含層出土遺物実測図17(古代 ･中世､S=1/3)
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第54図 B区包含層出土遺物実測図18(古代 ･中世､S=1/3)
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第55回 B区包含層出土遺物実測図19(古代 ･中世､S=1/3)

円盤状高台椀 (第56図.300-316)

300 301は底径が 5cm程度の底部を有 し､外方に向かい直線的に附く器形を有する｡302-304は底径

が7cm弱の安定した底部を毛する｡302はロ綾部がわずかに外反 し周縁端部を丸く仕上げる｡303はJ時め

の高台からやや立ち気味に開くai形を有する.304は厚みのある高台と中位がわずかに膨らむ体部を有

する｡305は底部を失う資料であるが､器形的には304に軌すると考えられる｡

308-3)6は底部の一指資料である｡3】5はJ7il緑の外方へのr淵きはijPJいがその端部をンヤープに仕上げ､

較著な稜が認められる｡3]6は30LIに難する底部であり､L6-径もほぼ同じである.308-3】4は底部から休

部-の変化点に明瞭な rく｣の字状のJEEi曲をイ!する.底部周縁の断面形状には､端部を丸く収めるもの

や､接地面付近に広大径を有し比較的ンヤープな三JIlJ形状を呈するものなど個体差があるが､その差は

回転台から底部を切り離 した際のナデ調整の度合いも要因として考えられる｡

高台付椀 (第57158回､317-366)

317-319は外方に向かい睡線的にFRlく邪形を1jする｡317は内面にミガキを施すが若干風化iiTt味であ

り単位が判然としない0318は20cm近い口径を有し､内外面を回転ナデで丁寧に仕上げる｡319は均一で

厚みのある器壁をイIL､口緑端部を丸く収める0320･321は休部下位に膨らみを七し緩やかに立ち上が

る詐形を有する｡320の口綾部にはごくわずかな外反傾向が見られるO321は口線外Jdがわずかに肥厚す

る｡休部内外両にミガキ､低めの高台の内外両にはT申なナデを施す｡322は剥落が苓 しいが朱が施さ

れた痕跡が誰められる0323は319と同一個体か.324-329は口綾部の外反が耕許な拙反 りの椀であるが､

32引ま屈曲が特に癖毛である｡すべて内外面にミガキを施すが､その単位が判別できたのは325･329の
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2個体のみであり全体的にやや風化気味である｡

330-338は特邦なロ緑部を有する｡330-335はその断面が三Jll形に肥厚する.白磁碗IV類の玉線状の

ロ緑を忠瓢 したものか｡330を除いて､淡い角度で開く休部を普詩形的特徴とし､一様に焼成が良好で灰

Iji-白色を量す｡336は丸く収めた口緑地部がノトさな玉線状を呈する.白磁腕V-3a軸の口緑部に近似す

る｡337は330-335のロ線形状に似るが､口唇部直下にごく弱い沈線状の経みを布する.338はロ綾部内

面の口唇部直下に,3糾､沈線状の窪みを有する｡339は内外面に丁寧なミガキを施す大型の椀であり､内

湾気味に立ち上がる昔詩形を有する｡2粂の沈線状の窪みが周回するが故意に施されたものであるかは不

明である｡3L10は口径が約58cmの市台付小杯である｡内外面にT寧なミガキを施 し､体部は口綾部に近

づくにつれてノヤープとなりごくわずかに外反する｡本来､杯の範頼で分難すべき個体であるが､器形

的類似性をもってここで取り扱 う｡

3Lll～362は底部の一括姿料である｡341-343は底部内Jdに-ラ切り離しの1戊跡が残る低いt])台を有す

る.343のt])台は底部外Jdが接地Jdからわずかに浮く稗度の低いものであるが､輪状のt])台に成形する

窃取が感 じられ比較的丁寧な調整である｡3LI4-354は外方に向かい政線的にFAlき､一定の厚みを有する

訂台である.34L1-346は断面が三角形を呈 し､その端部はわずかに丸みを桁びるt)ののンヤ-プさを妓

す｡3L16はやや低めの訂台である｡347 348の端部はSFfE且に面擬され断面形状は足長の台形状を呈する｡

348は内外面ともに丁寧な調整を施 している｡349･350はの高台は器壁の厚みがほぼ均一であり､その

北部を丸く収める｡350の底部外耐 こは閃台を貼り付ける原の調整による放射状圧痕が見られる0351-

354はわずかに外反 しながら外方に向かって張り出す3.17台を有する｡355-358は外方へさほどFPlかない

低めの高台である｡355･356は吉,5台端部の接地面がわずかに内約､357I358は反対にわずかに外反する

傾向が見られる｡359の高台はさほど高さを有しないが､その内外面をb]転ナデによる調整で丁寧に仕

上げる.湾曲しながら外方に開く形状と平滑な接地面は､A区で出土した琴i恕IWifの前台付碗 (111)の

高台に類似する｡360-367は詐表の内外面に密なミガキを施すことが朋盤の特徴として≠I,通するが､高

台の作りはやや粗雑なものがEl立つO形状的にもやや退化傾向を示すと考えられ､364･365･367のよ

うに底部外面中央がほぼ接地するような個体も見られる｡3L11-343のJ訪台付近の丁寧な調整と比すると､

360-367は高台の成形及び調整が准1であり形骸化 しつつある｡

黒色土器 (第59160回､368-397)

Elミ色上告旨A頬 (内E7.を 内面のみをE7.を化処理)とB頬 (両村与 内外面を男も化処理)の両タイプが確認さ

れている｡^類と1き類を比較すると､B類の焼成は^類に比べて極めて艮5-Tである｡また､瓦質土給に

近い使し合いをもつ個体もあり､ Ilミ化処BJ!の技法的相炎が考えられるo器機的にはやや退化I/t味の低いTt.']

台をもつt])台付塊が大半を占める｡また､完形復元できた個体は13類のmIL(388)が 1点であり､底部

片のみが出土した割合が詩-1SL､｡

なお､円を化処理が施された詐衣面にはすべて凍なミガキが施されているが､器表面が風化気味でミガ

キU)-tii位が判然としないもU)(370)についてはミガキV)方向等をLg】化していないO

黒色土器A頬 (第59図､368-387)

368-373は外反する口緑を有する市)台付境である｡368 369は休部中位より少し下で一度屈EIhL角度

を変えてやや開きながら上方に向かい立ち上がる0325の器形的特徴に近似する.
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37L1-387は底部の一括資料である｡374は外方に直線的にr朋く3L18に頬するF.L式台である｡375は断面形

状としてはやや立ち気味であり､その高台外側面に沈線状の窪みが周回する｡この類の窪みをもつ個体

はこの 1点である｡376-387は休部外面から高台-の変化点は明瞭であるが､底部外面から高台接地面

までは緩やかなカ-プで速gLL､高台の高さも一様に低い｡底部外面が楼地面からわずかに浮く程度で

円盤状高台に近いもの (386)や形骸化した小さな高台となっているもの (387)なども見られる｡376･

377は底部に近い休部下位に明瞭な屈曲が認められる｡このようなF.W3的特徴は363･367･382･386に

も忽められ､いずれの高台も退化傾向を示す｡

黒色土器B頬 (第60回､388-397)

J3難にはfnl･杯 ･講▲六台付椀の3つの器種がある｡388･389はmである｡全面に麻にミガキを施し器衣

IdrLは底部外面までAi光りし､底部には平滑にするために研磨 した痕跡が見られる｡390は杯である｡調

整としては388の1111に酷似する｡39】～397はt])台付椀である.392･394はよil色土器の中では比較的Tt.'Jさ

を有するTt,']台であるが､El.i化処理を施さない71)台付椀も含めて考えると相対的に退化傾向が感 じられるo

｢ .i:"
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襲 (第61図､398-401)

ロ緑部及び胴部片の資料である｡39引ま外方大きくにl淵きロ緑端部を丸く収める｡口練部から胴部へ

の内面変化点に明瞭な倭が雷払められる.399I400は398と比べてやや立ち気味の口緑である｡399のロ緑

W.hl部は平治/気味に仕上げる｡L101は外面に籾圧痕が残る｡

鉢 (第61図､402･403)

402は上方に向かい直線的に開くai形を呈する｡破断面付近が底部への変化点に近く､訟高はLOcm以

下にとどまると考えられる｡L103は胴部が･lBり出さず､レンズ状の底部から上方に向かい立ち上がる洪

形を呈する.胴部から口綾部-の変化点付近の屈曲は弱く､口綾部の外反も小さいo

鍋 (第61回､404)

広く確保 した底部と低い群前から鍋としての機能が考えられる｡口綾部は外反しながら外方へと延び

るo胴部から口綾部-の内Jdの変化点には弱く稜が立つo

秦 (第61回､405)

口綾部と底部を失 う小型の立である｡外方に大きくF消く口緑と平底の底部を想定するO時期的には短

所と良額の両タイプが存在するが､頚部付近の開き角から判断 して短所壷と考えられる｡

布痕土器 (第61回､406-410)

軟焼成の型作りであることに加え､細僕混じりの脆い土器であるため細片での出土が多い.詐面の調

整は,外部面を粗いナデ,口綾部を-ラ等の=只でそぎ落とし必姿に応 じてナデを施す程度ですべて組

数であるO内界両に見られる布Elの圧痕はすべて平織りであるが､締 りElには粗密が見られる｡

墨暮土器 (第62･63図.411-475)

包含屑LPで縫湿された鎚鮎土器は65点を数え､EIO･H8グリッドにやや地中する傾向が見られた｡

塾怨土器の総数としては2F,紙状迫偶から出土した2点と4ぢf舵状迫柄から出土した4点を合わせると

計73点となる｡また､星毒せFが確認された群棲は土師器の杯 ･椀 IF.L.;台付椀の3器桂にl唄定される｡

塾VのLPでは ｢LJ.日 と r水｣を組み合わせて一文字として炎記 した合わせ文字 ｢米｣と判翫できるも

の (L111-L12LI､L132-4LI3､465-469､474)がその大半を占める.この合わせ文字はいずれも休部に正

位でむかれ､ミiF体はそのほとんどが借社F体あるが行空‡体 (418)や線描きに近いもの (4L12)も見られる｡

｢沫ざ｣については､それに勅似する文字として r皇軌 がよ(知られている.この ｢盤｣の合わせ文字は､

｢山｣ ｢水｣･r上｣の3文字を組み合わせたもので r地｣の意味に通じる｡ しかしながら､今回の調ま

で確認できた塾ilFのLPには ｢≧軌 の文字の存在は皆無であった｡その理由としては､誤字である ｢淡 ｣

が通例となった､r山｣と ｢水｣の2文字の組み合わせで同様あるいは別の意味をもたせたなどの理由

も考えられる｡また､文字として認織はできるものの判読LLすることができないもの (425-429､4LI4-

Ll59､470-Ll73)ある｡このうちLI45については文字の上半分を失 う汽料であるが､｢本｣Ir奉｣などい

くつかの比定できる文字候補がありそのいずれかと考えられる｡

記句としてFlyJらかに認富故できるもU)としては4750)荷台付椀V)市台内に空手された魔除け的な滋味合い

をもつ rI‡｣がある｡このほかに､文字 ･記号のごく一部と考えられる望むまたは塑JliとtU,Ky,織できるも

のが6点 (430IL131､460-464)細㌍された. しかし､L160-L164は妓存するSZ圭の跡がごくわずかであり

正錦な区別は困煙である｡

一 日5-
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須恵器 (第64-67図.476-504)

婆 (第64･65図_476-489)

476は万Ff部付近に戚大幅をもつ大戦である｡胴部中位から底部を失う資料であるが､嫉存するJpFf部

付近の計測値で最大幅約75cmを計り､法11と的に4～;粥状迫楢から出土した大焚 (186)を僚越する｡

F.Wf的には弼部の立ち上がりが高く､外方に開く受け口状のロ緑部を布する.紺袈面に凍る調整椴は

内面の頚部から肩部付近にかけて同心円当てil痕､それ以下には平行当てil痕が怒められ､部位によ

る使い分けが明瞭である｡L177-L184は胴部の瓜大幅が平均して35cTn程度の礎である｡また､ロ綾部を

一括したL185-L189も法丑的には大差がないと考えられる｡186･476に見られる受け口状の二丑口緑で

はなく､すべて外方もしくは上方に向かって開く上f'･口緑である｡器袈面に残るタダキによる調整と当

て具椴を観察すると､外群IdrLに格子Elタダキ椴 (479)と平行タタキ痕 (L177-483)､内音詩面には同心

円当て爪痕と平行当てnl娘が認められるoこのうち478の外芝謹Jdのタタキ娘には 1条の垂直方向の隆

起線が中央に認められる魚i'i状の特粥なタタキ1比である｡

壷 (第65Eg)､490-502)

L190･L191は器前が30cm前後の壷であり､ともにロ綾部を失 う扮料である.491はJFl部が明脈に発達

した長野1恋的な聖楽をもつが､胴部がさらに下方へ延びることから､印J個体とも受け口状の二盃口緑

を有する壷と考えられる｡492は490と比べて頚部の立ち上がりは低いが器形的に近い小型の壷である｡

493は解前が10cE1に満たないと考えられる小型の由である｡494-500は受け口状の二_qi口緑をイjする

壷の口綾部､501 502は底部の-持た料であるO

横瓶 (第66図､503)

503は頚部からJTf部に向かってほぼ水平に延び側方は半球状を呈する｡ 4号紙状追納の埋土から出

土した同一個体と考えられる械瓶 (206I207)と比べるとやや古相を呈する.調整は4号i舵状迫梢か

ら出土した個体と同様で､外面に格子日夕タキ痕､内面に指オサ工とナデrIEほ れた同心円当て具痕が

わずかに確忽できる｡

坪 (第66図､504)

50LIは杯もしくは高台付塊のやや肥厚 した口綾部である.休部より下を失う資料であり､昔謹種の判

別ができないことからはここでは杯の口綾部として放り扱った｡

乗播系須恵器 (第67回､505-519)

505-5L9は干J'鼠色のお安と砂粒を比較的多く含む胎土が特徴的である｡また､粘土紐を横み上げた

際に生じた凹凸を粗いLg]転ナチで調整 している点も各個体火ig]する0

505は小径の糸切り底から浅いJTJ度で開く体部を布する杯の底部である0506は出土 した束帰系列恕

群の中で唯一完形近くまで図面上復元できた鉢であるO底径約12cmの糸切り底から外方に向かい開き､

推定口径は約35cmと安定した邪形である｡口綾部のみの資料である5】Sの推定口径が約27cmであるこ

とから､そU)ほかV)個体もおおむね30cm前後V)口径をAすると考えられるO

口綾部の形態にはいくつかのタイプがあり､その特徴をもとに分類すると以下のようになる｡

))休部内面のFAlき角に対して直角よりわずかにF消く肥厚 しない口緑1瑞両を有するもの

a)口緑北面に沈線状の窪みをもち外側に顕著に張り出すもの (509･510)

b)口緑端.hl面に沈線状の弱い窪みをもち外側に弓Bり出さないもの (506･507)

一 日9-
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C) 口緑端.hl面に沈線状の窪みをもたないもの (508)

ll)肥厚しないロ緑部をもち､口唇部が上方に向かい鋭く立ち上がるもの (511I512)

111)ロ綾部が月巴厚 し､その外面が下方に向け鋭く突出するもの (513)

Ⅳ)口緑部が11巴LP:し､その端部が内湾気味に立ち上がるもの

a)外Idに突出する (5L4･515･518･519)

b)内面と外面にSjijく突出し受け口状の断面形態を呈するもの (5L6･5L7)

緑粕陶器 (第67図_520-525)

9世紀前半の洛西産の緑紬陶器である0520は端反 りの塊である｡底部外Jdに凹線状の住みを有する0

521･522は椀の口緑部である052】は520に器形的特徴が鞍似すると考えられる｡522は口緑端部が丸く

肥厚する｡523は口練端部が外方に向かい小さく外反 し､休部に明瞭な屈曲を有する爪である｡

524･525は底部分科である｡524は底部内面の休部-の変化点付近に弱い段を布 し､僻略すると周回

する劇線状に見える｡525は円盤状のTF.7i台から緩やかに立ち上がる休部が想定できる.

灰紬陶器 (第67回､526･527)

確認できた灰紬陶雛は2点のみである｡526は腕の口綾部である器表面全体に微細,I.捜鍵が認められる｡

527はmlの底部である｡W)台内両には-ラケズリの関整痕が伐るO見込みの範朋は40モ軸で､破断面近く

にわずかな紬が嘗払められる｡器穀面全体に見られる微細紫斑は526と同様である｡

陶磁器 (第67-72回､528-647)

天目茶碗 (第67回､528)

休部片のみの資料である｡男を褐色の軸を施 し､胎土は淡gi色を呈する｡口緑部と底部を失う資料で

あるが､紬調および胎土の特徴から瀬戸系の天目茶碗と考えられる｡

壷 (第67図､529)

暗線栂の軸を施す耳壷のロ綾部である｡4～;flYl状迫梢から出土した耳壷のJTf部付近の破片 (210)

と同一個体の可能性がiET摘できる｡大草府陶磁音詩分類の耳壷V類に比定できる.

蓋 (第67図､530)

暗赤褐色の陶盤旦茄である｡Tlf!部から穏やかな弧を描きながら 】条の沈線が巡る周縁に達するが､そ

こから下方に向かい垂直に延びる出形から盃と昏巳定した｡-ラ記号状の線刻が認められる｡

白磁 (第68-70回､531-620)

白磁は土師F.Bの杯 ･椀に次いで出土点数が多く､干J'舷の出土点数を大きく優越する｡確絃された昔謹

種としては椀が収も多(､Jl】lの出土点数がそれに続くoそのほかにも群白磁の腕や小型の合子も出土

しているがごく少iikであり､盗難などの出土は皆無である｡出土した白磁についてその様相を概観す

ると､離C類 (大事府陶磁詐分類 碗1V芳i)およびD類 (大事婿陶磁節分新 鋭V撤)の点数が白磁

の総出土点数においてP.石し､割合を占める｡

ここでは､群種=とにそU)昔詩形的特徴をもとに分類し､若干u)脱明を加える｡

碗 (第68･69図､531-599)

碗A短 (第68回､531､大事府陶磁器分類 白磁碗 Ⅰ短)

蛇ノElr:式台を布する腕の底部片である｡乳白色の軸をT率に施し､焼成も良好で軸の発泡なども見

られず附らかな邪一束である｡跳A類に偶する個体はこの1点のみである｡
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碗B類 (第68図､532･533､大字府陶磁器分類 白磁碗 Il短)

わずかに内湾傾向のある休部と玉練口緑を有する椀である｡-#く施された紬は淡緑色を呈し､その

下には白色の化粧:i-が施される｡ともにrI人が認められる｡

碗C類 (第68図､534-569､大事府陶磁器分類 白磁碗Ⅳ類)

玉緑のロ綾部と浅く削り出された高台を有する厚みのある底部を訟形的特徴とする椀の一群である｡

口径は平均してJ5cm前後で､糾調はわずかに灰色妹を補びた白色が大半を占めるが､にぷい式白色や

わずかに水色味を手等芋びた相調も認められる｡また､回転-ラ削りの調整痕が明脈に残ることも大きな

特徴の一つである｡ここでは口縁部の玉緑形状､北壁の厚さなどの器形的特徴をもとに若干の説明を

加える｡

534は大きく肥厚する玉緑の口線を有 し､他の個体と比しても肥厚の度合いが高い｡見込みには圏

線状の沈線が 1粂巡る｡休部 ･底部ともに肉厚の北壁である｡535は半月状の玉緑を呈し､口縁端部

を鋭く仕上げる(.536･537は相対的には肥厚傾向が強い口緑部である｡口縁部外Jdの玉縁直下には凹

線状の窪みが誰められるが､口綾部成形時の関整によるもので畜B:】的成形ではないと考える0538-

5L12は肥厚傾向がやや弱い比較的福利 こ近い玉線状の口綾部を有する.540は見込み付近に明瞭な段状

の膨らみを有する｡543は玉線状の口綾部であるが､休部から口綾部-の明瞭な変化点が駁められな

い｡544-561は図面上での反転復元が困難であった口綾部資料でることから断面形憶のみの比較にと

どめる054Ll～552は玉緑の肥厚傾向が･淡い口綾部である｡この うち5L17-550の4点は544-5L16と比較

するとやや五線の大きさが小振りである｡553-561は肥厚傾向が弱い玉緑口緑であるが､556I557の

ように体熱の界壁のLP:みと肥厚部の厚みに大差がない個体もある｡553I554は休部から休部から口綾

部への明瞭な変化点がなく流れるようにロ線部へと連続する｡光を通過するほど極めて繕い綜壁を有

する｡555･558にも同様の特徴があり軸も薄くかけられている｡559･560･561はロ綾端部をシャー

プに仕上げる｡

562-569は底部の一括資料である.拭く削られて成形された高台のむ付はその外周縁が回転ケズリ

により面取され浮き上がっている｡このうち568については軸調が13類に軸似Lrf人を生じているこ

とから､同類に属する可能性もあることを指摘 しておきたい｡

碗D類 (第69匡】_570-59115961597_大宰府陶磁器分類 白磁碗Ⅴ類)

どバリエーションが豊缶である｡C類についで出土ilとが多い｡

570-577は口綾部が直口緑もしくはわずかに端部が外反する傾向が見られる個体である.紬は休部

下位付近までかか り芹,'J台は諒富胎とする0577のように口綾部外面が弱(突出する個体も見られる｡578

-583は外反傾向が較我で口緑部内両には弱い沈線が 1粂巡る｡578-580は外而雅文であるが､581-

583は間延びした逆S字状の縦方向の箆柵きによる花弁文を施す｡584-589の口綾部は小さな玉線状

を呈する｡C狂IU)玉緑と比べるとごく小さく､589V)ように口緑端部外所JU)沈線状U)窪みにより玉緑

状に見なされるものもある｡著旨壁は一様に滞手であり､軸調も白色からわずかに水色味を帯びるもの

まであり､全体的にT率な作りのものが目立つ0590I591は口緑端部が小さく水平方向に屈EIhL明状

を呈する｡591には578-583と同様に休部内面に弱い沈線が 1粂巡るO底部一括資料の596I597はこ

の類に属する｡
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碗E類 (第69図､592)

緩やかな膨らみをもつ休部と外反する口綾部を特徴とする｡また､比較的好みがある体熱内面には

箆描きによる花弁文を施す｡軸調はやや先色味を帯び微細なTf人が生じている｡

碗 F類 (第69図､593､大事府陶磁器分類 白磁碗Ⅸ類)

ロ綾部の断Id形状はD類に共jBlするが特徴をもつが､ロ緑部内Idから外面のごく一部の紬を施糾後

に剥ぎ取り口禿げとすることから明瞭に区別される｡

碗G頬 (第69図_594･595､大字府陶磁器分類 白磁碗Xl頬)

わずかに外反する口綾部と外面の箆描きによる雄弁文を特徴とする｡軸調はわずかに淡緑色を稚び

る｡2号IlYl状追捕から出土した白磁軌の底部 (190)と同類である｡

碗H頬 (第69回､598､大字府陶磁器分頬 白磁碗Ⅵ頬)

底部のみの沿料である0回転削りにより成形された前台は内外JdともにT率な作りで､′泣付は平洞

に仕上げるo内Jdi見込みの部分には櫛 El文を施す.相調はやや武色味を桁び浅炎色を呈するo

碗 Ⅰ短 (第69回､599､大事府陶磁器分類 白磁碗Ⅷ短)

底部のみの扮料であり､見込み部分を虻ノ日軸剥ぎとする｡体部内面には蛇ノEl軸剥ぎの外周緑付

近に明瞭な段を布する｡訂台外面に焼成暗に付jT,Lした砂が認められる.

皿 (第70図､600.-617)

皿A短 (第70回､600-603､大事府陶磁器分類 白磁皿Ⅱ短)

わずかに灰色味を柿びた白色の軸閑と肉犀の底部を特徴とする.口綾部はわずかに外反するが603

のようにほぼ直口緑に近い断面形状の個体もある.休部内面中位に小さな段を毛する｡施軸は休部下

位付近までで底部は蔽胎とする｡

皿B短 (第70図_604-606､大事府陶磁器分類 白磁皿Ⅲ短)

A類と比較して休部の外力-のF3gきJLJがやや大きい｡ロ綾部はわずかに外反しその端部は鋭く仕上

げる. ^額と同様に体部内Ib-の中位に小さな段を有する｡606は見込み部分に環状に紬を剥ぎ取った

痕が見られる｡

皿C頬 (第70図_607･608､大字府陶磁器分類 白磁皿Ⅳ頬)

水平方向もしくはやや下方に向かい屈曲する口綾部を大きな特徴とする｡白濁 した軸が厚くかかり

わずかに灰色峡を帯びた軸調を呈する｡

皿D頬 (第70図_609･610､大字府陶磁器分類 白磁皿Ⅴ頬)

平底もしくはやや上げ底の底部を有する個体であるo後述するL=轍と比べると底径がやや大きめで

ある｡ともに内面の見込み付近に小さな段がyL.ylめられる｡

皿E短 (第70回､611-616､大事府陶磁器分類 白磁皿Ⅵ短)

底径 3cm前後のやや上げ底となる底部と大きく外方に開く体熱を詐形的特徴とするO底部と休部の

区別は下方に突き出す小径U)底部であることから明瞭であるO口緑部は直口緑もしくはやや内反する

傾向がある｡休部内面にはD類と同様に小さな段が温められる.

皿 F短 (第70回､617)

わずかに灰色味を粁びた軸調を呈する｡市一.1台は断面形状がやや先細りの三角形で立付の幅が狭いO

底部内面の見込み部分の軸を韮ね焼きのため施軸後に環状に剥ぎ取っている.施軸の範囲は体熱下位
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までとLF.15台は内外面ともに無軸である｡横EEl分類の白磁腕E類に相当する15世二組後半から16世紀代

の白磁である｡

合子 (第70図､618-620)

合子は3点出土したがすべて身の破片であり;iiは確認されなかった｡すべて型作りによる成形であり､

口径は図上復元できた618が示す6cTn前後の直径であると考えられる｡

618は僻轍すると豹花状の銘な花弁に見える精練な造りの合子である｡内外Idともに施軸されている

が､接地面および盃との擦り合わせとなる立ち上がりの部分は無紬である｡軸術は柔らかな乳白色を呈

する.619はやや滞手の告謹壁であり､軸訂削ま618に近似し､立ち上がりの部分を無軸とする｡620はやや

水色味の強い軸調を呈するo微細具を色斑が胎土に特徴的に認められるo

青磁 (第70･71回､621-645)

出土した器種としては碗･Jl】l･TL;l台付目)i･盤であるが､白磁と比べ干)L酸の出土点数は少ないoその中

でも首相を示す越Jll簸…系背位腕の出土点数が群磁全体の中で占める割合がTt,･]いのが目立つ｡ここでは越

州照系 ･同安照系 ･稚毅然系で大きく鞍別 し､ポ形的特徴などをもとに若干の鋭明を加える｡

越州窯系青磁 (第70図､621-632)

わずかな膨らみを1lL外方にFPlく休部と蛇ノ日高台の底部を特徴とする腕である｡口綾部は政口緑

でその端部をやや丸く収める｡軸鯛はややくすんだオリーブ色を呈し微細な野人が見られ､蛇ノ日T的

台の丑付けの部分は､施軸後に軸を削り倣っている｡確認された越州無系やli磁はすべて餅であり､大

事府陶磁器分類の l-1a難に相当する.

同安窯系青磁 (第71図､633-635)

碗 (633)と皿 (634･635)の破片が出している｡633はロ綾部が外反しその端部を丸く収める｡軸

調は透明感があるややくすんだオリーブ色を呈する｡体部外面に間隔が不均一な粗い縦方向の櫛目文

を施す｡63LlI635は見込みに鋸歯状の櫛点描文を施す｡施軸は体熱下位までで底部は無軸とする｡大

軍府陶磁器分類の碗HI-]a類 (633)､JIILl-2b類 (63Ll･635)にそれぞれ相当する.

龍泉窯系青磁 (第71図､636-645)

碗 ･高台付皿 ･盤の3g.?櫛が確認された｡636-63引まいずれも内面に片彫文による劃花文を施す椀

である0636･637は片彫文のみ､638は片彫文と僻目文の両方が認められるo軸術はいずれもやや甘

みを祥びた深いオリーブ色を呈する｡639-6LI2は休部に片彫 りによる鈍迎弁文を施す税である｡6LILl

は見込み部分を広く取る高台付皿の底部片である.印花を施す見込み部分を無軸とする.6L15は盤の

口綾部であるo休部から水平方向に屈曲 しさらに口緑端部で上方に向かい屈曲する器形的特徴を有す

るo大事府陶磁昔話分粉の碗l-2a難 (636･637)､碗卜3a粉 (638)､碗I11-2C粉 (639-6LI3)､JILLlV粉

(644)にそれぞれ相当する｡

青花 (第71Eg)､646 647)

平f花V)出土は4Ji-1捕状退横から出土した伽の休部片 (213)とこの2点u)あわせて3点である0646は

小杯である.体部外面と見込み部分に文様を施す｡体部は雅文､見込みの文様は搬物と考えられるが判

然としない｡3.17台内には r止｣と判就できる文字がむかれているが節選から判断すると記ぢの可能性も

ある｡6L17は見込みに文様が描かれ､その回りに2本の圏線が巡るJIILの底部片である｡文様は判然とし

ないが､署Il形的には玉取獅子 ･十字花文等のモチ-フが描かれていると考えられる｡
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土製品 (第72匡】､第9表､648-655)

紡手垂車 (第72回､648-652)

確認された紡錘坤6点のうち5点はよIlt色土雛 ･高台付椀 ･称の底部を転用したもので､焼成前に穿

孔を施 した個体は65】が 1点のみであるOこのうち653のW台付塊を転用した個体は､T;.')台の外側両に

l条の沈線が周回する特徴が375と共通 している｡375は穿孔の及ぶ範囲まで放存 しておらず､紡錘恥

との㌍取はできないが同一個体の可能性 も指摘できる｡

土手垂(第72回､654･655)

土錘についてはその形状から確実に土韓と判別できる個体2点のみを図化した｡出土点数は少ない｡

∴ ~ ∴
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第72図 B区包含層出土遺物実測図36(古代 .中世S=1/3)

第9表 B区包含層出土土製晶計測表

【幼蛭車】

追物節JLl- 臓位位挺 法 盈 ()推Ji-岨東尾 (g) 備 考

6′】8 一日adl 7.I 0.9 58.8 転川村

6′19 1日a局 (6.6) (l.2) (】7_3) I.1110

650 Ll]EL屑 (6.7) (l.2) 】6_9
65】 一日aNl (6.2) (0.8) )3.1



石製品 (第73174図.656-688)

石製跨具 (第73図.656･657)

出土した石製の鉛11,は656I657の2点のみであり､巡方は健吾鼓されていない.656はいずれも過大

値で縦約54cln､横幅約Ll1cm､厚み約75cm､並立約358gの花酬Xl緑岩製の鈍足である｡褒面にはI等芋

に固定する際に必要となる双方向から穿孔された3つの穴が放る｡石材の炎面は風化により析らかさ

を失っているがー合有する州Xl石やTiJも芸母等の有色鉱物は鋭い光沢を保つ｡657は丸鞠の下部直線か

ら半円状の曲線へと形状が変化する糾す帥J-近の破片と考えられる｡袈Idの穿孔位世は656と興なり隅

113に偏併 してお り相炎がyL.ylめられる｡石材はやや[.11色を呈する656と同様の花伝日米l緑岩である.妓存

玉虫は約49gである｡

滑石製石製品 (第73回､658-675)

石鯛 (658-660)

658は20cm前後の口径と推定される縦方向の感状把手を有する石鍋である｡659は658と同様の砦護形

を有するが､658と比べて把手の部分が大きく調整もT率である.660は削り出しによる断面台形状の

鍔が口綾部直下に周回する｡内面には文様とも見える線刻が残るが､それが施された時期の判断は国

雄である｡12詩形的特徴から時期的には658I659は10世紀未から11世紀代､660は13世紀代に位'E付け

られる迫物である｡

小型石鍋 (664)

664は口径が7cmに満たない小型石鍋である.雛形的特徴は658･659にIjl,一通してお り､時期的にも

同期の出物と考えられる｡細部までT嘩な作りで､銀色味を符びた桃色を呈す｡包含眉中からの出土

辿物であるが､本来は土坑益等の副群品であった可能性が高い.

石鍋片の二次加工品 (661-663.665-675)

661は延取手穴があるロ綾部付近の破片である.口綾部から斜力向に破断もしくは切断 した面を研

磨している.662は休部片であり兼rf過の穿孔が残る.破断面にはJJ日工がなく､土tiなる破片とも考え

られるが穿孔がf7,治められることから加工品とした.663は底部片である｡底部から体熱-の変化点付

近に研磨痕が捻められる｡665は直方体に))lJ工した滑石片に上方および側面から穿孔を施す.穿孔の

順序は上方-→tFLll面である｡分銅もしくは錘としての利用が考えられる｡666は一部が欠tE3してお り全

に紙状の付jtf'lT物が成る｡667は鍋恋状の形状に力日工された体熱片である｡つまみ様の形状を削出した

後､双方向からの穿孔を施 したと考えられる｡668･669はともに休部片の加コ二品であり､用途として

は665と同様に分銅もし(は錘が想定できる｡幅の狭い方の端部に映 りを入れ､そこに紐などを結ん

で使用 したものか0669には665と同様に上方および側面からの穿孔を施 している｡穿孔の順序は側面

-上方である｡665 669の穿孔に紐を通すと鉛直方向にぶら下げることができる｡670はほぼ全面が

研磨されている｡一部に休部の調整痕もしくは切断娘と考えられる娘が錬るが､判然とせず部位の判

断は不可能である｡小型の磨魁石斧にどことなく似通った形状を呈するが､村石という極めて軟質の

石材で何らかの対象を加工するための道具を作るとは考えにくい｡穀雨には無数の練痕が3,'cJ.められる

が成形のための1調整椴か道具としての使用娘かは判別できず用途不明である｡671は四辺がやや外側

に張り出す艮方形に加工した製uF'Uである｡側線は鋭く仕上げ､断面形状は長軸と短軸の両方向とも幅
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の狭い木の非状を呈する｡お面は平滑に研磨するが､表面には 2箇所に欠航部が恕められ逆U字状の

突起加工部があったものとも考えられる｡八児追跡 (宮崎市高岡町大字下分永)出土の石鍋には同様

の))日工品を用いた補修のI911がある｡672-67Llは埠先状に加工された製品である.672の先端は平面的

には丸味を肺びるが断面は鋭く仕上げる｡直線的に加工された一辺はT蝉に研磨される.673は石鍋

の癌状把手に似た突起が認められるが､二次力日工の段階で削 り出されたものである.672と同様の形

状を呈すが直線的な一辺は破断面である｡674は672･673の丸味を補びた先端部に相当すると考えら

れる破片であるC675は両面を研磨LLcTn弱のJfZみに研磨 した加_T晶である｡穿孔が施された段階が

二次加工時かそれ以前のものかは不明である｡

砥石 (第74回､676-688)

包含層LPから出土 した13点を図示した｡石材としては砂岩が中心であるが､そのほかに頁岩 (685)千

リノイダイ ト (天袋陶石､680･686)を使用 した砥石も3点含まれていた｡砥石の形状としては､676･

677のように自然石をそのまま用い､その比較的平滑な自然面を主たる砥Jdとして使用 した例が多い｡ま

た､4点 (685･686 687I688)ほど長軸の巌大足が10cm末梢の小型砥石も出土している.685は肩平な

fI岩の表茶fErのみを破面として使用 したと考えられ､側面には使用狼が皆無である｡686はリノイダイ ト

を石材とする｡ほぼ全両に使用椴が誰められる｡687はP･T蛇を失う686に似た形状を呈する資料である｡688

は有礼砥石であるが､穿孔部が破断して失われる資料である｡妓された使用椴は側面図のlt_TT状の減り具合

から分かるように一方の砥両でより較我である｡手持ちにより使用 した捉低と考えられるO

鉄製品 (第74回､689)

689直線的な刃部を毛する刀子である｡妓存最大位約263cm､血流約706gである.

第10表 滑石製石鍋吉十測値一覧

上物Jr叶 ■1なJl 口〒7,(C)) ド岐it (FI) d bXZB亦 (cI) 1t (K) ■ 十
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第4節 近世の迫梢と迫物

邦Tlfi第3節の⊇占木屑序で示したとお り､湖東区内は15世紀兼に降下した桜仏文FLFl軽石が部分的にご

くわずかに嫉存するレ-ルまで耕作等の5影響を受け､近世の出物包含屑はほぼ消失していた.

そこで迫梢については､埋土観照および逝構内出土出物の検討を麟まえた上で近LttにW,属すると認定

したものを取り枚 う｡また､桜枯文明軽石が混在する耕作土LPで確怒 した近世の迫物については､昨今

の客土搬入の和実がないことが確認できたことから､消失した近世の迫物包含屑からの遊離退物として

可能な限り図化を試みたものであることを前'Bきしておく｡

1 遺構

検出されたおもな迫梢は､脚立柱建物跡 2棟､し辛に折れLulがるビット列 1､竪穴の笠と考えられる

迫純を含む土坑8基､flYi状追捕2条であるo出土迫物の様相は17世紀の中頃から19世紀末までの時期幅

を呈するが､追捕との関連から見るとその中心時期は18世紀前半と考えられる.

掘立桂建物跡

1号掘立柱建物跡 (SBl､第76図)

Kll･K12･LllIL12の4つの//リッドにまたがって検出された迫柵である.柱穴と考えられるビッ

トが複数あり不均一な柱間であるが､桁行の北側列 (SH3-9)のSH3･4･6･7･8の5基の柱

穴がほぼ均等な間隔となっていることから基本プランは2閃×4関の伽立柾漣物であったと考えられる｡

しかし､5基の柱穴 (SH5･8･14 15･16)が基本プランのライン上にあり､東柱や出入口を設ける

ために補助的に設思された柱も存在する可能性があることを指摘 しておく｡

2号掘立ヰ主建物跡 (sB2.第77図)

L】2グリッドで検出された2FtJlx2間のほぼ方形の平面プランを呈する小型の建物跡である｡主軸方

位W- loo- Sは LJ,Ll槻立柱組物跡と同一であり､意図的配位が新取できることから同姓物跡に附馳す

る追捕と考えられる｡屋敷神等の祭稚施設もしくは牛馬等の家畜飼育や倉Jih-としての小屋としての利用

が想定できるが､前者とした場合やや規模が大きすぎるので､性格的には後者の追捕であろう｡

第13表 掘立柱建物跡計測値一覧 (近世)

遺構軒 F3- 規 格 +●-I.十 府了行tmj 数行(ln) 両横(n1) 葡了於比率 備 Jg

SB1 Vヽ-】o〇一S 8.】7 1.02 32.9 2_03

Slj2 Vヽ-】oローS 2.78 2.41 6.5 1.15

ビット列 (第75回)

K12･Lll･L12の3//リッドにまたがり検出された迫梢である｡節76回に示すとお り､L字状に折

れE暮Llがり1ぢ ･2-弓掘立柱ilE物跡 (SBl･SB2)と1ぢ 2ぢ土坑 (SCl･SC2)を囲い込む形で雷受けら

れているO祉物跡の北側と西側では迫偶の延長が雑駁できなかったが､北側では2条の梢状迫柵が検出

されており､西側のみが唯一開放空Fmとなる.ピyトの平均間隔は約235mとやや広めである｡
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J扶JLIJ

1号溝状遺構 (SEl､第75･78図)

K9-12グリッドで検出された追捕で､走向軸をN-820-Eにとる｡i削削まその両端が自然消滅す

る形で検出されたが､規模は検出室BBflの崩大伯で総延長約317111､上端Fii】約167m､深さ約023mであ

り､断面形状は逆台形を呈すoこのflYi状追捕の北側では､固化には至らなかったが桜仏文明軽石が混入

するごく細い弧状の痕跡が確認された.この痕跡はおそらく近世の畠跡と考えられ､構状追捕が居住空

rEl】と生産空l̀りを区画するために設けられたと考えられる｡

なお､由跡と考えられるこの筋状の痕跡については､ごくわずかに確認された松度であり由跡と認定

しその広がりやili位等について言及することはできない0

2号溝状遺構 (sE2､第75 78回)

は自然7r'腐 するが西端部は調査区外-と全附象を称3,志するには至らなかったO遺構規模は検出範囲の)'註

大仏で総延長約16.9m､上三伯問約164m､深さ約021mであり､断面形状は 1号構状出隅と同様の逆台

形を呈すO造林埋士から判断して1号消状迫梢と池存したと考えられる.
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第78回 B区 1号 2号溝状遺構埋土状況実測EE](近世､S=1/40)

土坑

検出した8基の士坑 うち､ L～4号の土坑はその規模が大きく竪穴状追捕として認冨31できるものであ

る｡迫柄の他三格としては地下に触り込まれた貯蔵施設と考えられるが､これら4基については広苑の意

味での土坑と考え､妓り4基の土坑と合わせてここで取り扱 う｡

なお､SC1-4についてはすべて座標北を基準とし､その振れ幅をもって主軸方位 として示 した｡

1号土坑 (sCl､第79回､出土遺物 第81回694)

Lllグリッドで検出された逝偶である｡規模はいずれも完榔峠の測定値で良軸約273m､短軸約2らll

m､深さ約LO3mである｡主軸方位をN-10BIlIにとり､形状比 (長軸/短軸)は107である｡迫偶

の酉側壁に階段状のテラスが2段設けられておりここから昇降 したものと考えられる｡そのほかにも南

壁と稲光隅角にテラスが総められたが殻pp正恵垣Iは不明である｡棚状の施設か｡また､北壁側に4個の石

が平滑面を上にして舶えられていたが､これらについては棚状の設mJ物や収納する対象物が湿気を符び

ることを嫌って板等を横に敷き荘さする際の土台に用いたと考えることができる｡

迫構内からは第8L図に示した694の薩摩焼の境の底部片が床直上で出土している｡検出された4個の

石のほぼ中央付近から出土したが､失われた口縁部から胴部中位までの破片は確認されておらず､底部

片のみが廃来された可fFL=伯三も指摘できる｡

2号土坑 (sc2､第79図.出土遺物 第81図693･695･696･697)

Lllグリッドで 1号土坑に隣接する形で検出された迫偶である｡形状比が約L07と均整のとれた方形

プランを呈し､規模はいずれも完掘時の測定佃で長軸約205m､頼軸約】92m､深さ約088mである｡

迫鰍 ま主軸方位を 1ぢ土坑とほぼ同じN-70-Eにとることからセyト関係にあったと考えられる｡

床面の北東隅角でやや大きめの石が 1個だけ確認されているが意図的なものであるかは,tj及できないO

退構内からV)出土造物を荊82歴=こ示した｡693は中世V)白磁伽で､大事何陶磁器分類白磁IV類に属す

る迫物である｡古代の2号構状迫梢を切る形でこの2号土坑が設けられたために､構状迫梢の埋土中に

包含されていた造物がこの土坑の埋土にブ良人したと考えられるO695I696は口緑部が1_字状に外反する

薩摩焼の捨鉢であり､確な僻目が施される｡697は技鉢もしくは半胴瓶である｡口綾部には貝日が均等

間隔に妓 り､一部を欠航 した耳が認められる｡3点の近世出物の うち695が床直上で出土した｡
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3号土坑 (sc3､第80図.出土遺物 第81図690･691･692･698･699･700)

NILlグリッドで検出された追捕で､主軸方位をN-20-Eにとる｡追納規模で､長軸約198m､短

軸約191m､深さ約089mであり､形状比は約103と2号土坑と同様にほぼ方形プランである.北壁仰

の床面で 1～;土坑と同じように4佃の石が確認された｡石の平治な面を上面に向けるための触り込みも

同時に検出されてお り､ )-賢土坑と同じ意図で舶えられたと考えられる｡ しかし､ 1号:HfLで確惣され

た階段状の昇降施設を削り出した痕跡は認められなかった｡

邦8L図に追捕内からの出土迫物を示 した｡大半は埋土中に混入 したものであり､床面近くで出土した

迫物は691が 1月のみである｡690は銅絞軸を施 した椀である.前めの万.'J台と砦謹肉の厚い底部を有するが､

焼成不良のためかやや軸の発色が=PCい｡内野山北銀跡目期に位置付けられる｡691･692は鉄軸を施す火

入れである｡698は凍藍である｡699は口綾部がし辛状に内側へ突出かつ外側ト も･lGり出す頚であり､Jlf

部に 1条の刻目突鞘を貼り付ける｡4号土坑埋土中に破片の一部が混入 していた0700は平底の底部杏

有する楽焼きの熔柵であるo器形的には把手が付く片手鍋状の個体と考えられる0

4号土坑 (sC4､第80回､出土遺物 701)

NILIグリッドで3号土坑に隣接 して検出された追捕で主軸をほぼ座標北にとる｡両道偶の配'Bは 1号

土坑と2ぢ土坑の位'B関係と同じであり､追納としては2基を 1セットとして考えることができる.規

模はいずれも完僻時の測定伯で長軸約23Lm､短軸約181m､深さ約092mである｡形状比は約128で

あり4去Eの大型土坑と光なり長方形プランを呈す｡床面睡上では迫物の出土を見なかったが､695と同

一個体と考えられる70】のT.]u'鉢の休部が埋土中で 1点確認された.

5号土坑 (sc5､第82図.出土遺物 702)

Nl】グリッドの調杢区際で､応終埋土に702の茶臼がはまった状態で検出された｡追納規模はいずれ

も完舶時の測定佃で長軸約083m､短軸約069m､深さ約078mである｡上端の形状は不整形な楕円状､

下W.hlはほぼ正円を呈する.茶目についてはやや斜めになっていたが何らかの意図でそこに掘えられた可

能他三もf旨摘できる,出土した茶臼は椴大径約169cTn､訟高約116cln､互巨1ik約6lLkgであり､対称な位'B

関係で側面2箇所に方形飾りを話する把手用の孔が穿たれている.砂岩割でかなり風化が進んでおり主

構 ･副71掟ともに確認できないが､八分画のElを有していたと考えられる｡

6-8号土坑 (SC6･SC7･SC8､第82回)

この3益の上坑ではいずれもBJi上の中位辺りで平滑にならされた粘上質屑が確認されているo灰色も

しくは槻灰色系の粘質士を用いて人為的に設けられた屑である｡この屑の形成要因としては､土坑を一

定レ-/L/まで意図的に埋め戻 した後で粘質土をそこに'Bいたか､一定レ-/L/まで追捕が埋没した段階で

粘質土をそこに'Bいたかのいずれかが考えられる｡SC6･SC7の埋土堆横状況を観察する限りでは意図

的埋め戻しも考えられるが､SC8の埋土4 ･5の堆横状況からは自然埋没後に粘質土を'Eくために桝り

荏めたとも考えられるOまた､SC8の粘質土層は側壁に適しておらずSC6･SC7との性格的相苑も考え

られるが現段階では性格不FLFlであるO以下が個々V)退構U)計測伯である.

･6号土坑 (SC6)長軸約083m/短軸約081m/深さ約026m/形状比約L02

･7号土坑 (sC7)長軸約127m/短軸約098m/深さ約062m/形状比約130

･8号土坑 (sC8)長軸約093m/短軸約087m/深さ約036m/形状比約107

- 1LL1-



_ _ _ _ ∴ ‥

炊鵡他色土 (lluel0YM/2)lに近似.横坤色和上10%かLE令tE.

灰弟他色土 (Huel0YFll/2)披弟色Au の2(l■肌後のプE}ツタi:20%托JX乍tp.

灰色砂～ (‖ue75Y5/I)10ldlT枝のSr3柁 ri:全体qJに合tl.

6･色砂iQ (Hue7SYS/)) Llに正札 Al色J:の小プE}ックi:缶//1的に告tl.

既的他色土 (11uel0YNl/2)妓■が80-120-の砕片色耕 土i:令ct.

冊拘色 土 (IluelOYR3/3)20ld'7枚のSz-3粒 f釦 0%†畑 含tl.

柿相色土 (lluel0YN3/3)7に近似.20●l肋練のSt-3†立Tを30%かLE介tE.

柿tE好色七 (Hue2SYl/2) Sz-3粒 ri:多く告tp.しまっている.

帆実AL色上 (Hue25Y4/2) 9に近n.やや しまりがない.

AIN色｣ (LILJCl()＼R3/2) Sz-3粒 fが汁とIELtくしまっている.

) 1m
: . . ..: :

= = 三 三 = 二二二二二｣ 喜 蓋≡…三 :i∃…;;…≡喜;≡; …三重≡至…喜;蛋-語 賢 女1- よ-

肋CL牧甘上のプFツタカiRlfする.

4 淋色土 (HueLOYRl7/L) 3と七色tがことなるがVUA的には近似.
S 軒伏冊色土 (llue25Y4/2) 52-3のI丘Tを多く含tE.嵐色J:1E7ツタが汲(i

第79図 B区1号 ･2号土坑跡実測図 (近世.S=1/80)
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耳 sc3

一 陣 ■臨 .m
:...∴ :

l 舶色上 (LILNl)OYll17/l) rLr-＼1のt正丁を含む.牧甘上.

2 朋許褐色上 (rlLNl)OYT85/6) kr-＼1の岨丁を多く含みしまりがない.

3 魚l彬色土 (Huel0YR3/L) Kr＼1の粒子をわずかにfttl.

AI Al色 土 (HLN.lOYTl2/lI Sz-3のは Tを全休仇に怨む.

5 舶他色.I (lluC10YLn/L) Kr-11とK-Nlのプロyクを含む.

ややLZtつていZ).

6 庚 臼eL粁｣ (LILJC)OYFW/2) 砂粒が鮎n--lる粘二L LM 経にtt用か.

0 1m
:...∴ :

l ■l常柑色 土 (HLN.tOYI絹/6)KTlllのはFを藷む.

2 A178色土 (lluel0YN3/L) KT111のは Fをわすかに含む.

Ll 札176色.I (lluel0YR3/L) KrllとK一八人のプL7ツタを☆tl.
5 魚L色｣ (LILJC)OYa/L) Kr＼1とK-′ulのブロックをわずかに

☆み LZtつている.

6 舶色上 (LILNl)OY3/L) Sと肘 は近机 甘くLlっていTL)

第80図 B区3号 ･4号土坑実測図 (近世､S=1/80)
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＼｣と夏

二_
正二夕 塩 二三才 7｡｡

第81図 B区土坑内出土遺物実測図 (近世､690-693はS=1/3､694-701はS=1/6)
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C j E j 702 oii km

Jにt■じるが和すはさらに附し

ゆすlの☆11年はL75る.

敬 奄 3 1S随 一
i - )547m

て岩妄7

J ?." = tm

SC6 SC7 SCJ)

l 水色土 (目しLC75YFIl7/)) 1 凪他色土 (目し叶75YR2/2) 1 凪渦色土 (目し叶7SYR?/2)
Krllの5■大の粒イi:特徴的に含む. L■以 T'のSz-3粒 ri:kitに含む. S1-3†丘イを多く含む光iql_

2 相LJ･色相TJ:(Hue75YLは/L) 2 風格色J (llLC5YN3/L) 2 bK･白色琳TJ (Hl,C7～YS/1)
しまりが丸く gI化物色･e-件的に缶む. 1にiEE似うTJカ S1-3位了も多く含む. しまりが強く Lil化物色や経机に食む.

3 FIl柑JJ･色琳TJ (IILN･75YF†7/)) 3 肌色J_(Huel0YLr2/l) 3 肌色J_(HLN,75YTl2/lI
Lまりが幼く 以化抄をわイ■かに含む. しまりがなく焦らかい.Sz-3粒 ri:わでカに告tl. Kr＼1の粒 f古全体的にfttl.2のAE応用.

4 q佃g'和す上 川LH:5YRl/2) 4 】艶色J:(HLNHOYT13/L)
しまりが強く 脱化幼i:わずかに告tl. &くしまっている.KrLlの粒イi:BiQに缶tl.

5 P･色J_(Hue51軸/1) 5 肌他色J (IILel(〉YF†3/2)

5■人の砂鎌i:含む 搬入JJがなくハサハサしている. Kr-＼1の帖7を全什的に含み&くしま っている.

第82図 B区土坑実測図 (近 世 .SC5はS=l/20､sc6-8はS=1/30､702はS=1/6)

一 lLL5-



2 遺物

近世の迫物は先述 したとおり耕作士や近現代の位乱等に混入 した物が大半であるが､lW.立柱娃物跡が

検出された-林でその多くが確認された｡造物としては陶磁器のほかにも砥石や火打石がある｡

陶器 (第83I84図､703-719)

碗 (第83図､703,-709)

703は高台と1'付のみをu胎とし高台内までほぼ全面に透明軸を施す椀である｡訟袈面にはff人が生

じ相調は淡ijl色を呈する｡方と焼風陶F.?であるが高台内に押印の銘款はない｡704は薩摩焼f.I.i系の椀で

あるot])台内を丑ね摘みのために蛇のEl紬剥ぎとし､休部下位からTF.7J台にかけては蕗胎とする｡706

と707は704と同じ薩摩放牧ミ系の軌の庄和である｡焼成不良で&'胎部分は位色を呈する｡705は休部外

IdrLに稜が立ち､見込み部分にはゴマElが静められる｡粗鋼は灰オリーブ色であるが､掛け分けもしく

は二度掛けの際に生じた煎淡が見られる0701から707は元立院?.･市即Ll司銭の系統の椀と考えられる0

70引ま外方に向かいわずかにr朔く腕であり､鉄軸で笹柴を描く0709は灰白色の相調を呈す碗の底部で

あるoT",冶 丑付のみを宙胎とLF.')台内までほぼ全耐 こ軸を施す｡

皿 (第83図､710･711･714)

710は内外面に銅緑軸を施 し見込みを蛇のEl軸剥ぎとしたltrLである.内野LLJ北条IV期に位'B付けら

れる｡7日は京焼風陶器の大ulLである｡市台)A-付まで施紬 し､その後に高台内を輪状に掻き取る.T的

台丑付の端部は九嫌を粁びるO微細なrf人が生 じている0714は手世の爪である｡-器壁が厚く堅く焼

き締められているO内面に暗褐色の付洋F物が認められる｡

鉢 (第83図､712･713)

712はロ緑端部を外側に一度折り返し､大きく肥厚させたj;線状のロ緑を有する京焼風陶昔話の鉢で

ある｡透明な軸を施 し､軸調は践狐色を呈す.713はL字状の水平にF消く口綾部と緩やかなカープを

描く休部を器形的特徴とする｡髄摩炊夫Iも系の鉢と考えられる｡体熱中位から下をh'胎とする｡

土瓶 (第83図､715)

715は薩摩焼の土瓶である.ため口の江口で､軸調は暗オリ-プ色を呈す｡

播鉢 (第83図､716)

7】6は備前焼の措鉢である｡休部内面には8粂 11削立の僻目を粗に施す｡音詩穀は口綾部付近がにぷ

い赤褐色を体熱以Tが位色を呈す｡

婆 (第83･84図_717･718･719)

7】7はjJ部以下を失う薩摩焼の礎であるo頚部直下に先丸の棒状工只で不規RrJな脆ほ の弱い線描を

施す｡貝目が認められるo口綾部の形状は699に近いが外側-の張り出しが強い｡7相は暗緑色の軸調

を呈す婆の胴部片である｡植物と考えられる肺略化された模様を施す｡719は口緑部と底部を失 う資

料である｡699と同様に肩部に1条の刻目突科を貼り付けているO口綾部の形状はL字状になるタイ

プと考えられる｡

磁器 (第84･85図､720-737)

碗 (第85 85回､720-729､736)

720から725は丸餅である｡72】は松竹梅文､722は折枝松を柵く｡ともに休部の界壁は沖手で呉朝の

発色も良好である.また､722のJ訪台内面にやや舶れて形骸化 した ｢大明年製｣の銘秋が見られる｡

一lLL6-



720は休部外面に駐花文を細く.呉節の発色がやや惣く､器壁も721･722と比べると厚い｡723はコ/

二ヤク印中日こより菊花文を施す｡見込み部分を蛇のEl軸剥ぎとする｡724は#]恥の文様を禍く体部の

みの賢料であるC725は72)I722と器形が近い底部のみの資料であるが､高台内面の銘故は3文字 し

か確恕できないものの高台径と文字の配'Eから6文字あったと考えられ､｢大明成化年製｣のうちの

｢成｣｢年｣rAJの部分が欠朋 したものである｡726は広兼髄である｡休部外面には水を炎現したと考

えられる文様が描かれている｡内面には口綾部に二丑の外線､見込みに圏線を施す.727は冊形椀で

ある｡体部に竺子持笹､見込みに血文､高台脇に折松盛を描く｡728も727と同様の同形碗であるが休部

片のみの資料である｡729は小型の同形腕である｡727･728と比べると口径はその2/3樺度である｡松

竹梅文を体鰍 こ巡らす｡736は型紙摺桃の口緑部である｡

猪口 ･小杯 (第85回､730･731)

730は矢羽根文を描く娼口である｡TF.7]台付近に二志井線を巡らす｡731はやや器市が六.･Jめの小杯であ

る｡口縁部は端反 りとなるo休部に文様の一部が昏きめられる｡

皿 (第85Eg)､732-735.737)

732は端部が丸く肥厚する口緑を有する皿である｡内面にはLL3弾きによる唐草文様､外面には如意

頭励れの文様を施す0733は底部外両には針支えの痕が伐るO内両の絵付けは細部まで丁寧に柵かれ

ているがモチーフは判然としない｡734は見込みにコンニャク印判による五弁花が見られる｡内面の

文様はLm.-i､外面は船難である0735は73LIとポ形的特徴が放出的に近い個体であり､内外面の界線や

圏線の施 し方は同じである｡内面の文様は笹I:i､外面は塘i:iである｡

石製晶 (第85図､738-744)

砥石 (第85図､738-740)

近tLrの磁石としては3点を馳走した｡738は自然石の形状をそのまま利用するが､739I710の2点

は形状加工がしてあり流通品の可簡性も指摘できる｡

第14表 砥石計測値一覧 (近世)

逝物番Il- 庖位位置 Zl十 fI イ言 材 備 Jg良人堤 (cdl) 彪大幅 (era) 政人厚 (川) fri放 (g)

738 SE2 5,6 6.3 7.2 33.5 砂よき

739 1屑 7.8 5.5 3.6 309,7 砂Lt

石盤 (第85図､741)

711は石盤であるo粘板岩系の石材を用いるO-辺が2cm弱の方形柵を線刻してあるo

火打石 (第85匡L742-744)

いずれも倭がよく批れており使用癌が明瞭に伐る｡7L14には自然両が駆められる｡火打金は砕誰さ

れていない｡

第15表 火打石計測値一覧 (近世)

避物A.-rl- 層位化粧 十 御 仏 石 材 + +彪人 (cm) 充血(g)
742 1屑 2.6 2 LJ 9.9
743 1層 2_2 1 ll 6.3 石-L

74LL 1屑 1.9 0 ll 3.L 石英
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第84図 B区包含層出土遺物実測図40(近世､S=1/3)
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第85図 B区包含層出土遺物実測図41(近世､S=l/3､742-744はS=2/3)
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第16表 遺物観察表 (弥生時代 弥生土器 ･石器)
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